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　紅くれ羽はがうんと幼かったころ。夜空が晴れ渡って、零こぼれそうなほど星が瞬またたく夜に、澪れい愛あは先程書き上げた物語を読みなおしていた。

　屋根裏部屋の小さな窓からは明るい星空が見えていた。

　澪愛のすぐ横では、彼女にもたれるようにして、小さな紅羽がうとうとしている。

「お母さん？　どんなお話？」紅羽は不意に顔を上げ、眠たげに目元を擦こすりながら尋ねた。

「あなたと『あの娘』のお話よ」澪愛はおっとりと微笑ほほえんで、紅羽の頭を優しくなでた。

「ふーん。『あの娘』って、だれ？」紅羽は首を傾かしげた。

「あなたが大好きな『あの娘』のことじゃない。このあいだも『スキの歌』を一緒に歌ったって教えてくれたでしょう？」澪愛は目をぱちくりさせた。

「私、そんな娘知らないよ」

「紅羽、あなた、まさか、忘れてしまったの？」

　澪愛は、きょとんとしてみせる娘は、きっと寝ね惚ぼけているのだろうと考えた。しかし、その後も紅羽は『あの娘』を思い出さなかった。










　今現在、屋根裏部屋は、紅羽の家の正式な居候となった銀ぎん子ことるるが持ち込んだ荷物でごちゃごちゃと散らかっている。それでも、よく晴れた日の夜には、小さな窓から星が室内まで流れ込んできそうなほど美しく見える。

　そんな夜気の中、床に敷いた布団に寝かされた銀子は、純すみ花かが紅羽に託した手紙を取り戻すために手に負ったひどい火傷やけどに苦しめられていた。

　紅羽は、熱に浮かされ、荒い息を吐きながら眠っている銀子を、傍らでじっと見守っていた。







　その部屋の奥には、表向き、仮眠室とされている小部屋があった。しかし、ほとんどベッドのみで埋まってしまっているその部屋で、仮眠のみがとられたことはほとんど皆無だった。

　深く熱い吐息とともに、女は寝転びなれたベッドの上で半身をよじった。ふっくらとかたちのいい足先からふともも、腹部から腰のあたりまでを、窓から差し込む夜のあかりが真っ白に照らし出している。

「あのときの椿つば輝き紅羽の顔、あなたにも見せたかった」その隣、女に向かい合うようにベッドに寝そべっていた針はり島しま薫かおるは、いかにも満足げに紅潮した自らの頬ほおを撫なで、うっとりと微笑んだ。

　女は答えず、ただ静かに笑みを返す。

「こんな快楽があるなんて知らなかった。ねえ、『スキ』よ。あなたは大勢の中から私を見つけてくれた」

　針島は裸のまま身体からだを起こし、若く光る背中を女に向けると、いかにもうれしそうにくすくすと笑った。

「私はもう、『透明な嵐』に翻ほん弄ろうされる弱い存在じゃない。あなたのおかげで、『排除』されない大切なものになった。そうよね？」

　女はおもむろにその手を針島の肩に伸ばした。ひんやりと柔らかな感触に、針島は頬を染めて振り返った。

「え？」針島は、女にキスをされると思った。しかし、見開かれたその目に映ったのは、美しい女ではなく、獰どう猛もうな熊だった。

　毛むくじゃらの手が、針島をそのまま引き倒す。大きな熊のシルエットが、針島の細い身体をすっかり覆おおってしまう。

　叫び声を上げる間もなく、針島はその熊に食われてしまった。







　朝、紅羽は結局、ほとんど一晩中、様子の変わらない銀子に付き添っていた。

　小さなタオルを何度も洗面器の水で絞り、銀子の額ひたいや首の汗を拭ぬぐう。

　階下ではるるが張り切ってはちみつ粥がゆを煮ている甘い香りが、屋根裏まで漂ってくる。

　大きく胸を上下させ、苦しそうな呼吸を続ける銀子を見つめ、紅羽は額に貼りついたその前髪を指でどけた。

「私は……『スキ』を、あきらめない……」

　紅羽は息も絶え絶えの銀子のねごとにどきりとして、思わず手を引いた。

「百ゆ合り城しろさん、あなたはどうして純花の手紙を守ってくれたの？」包帯を巻いた手に触れると、まだ熱を持っていることがわかる。「こんなになるまでどうして……」

　ふと、銀子の手を支えている紅羽の指を、銀子が握り返した。

「百合城さん？」紅羽は銀子の手を改めて握り、その顔を覗のぞき込んだ。

　銀子は薄く目を開いて、呆ほうけたように紅羽と目を合わせた。

「百合城さん、よかった、気が付いたのね」紅羽はにこりと笑って見せた。

「きみに……」銀子はぼそりと言った。

「なあに？」紅羽が首を傾げると、長く美しい髪が銀子の濡ぬれた額にかかった。

「きみに、私の『スキ』を、教えてあげる……」

「百合城さん……？」

　紅羽は身を引こうとしたが、銀子は紅羽の手を離さないどころか強く握り、ぐいと引っ張って自身の眠っていた布団に押し倒した。

　窓からの朝日が眩まぶしくて、銀子も紅羽も目を細める。

「『スキ』を忘れなければいつだってひとりじゃない。『スキ』をあきらめなければ、何かを失っても『透明』にはならない」銀子は、自分にも紅羽にも言い聞かせるようにつぶやいた。

「どうしてその言葉を？」それは、母が紅羽に教えてくれた言葉だった。何を失っても、そのことがどんなに辛つらく、悲しくても、自分の『スキ』を信じること。そうすれば、寂さびしさに振り回されることなく、大事なものを見失わずにいられる。

「きみは私のクマリア様なんだ」銀子はまるで愛の言葉を言うように、甘くささやいた。

「クマリア様？　それって、絵本の……？」

　銀子は紅羽の首に鼻を寄せ、くんくんと嗅いだ。紅羽はぞくりとして、思わず声を漏らす。

「デリシャスメル……におうよ、紅羽、ガウガウ……」銀子の冷たい鼻先が紅羽の首筋をなぞり、鎖骨へたどり着く。

　銀子の両手が器用に紅羽の着ているベストとブラウスのボタンをはずしていく。

「探すんだ。きみの望むものを」銀子の左手は彼女の身体を支え、右手は、鎖骨から下をすべる。

「私の、望むもの？」紅羽は恥ずかしさに身を縮めた。

　銀子は顔を上げ、紅羽の唇に唇が触れ合うかどうかという距離でじっと紅羽を見つめた。手は胸の上を通り過ぎ、細い腰に回される。

「何を探すの？　どこを、探すの？」紅羽は質問を重ねる。だんだんと、瞳ひとみが潤うるんでいく。

「きっと覚えてる。きみの指、きみの唇」銀子は紅羽の耳元でささやく。

「あっ」耳にかかる熱い吐息に、紅羽は顔を赤く染め、唇を噛かんだ。

「さあ、『約束のキス』を私に」

「『約束のキス』？　私があなたに？」紅羽が見上げた銀子の瞳は、真っ黒い前髪の下、らんらんと輝いて、紅羽を射い貫ぬくように鋭い。

「私がきみに。それですべてが目覚め、すべてが変わる」

　銀子は言いながら顔を傾け、目を閉じた。紅羽はくちづけを覚悟し、唇を軽く閉じ、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

　我に返ったのは、キスの直前で脳裏に純花の顔がちらついたからだった。

　実際の紅羽は銀子の眠る布団の傍らに座り込んだまま、居眠りをしていた。そして、銀子は変わらず、うなされていた。

「いやだ、なんて夢……」顔がみるみる熱くなっていく。紅羽は目を伏せ、両手で頬を包んだ。これではまるで紅羽が、銀子が怪け我がで苦しんでいるにもかかわらず、看病するふりをして欲情しているみたいだ。

　これではまるで、紅羽が銀子のことを『スキ』みたいだ。

　銀子とるるの居候を許可するくらいだから、無論、嫌いだとは言わないけれど、ふたりにはわからないことも多い。それでも、表情豊かで喜怒哀楽のはっきりしたるるはまだ、扱いやすいと言えるだろう。その点、銀子はおしゃべりではないし、いつも澄ましているように見えるし、不可解な行動も多い。それに、紅羽には純花がいる。新しい『友だち』ができることと、純花を忘れることは、一緒ではないはずだ。

　紅羽はため息をつき、苦しげな銀子を見下ろした。

「ガウー、はちみつ粥できたよ！」るるはノックもせず、屋根裏部屋のドアを勢いよく開けて参上した。制服にエプロンをかけ、手にははちみつ粥の入った小ぶりな土ど鍋なべとお椀わん、レンゲの乗ったトレイを持っている。

　紅羽は驚いて飛び上がった。

「あれ？　クレちんどうしたの？　顔が真っ赤！」るるは紅羽の隣にすとんと座り、銀子の枕元にトレイを置くと、紅羽の顔をまじまじと見た。

「き、気のせいよ！　それより百合城さんを見てあげて、まだ、苦しそうで、汗が引かないの……じゃあ、交代！」紅羽はるるから顔を背け、さっと立ち上がると、そそくさと屋根裏部屋を出た。

「ガウ～？」るるは大きく首を傾げたが、すぐに気を取り直し、銀子に向き直った。

「銀子……」今の様子では、せっかくのはちみつ粥は食べてもらえそうにない。でも、やっとここまで来たのだ。紅羽の居候、『友だち』としてこの家に住み、仲良く生活している。きっともうすぐ、銀子は『約束のキス』を手に入れることができる。

「がんばろう、銀子……」るるは口の中でつぶやき、苦しげな銀子のブラウスのボタンをひとつ、余計に外した。すると、いつもリボンで首から下げている星のペンダントが素肌に光っているのが、ちらりと見える。

「クマリア様……」銀子はるるも聞き取れないほどの小さな声で、再び、ねごとを言った。

　一方、屋根裏部屋から逃げるように出て、二階の自室に飛び込んだ紅羽は、まだ鼓動の激しい自らの胸に触れた。

「どうして、あんな夢を……」

　銀子は確かに、美しいと言っていい。短く整えた黒髪も、鋭く光る大きな目も、細くしなやかな身体も。しかし、純花を差し置いて、見み惚とれたり、あらぬ想像をするほどだろうか。

　ベッドに腰かけると、ずっと枕元に置いている純花からの手紙が目に入る。純花が紅羽の現状を見たら、きっと、紅羽と新しい『友だち』が仲良くなっていくことを心から喜ぶだろう。紅羽に寂しい思いをしてほしくないと微笑むだろう。でも、きっと少しだけ、寂しそうにする。自分抜きで紅羽がきちんと生きて、幸せになる未来を想像して、少しだけ、悲しくなるはずだ。

　紅羽は母のオルゴールの蓋ふたを開くと、その音色を聴きながらベッドに転がり、深いため息をついた。

　銀子とるるを完全に受け入れ、『友だち』だと認めたわけではない。でも、それがもはや、自分の単なる意地であることもわかっている。でも、紅羽は割り切ることができない。前を向いて歩いていくというのは、どういうことだろう。もしも、澪愛が今の紅羽を見たら、何と思うだろう。どう、アドバイスをしてくれるだろう。

「お母さん……」

「紅羽」若い澪愛の声は、柔らかく耳を撫でた。「紅羽、今日も『お友だち』と仲良くできた？」

　よく見る夢だと、紅羽は思った。母の声は今でも、なにより紅羽を安心させる。

「うん、お母さん。今日はあの娘に『スキの歌』を教えてあげたよ」幼い紅羽の声はいかにも楽しげで迷いがない。

「あら、あの歌を？」澪愛はうれしそうに笑った。

『スキの歌』は、母が紅羽だけに教えてくれた歌だ。母の声で歌われなければ再現されない特別な響き。言葉選び。

「うん、だってあの娘は大切な『友だち』だから、特別なの」

　紅羽は確かに、このころ、誰かに『スキの歌』を教えた。その相手が本当に『大スキ』だったからそうしたのだ。

「そう。紅羽はあの娘のことが『大スキ』なのね！」母の明るい声。

『大スキ』なあの娘。

「うん、『大スキ』！」

　あの娘とは、いったい誰のことだっただろう。

　ほんの数分のあいだ、また、うたた寝をしていた。

　目を覚ました紅羽は、『あの娘』のことを思い出そうと、しばらくじっと、自分の額から目にかかった淡い色の髪が、窓からの陽ひに透けるのを見ていた。

　うんと小さなころの特別な『友だち』。いつの間にか、その存在すら忘れてしまっていた『あの娘』。間違いなく存在したその『友だち』と、紅羽はどんな友情を築いていたのだろう。

　どうやって、あんなに真まっ直すぐに笑っていたのだろう。

　紅羽はここのところ、少し疲れているみたいだ。







　私立嵐あらしが丘おか学園の朝。生徒たちは再び学内に現れた熊の話題で持ちきりだった。

「また出たんですって？」

　足早に通学路を歩く紅羽の耳に、甲かん高だかい声がまとわりつく。

「駆除されたんじゃなかったの？　ほら、誰だっけ。先輩が撃ったって」

　紅羽は断絶の壁を横目に、帽子を深くかぶりなおす。

「ああ、あの『友だち』を不幸にする娘でしょ？」

　噂うわさ話はいつも身勝手で浮ついている。『友だち』を不幸にする娘。その張本人が彼女たちの横をすり抜けていく場合のことなど、誰も想像していない。

「今度もその娘のクラスの生徒がやられたんだって！」

「マジで？　今度はだれだったの？」

　紅羽はその言葉にどきりとして肩を強こわ張ばらせたが、立ち止まらず、ユリーカの執務室へ急いだ。今度は誰が、熊に殺されたのか。まるで今日の運勢でも話し合うように、明日は我が身であるはずの危機は、日常に紛れていく。

「針島さんが？」紅羽は自分に、今となっては意地が悪くすら感じられる笑みを浮かべた針島薫の姿を思い出した。無造作な長めのショートヘア、弓なりの眉まゆ。挑発的な視線。歪ゆがめるように笑う口元。

　紅羽の向かいに座ったユリーカは暗い声で話を続けた。

「今朝、花壇の前で発見されたの。傷跡から、熊に襲われたと断定されたわ」ユリーカは自らの腕をもう片方の手で抱くように持ち、静かに語った。「この学園に、まだ熊が潜んでいるということだわ。熊は澪愛の命だけでなく、私たちの『スキ』の証、あの星のペンダントまで、奪っていった」

「ユリーカ先生……」

「澪愛のペンダントを持つ熊。それが私たちの仇かたきよ。いつか見つけ出した、そのときには……」ユリーカは悔しそうに唇を噛んだ。

「私が殺します」紅羽はきっぱりと言った。殺すだなんて、自分はなんて物騒なことを口にしているのだろうと思ったけれど、澪愛や純花は、熊に『殺された』のだ。こちらが殺さなければ、きっとまた誰かが殺される。

「これ以上、奪われないためよ」ユリーカは、紅羽に言い聞かせるように言った。この判断は間違いではないと、意思を確認するみたいに。

「ところで、私に聞きたいことって何かしら？」ユリーカは不意に調子を変えておっとりと微笑んだ。

「……私の、昔の『友だち』のことです」

「昔の『友だち』？」

「はい。母のオルゴールを聴いていて思い出したんです。子供のころ、私には大切な『友だち』がいたって。『あの娘』って呼んでいました」

　ユリーカはかすかに眉根を寄せた。

「でも、なぜだか顔も名前も覚えていなくて。ユリーカ先生なら、何かご存知かなと思って」

「そういえば、亡くなる少し前だったかしら。澪愛が不思議なことを言っていたわ。確か、あなたが突然『友だち』のことを忘れてしまったって」ユリーカはしゃべりながら立ち上がった。

「本当ですか？」紅羽はこれまでにも記憶を辿たどろうと努力してきた。それなのに、忘れてしまったという事実さえ、覚えていなかった。

「あと、そう、あの絵本。『月の娘と森の娘』。あれは、あなたとその『友だち』のお話だと言っていたわ」ユリーカは自らの机に軽く触れ、紅羽に背を向けたまま話した。

　ユリーカは、若かった自分に笑みを向ける澪愛のことを思い出していた。幸福だった彼女の口から紡がれる、幸福な人生の話。

「私と『あの娘』の物語……」紅羽はしっかりとしたユリーカの背中を見つめた。「先生、教えてくださってありがとうございます」

　ユリーカはちらり紅羽を振り返り、微笑んだ。

「いいえ。澪愛の思い出話をできるのは、あなただけだもの」そうつぶやくと、ユリーカは窓辺まで行き、長閑のどかそうに見える校内の景色を見た。

　今の自分の顔を紅羽に見せたくなかった。







　紅羽の家の屋根裏では、病欠した銀子をるるが懸命に世話していた。しかし、銀子の容体はよくならず、るるは慣れない看病に疲れ、焦り始めていた。

「銀子～、しっかり～。ガウグスッ……お熱下がらないよう……」顔を歪め、目元を擦りながら、るるは銀子の額を濡れタオルで拭った。

　銀子は頬を紅潮させ、息遣いも荒いまま、昨夜から苦しみ続けている。

「熱そう……そうだ！」るるはハッとして立ち上がると、パタパタと屋根裏部屋を出て、台所へ向かった。ついさっき、戸棚の隅で見つけたかき氷機のことを思い出したのだ。

　改めて取り出したかき氷機は青い熊のかたちをしていた。頭にはセーラー帽を被かぶり、首には青いリボンを結んだデザインだ。

　頭のてっぺんについたハンドルを握り、るるは青い熊と同じようにまん丸い目をしてにっこりと笑った。

「これで、いっぱい氷を作れば……」

　るるは台所中の鍋や大小のボウルに、次々とかき氷を作っては山盛りにして、それを大急ぎで屋根裏部屋へ運ぶと、銀子のまわりに置いていった。

「これで冷えっ冷えのガウブルになれば、楽になるよね！　るる、賢～い！」肩をすくめてうれしそうに笑いながら、るるは手を休めず、銀子の周囲を氷の国に変えていった。

　白い霧の中、銀子はあまりの寒さに、遠い昔の夢を見た。







『クマリア様』とは『愛』である。クマリア様は生きとし生けるもののすべてを承認し、『スキ』を与える世界の母である。

　強い吹雪ふぶきの日、その教会の前の階段に、赤ん坊が捨てられていた。真っ白なガーゼのおくるみに包まれ、小さな黄金色の王冠を頭に乗せた赤ん坊は、教会の屋根についた、立派な十字架に見守られ、大きな声で泣いていた。

　その鳴き声に気が付いた熊の世界の長老、レディ・クマスターは、教会の扉を開けると、赤ん坊を拾い上げた。

　小さく丸い熊の耳を撫で、一面の銀世界を見渡したレディ・クマスターは、赤ん坊に『銀子』と名をつけ、育てることにした。

　それから何度か季節が巡った。

　春、熊の教会には鐘の音が鳴り響き、草木が芽吹いた温かい野原で、熊の子供たちは走り回って遊んでいた。

「おい、銀子」

　呼びかけるのと同時に、銀子はどんと身体を押され、しりもちをついた。

「お前はいらない熊だ！」

　いつも、特別に銀子に因縁をつける三人の子熊たちが、次々に悪態をつく。

「誰にも見つけてもらえない、寂しいヒトリカブト！」

　誰ともなく、銀子の頭に乗った王冠を取り上げる。

「なんだよ、これ。ヒトリカブトの王様のつもりか？」

　銀子は黙っていた。

　にやにやと笑いながら銀子を取り囲む子熊たちは、調子に乗って銀子を小突き始める。

「返してほしかったらお願いしてみろ！」

　子熊たちは銀子の王冠を弄もてあそぶようにそれぞれの手に渡しながら、座り込んだまま黙っている銀子をからかった。

「ガウウ……」

　子熊たちの手の上を王冠が飛び交う。意地悪く笑い合う子熊たちの声が、銀子の耳から入り込み、頭の中をいっぱいにしてしまう。

　銀子は両耳をふさぎ、きつく目を閉じたけれど、子熊たちの声はほんのわずかな隙すき間まをぬるぬるとすべり、銀子の耳にまとわりつく。

「うるせーっ!!」

　気が付くと、銀子は立ち上がり、肩で息をしていた。目の前には、銀子があっという間にやっつけてしまった三匹の子熊が、青い芝の上に、それぞれ転がっていた。

　それから、銀子は本当に独りになった。そして、『ヒトリカブトの銀子』と呼ばれ、皆に遠ざけられるようになった。

　この世界は、『力』が支配しているのだろうか。銀子は考えた。あらかじめ『力』を持つものだけが、愛も優しさも、鮭さけも、独占できるのだろうか。

　銀子は弱いから、意地悪をされ、家も家族もないのかもしれない。だとしたら、銀子には何もできない。

　教会の前で遊ぶ子供たちは、皆が教会の子供というわけではなかった。その大半は夕方になればそれぞれの家族の待つ家へ帰り、母親の作った温かい手料理で団だん欒らんを囲んでいた。

　銀子は高台にある教会から、橙だいだいの温かそうな光がともっていく家々の窓を見ていた。自分の人生にはないものが、あのすべての窓の中にはあるのだと思った。

「私に、もっと『力』があれば……」しかし、銀子にはないものねだりをする『力』すらなかった。

　やがて、世界は『断絶の日』を迎えた。

　レディ・クマスターは、銀子や、銀子と似たような境遇の子熊たちを教会に集めた。そして、祭壇の前に立ち、クマリア様の描かれたステンドグラスを背にして、寂しげに並ぶ銀子たちにしわがれた手を掲げて見せた。

「喜ぶがいい。お前たちは『見つけ』られたのじゃ！」がさがさした声は、チャペルに響き渡った。「いらない熊であるお前たちに『承認』される機会を与えよう」

　銀子はじっと、レディ・クマスターが続きを話すのを待った。

　戸惑ったほかの子熊たちは、隣同士でひそひそと話し合ったり、怖がって泣いたりした。

「よいか。この世界でお前たちを必要とし、『承認』を与えてくださるのは、ただおひとり、クマリア様だけじゃ！」レディ・クマスターは大きな声で言った。その背後のステンドグラスが、陽の加減できらきらと光る。

「クマリア様……？」銀子はその美しさに目を見張った。

「今日、このときから、お前たちはクマリア様の子熊。『熊と人との境界線』の、番グマとなるのじゃ！」

『断絶の壁』によってできた境界線。そこで、害獣である人を排除し、熊の世界を守ることが、銀子たちに課せられた使命だった。

　人と熊が激しく争う中、銀子たち子熊は大人の熊の兵士に紛れて境界線へ行き、たくさんの人を食べた。

　人のものだか、熊のものだかわからない悲鳴や排除の声を聞きながら、雪原に並んだどす黒い戦車の陰に隠れて、銀子は獰猛に人をかじり、皮ひ膚ふを破り、咀そ嚼しゃくし、飲み込んだ。

　使命をまっとうすれば、クマリア様が銀子を『承認』し、『スキ』を与えてくれるはずだ。

「私はいらないヒトリカブトじゃない！　もっともっと人を食べて、『承認』される！　そして、いつかクマリア様に『スキ』を与えてもらうんだ！」

　そう強く思った直後、銀子はライフル銃の弾に撃たれ、雪原に倒れ込んだ。黒々とした毛並みのあいだから真っ赤な血が流れる。まだ小さなその手は、見たことのない幸せを求めて、必死で空に伸ばされていた。







　学校から帰った紅羽は、夕陽に染まった玄関ポーチに腰かけ、足元にバッグを置いて、澪愛の絵本を開いていた。伸ばした両脚の上に広げた絵本からは、少し埃っぽい、懐かしいにおいがする。

「こうして月の娘と森の娘は、来る日も来る日も『空』を見続けました。……森の娘が、『あの娘』？　わからないわ」紅羽は絵本のページをぼんやりと見つめた。

「クレちん、帰ってたんだ」物音に気が付いて、るるがドアを開けて顔を出した。

　紅羽は声に振り向いて、「あ、うん」と小さく答えた。

「おかえり」るるは元気よく言い、にっこりと笑った。栗くり色いろの髪がふわりと揺れる。

「ただいま」紅羽は少し気恥ずかしそうに言って立ち上がると、スカートをよく払った。

　るると一緒に天候や夕食のことなどを話しながら、玄関から続く廊下をリビングまで歩く。なんだか、いかにも一緒に住んでいるという感じがする。

「ガウウ、クレちん、それ何の本？」るるは、ソファに深く座って一息ついた紅羽の隣にちょこんと腰かけた。

「母の描いた絵本よ」紅羽は美しい絵の表紙をそうっと撫でた。

「へえ、読んでもいい？」るるは興味深げに、水彩のタッチが瑞みず々みずしい表紙を覗き込んだ。

「良いけど、この本、結末がないわよ」

「どういうこと？」るるは紅羽の手から絵本を受け取り、まじまじと見た。

「描き終える前に、母は亡くなったの」

　いっそさっぱりと言い切った紅羽の言葉に、るるはどきりとした。

「熊に殺されたの」紅羽は制服のキャスケットを脱ぎ、ふーと息をついた。「ねえ、百合城さん、あれからどう？　私、様子見てくるわね」

　紅羽は立ち上がると、パタパタとスリッパを鳴らし、階段を上がっていってしまった。

「クレちん……」るるは絵本を手に、しばし呆ぼう然ぜんとした。




　銀子はいまだ瞼を閉じ、苦しげに眉間にしわを寄せ、荒い息を吐いていた。

　紅羽はその傍らにかがみこみ、不安げな表情でそれを見つめた。

　るるが話していた。銀子は紅羽が好きなのだと。紅羽はしかし、それを聞いてあっさりと納得することができない。紅羽と銀子は出会ったばかりで、それほど長い時間を共に過ごしたわけでもない。

　紅羽はまだ、銀子に何もしてあげていない。それなのに、銀子は紅羽が好きだから、純花から紅羽にあてたあの手紙を、炎の中から拾ってくれたのだろうか。手にひどい火傷を負い、こんなにうなされ、苦しんでまで。

　もしも銀子が手紙を拾わなければ、きっと紅羽が拾っていた。自らの手を、燃える花壇に差し入れて、純花から贈られた手紙を掴つかんでいただろう。つまり、今、銀子が味わっている痛みや苦しみは、本来は紅羽のものだったはずなのだ。

　紅羽は小声で、『スキの歌』を歌った。子守唄のように、少しでも銀子の心に届いて、穏やかに休めればと思った。

　銀子はかすかに聞こえる柔らかな歌声から、再び、遠い過去を夢に見始めた。

「あいつはもうだめだよ」

　雪原に倒れた小さな銀子を遠巻きに見ながら、同じ使命を負った子熊たちは口々に言った。

「そうね、もうだめね」

「足手まといは『排除』しましょう」

　それしかないね。『排除』だ。『排除』しよう。

　獣の世界は冷酷だった。銀子は『力』を得ようとして失敗したのだ。弱いもの、周囲と同じ行動をとれぬものは『排除』される。

　銀子は雪に埋もれていく自分を思い、失望した。銀子は使命を全うできなかった。やはり、ヒトリカブトの銀子として、誰にも『見つけて』もらえず、『承認』などされないまま、与えてもらえなかった『スキ』のことを思いながら、ここで死んでいくのだ。

　銀子の意識が途切れてしまうと、子熊たちは仕事のため、その場を離れて行った。

　やがて、静まり返った雪原に残った、大勢の人や熊の足跡を均ならすかのように、新しく、小さな雪が舞い始めた。

「……これは、お母さんが教えてくれた歌。『スキの歌』」

　真っ黒い毛の塊となって雪に紛れていた銀子の前に、幼い紅羽がしゃがみこんでいた。

　紅羽はかじかんだ小さな手で、銀子の毛並みをゆっくりと撫でた。

「大丈夫。ひとりぼっちじゃない。私はあなたの『友だち』だよ」

　手のひらの温ぬくみに驚いた銀子は、身動きの取れないまま、背中の毛をわずかに逆立てた。

「私はあなたが『スキ』……」

　精一杯の力で身をよじり、紅羽を見た銀子は、あまりの眩しさに目を細めた。

　今、目の前の声は、確かに銀子に『スキ』だと言った。銀子はとうとう、『スキ』を与えられたのだ。

「……クマリア様……」声にならない声で、銀子はささやいた。銀子の目には、眩しく光って見える紅羽の姿は、教会で見たステンドグラスに描かれたクマリア様そのものだった。

「クマリア様？」紅羽は小さく首を傾げながら、何度も、銀子を撫でてやった。それから、弱った銀子を抱き上げた。




　紅羽は、眠ったままの銀子に名前を呼ばれ、思わず赤面した。

「紅羽……」熱っぽく掠かすれ、湿った声。銀子は薄く目を開き、包帯を巻いたままの右手を紅羽の手に重ねた。

「ゆ、百合城さん、良かった、気が付いたのね……」紅羽は気恥ずかしさから、銀子の手をそうっとかけぶとんの下に戻すと、額に置いたタオルを手に取り、洗面器と一緒に持ち上げた。

「紅羽、今の歌は……？」銀子は赤く潤んだ瞳と紅潮した頬のまま、うっとりと紅羽を見た。

「私、百合ヶ咲さんに知らせてくるわ」紅羽は銀子の言葉を遮るように言うと、また、逃げるように屋根裏部屋を出た。

　どうして、ことあるごとに、こんなにドキドキして恥ずかしいのだろう。落ち着いたふりで話していても、銀子にじっと見られると、紅羽自身もわからない自分のことが、すべて見透かされてしまう気がする。

　紅羽は息をつき、なるべくなんてことなさそうに、軽快な音を立てて階段を下り、るるのいる台所へ顔を出した。

「ガウフフフ、ジンジャーミルクの完成～！」白いミルクパンを覗き込んでいたるるは、コンロの火を止め、鍋から立ち上る湯気を思い切り吸い込んだ。「あとは、これにたっぷりはちみつを混ぜれば！　ハニージンジャーミルクの出来上がり～！」

　紅羽は懐かしいにおいにハッとした。

　ちょうど今のるるのように、澪愛が台所に立っていた景色を思い出す。

「さあ、温まった。『お友だち』と一緒に仲良く飲んでね」澪愛はミルクパンをかき混ぜていたお玉で器用にそれを掬い、ぽってりと丸く小ぶりなマグカップにたっぷりと注いでくれる。

「熱いから気をつけて」澪愛の手から手渡されるカップを受け取る私と、大切な『友だち』の『あの娘』。

「あなたたちは本当にハニージンジャーミルクが好きなのね」澪愛の優しい声。

「うん！　私たちふたりの『スキ』の味だから！」幼い紅羽は、澪愛のおっとりとした声もまるごと飲みこみ、喉から身体の奥までをすっかり温めるかのようなその液体が本当に好きだった。

「クレちん？　どうしたの、ぼんやりして」るるは満足げな笑顔で紅羽に声をかけた。

「昔のことを思い出したの。昔の『友だち』……ここでよく、母の作ってくれたハニージンジャーミルクを飲んだ」

　甘くて、柔らかくて、ほんの少しだけピリリとするハニージンジャーミルク。

　紅羽はひとりになってから、自分がそれを大好きだったことすら、すっかり忘れてしまっていた。

「あのときの気持ち、ずっと忘れてた。でも、幸せだった」

　そんな、幸せな紅羽の両隣には、澪愛ともうひとり、紅羽と同じように小さな誰かが、いつも一緒にいたはずなのだ。もやのかかったそのシルエットは、紅羽と同じころんと小さなマグカップを器用に持ち、ハニージンジャーミルクを舐めるように飲んでいた。

　蜂蜜と生しょう姜がと、陽に焼けこげたような、香ばしい野性味あふれるにおい。

「『あの娘』……」

「銀子のね……」るるは再びミルクパンを覗き込んだ。

「え？」紅羽は頭にうっすらと浮かんでいた名を言われてどきりとした。

「ハニージンジャーミルクは、銀子の『スキ』の味なの。私は世界にひとりぼっちじゃないってことを、教えてくれる味。どんなときでも、夜空にキラキラ光ってるお星さまと同じ」

「百合城さんの、『スキ』の味……」紅羽の胸の奥は、ずっとざわめいている。すべての矢印が指し示す、『あの娘』の姿。しかし、確信が持てない。それに、そんなに大切なことを、紅羽が忘れてしまったのはどうしてだろう。

「ガウウ～、でもまだ、仕上げの蜂蜜を入れてないんだよね～。るる取ってくるぅ～」るるは振り返り、にっこりと笑うとリビングにかけていった。

　紅羽はるるの背を見送ると、ミルクパンを見張るように台所の隅のベンチに腰かけ、もう一度、ゆっくりと記憶の糸を辿ろうとした。もう少しで、大事な記憶の扉に辿り着けそうだ。




　紅羽はるるに知らせてくると言って屋根裏を出て行ったきり、なかなか戻ってこない。

　銀子は人知れず起き上がり、すっかり鈍なまってしまった身体を思い切り伸ばした。開かれたブラウスの胸元からのぞく星のペンダントが、窓から差し込む夜の明かりに反射して光っている。

　銀子はさっきまでの辛い記憶の夢が、もうすべて終わったことで良かったと心から思った。最後にちゃんと、見つけてもらうところまで見られて、呼吸が楽になった。ヒトリカブトの銀子は、もういない、過去の娘なのだ。

　目元を擦り、ひんやりと薄暗い屋根裏部屋を見渡す。ハンガーに掛けられた制服のジャケットと白いキャスケットが、あんな夢のあとだと、自分のものとは思えない。本来の姿ではない自分でいるために、身につけるもの。かりそめの姿を保つための衣服。

　お湯や柔らかなタオル。すっかり冷めたはちみつ粥。熱に浮かされているあいだ、さまざまなにおいがしていた。その中に、明確に嗅ぎ分けられる紅羽の、甘く透き通った香り。

　銀子は何気なく歌いながら、布団を這はい出た。

　窓の外の美しい月を見て、その眩しさに目を細める。すっきりとした意識が気持ち良くて深呼吸をする。みっちりと包帯の巻かれた右手はかすかに痛むけれど、きっともう大丈夫だ。

　銀子は歌いながら屋根裏部屋を出て、外の空気を吸い、月の光を存分に浴びようと階下に向かった。




　台所の隅のベンチに腰掛け、ミルクパンから立ち上る湯気を見つめながら『友だち』の『あの娘』の姿を頭の中で追っていた紅羽は、ふと聞こえてきた歌声に意識を向けた。

「お母さんの……『スキの歌』だ」歌っているのは銀子だろうか。紅羽は急いで立ち上がり、玄関ホールから二階へ続く階段を見上げた。そして、いっきに駆け上がろうとしたところで、改めて歌声に耳を澄ませる。

　紅羽はしばし歌声を聴き、それを頼りに玄関のドアを開けた。

　銀子は玄関ポーチに立ち、月を見上げ、その輝きを浴びながら、いかにも気分良さそうに『スキの歌』を歌っていた。あまり長くしゃべることのない銀子の歌声は伸びやかで、すっかり回復したことがわかる。

　紅羽はその姿に見惚れ、すぐに声をかけることができなかった。

　黒く短い髪が夜風にさらさらとなびき、かすかに広げた両腕が息遣いと呼応している。

「見つけた……」紅羽は口の中でそう言った。

　歌が終わると、銀子は思い切り深呼吸をしてくるりと振り向き、そこに紅羽の姿を見つけて少しだけ戸惑った。

「あなたが私の『友だち』。『あの娘』だったのね！」

　紅羽は複雑な表情をしていた。

　銀子は即答することができなかった。

　月の光を受けると、紅羽の長い髪も白い肌も、たちまち透き通ったように光る。銀子にはそれが、人間という生物の弱々しさや繊細さにも見える。

「私はあなたのことが『大スキ』だった……。一緒に写真を撮ったわよね。お母さんの淹いれたハニージンジャーミルクを飲んで、『スキの歌』を、歌った。そう、教えてくれたら良かったのに」

　紅羽はずっと、銀子もるるも、いい加減なことばかり言う不可思議なばかりの転入生だと思っていたし、自分がどうしてふたりに付け回されるのかもわかっていなかった。忘れていたとはいえ、『大スキ』だった『友だち』のことならば、きちんと話してもらえたら、遠回りをせずに思い出せたのかもしれない。

　紅羽は、静かな表情で棒立ちになっている銀子に歩み寄り、その額に触れた。銀子の両肩がぴくりと跳ねた。

　紅羽が見る限り、銀子の表情はだいぶすっきりとしているし、いっときよりは頬も赤くはない。しかし、触れた手のひらに、芯しんに残った熱が伝わってくる。

　同じ年のはずなのに、銀子やるるの表情は、ときどきとても子供っぽくて、ときどきすごく鋭く、凜り々りしい。

　銀子の瞳を見つめても、はっきりと答えを返してはくれない。

　紅羽の手は額から頬に下り、やがて遠慮がちに首筋に触れた。銀子もごくためらいがちにそれに答え、よくなついた生き物のように、紅羽のしなやかな手に頬を擦りつける。

「それ……」紅羽はそれが目に入った途端、銀子から手と身体を離した。

　紅羽の視線に気づき、自らの胸元を見た銀子は、しかし、何も言わなかった。

「どうしてあなたが……。そのペンダントを持っているのは、お母さんを殺した熊だけ……」




　台所のミルクパンの前で、るるは蜂蜜壺つぼとスプーンを手ににんまりと笑っていた。

「ガウフフフッ、よーし、これで、るる特製ハニージンジャーミルクの完成ぃー！」

　るるは食器棚からマグカップを三つ取り出すと、ミルクパンの横に並べた。

「これで、銀子とクレちん、きっと急接近だよ！　うふふ、るる、賢～い！」るるがそう叫んでばんざいした直後、カタンと物音がした。るるはヒュッと息を詰め、肩をすくめた。

「クレちん……？」玄関ホールとリビング側の入り口をささっと見るが、人影はない。やっと紅羽に居候として認められたところで、余計な画策をしているとは思われたくない。

　ふと、庭に続く勝手口のドアの下に何か挟まっているのが目に入った。

「ガウ？」

　ドアの前でかがみこみ、封筒を手に取ると、そこには『罪グマへ』と書かれていた。

　るるは表情を曇くもらせ、中の手紙を取り出すと、小声で読み上げた。

「百合城銀子、あなたが犯した大きな罪を、私は知っている。あなたは……。……銀子、まさか、そんな……」














　　　８







　ユリーカはかつて、人の世界に捨てられた、いらない熊だった。

　淡いパープルのロンパースを着せられたユリーカは、嵐が丘学園の門の前に、人知れず、置き去りにされた。

　彼は、幼いユリーカを見つけると、三回、踵かかとを打ち鳴らした。それから、春の花びらの舞う中、気に入りの日傘を差し、鼻歌を歌い出しそうなほど上機嫌で、門の前にやってきた。そして、ユリーカを軽々と抱き上げた。

　まだどこも傷んでいない、美しい嵐が丘学園の校舎の中を、彼はユリーカを抱きかかえて歩いた。そして、現在はユリーカの執務室である部屋に辿り着くと、ユリーカのためにベビーベッドを準備して、その中に彼女を、まるで大事にしまうように寝かせた。

　きらきらと音を立てながら回るベッドメリー。熊や天使や星。蜜蜂に白い雲。

「安心していいよ」彼は白く細い指で、ユリーカの柔らかすぎる頬を撫でた。「この学園は僕の『箱』だから」

　そのときのユリーカに、その意味がわかるはずはなかった。しかし、ユリーカは彼がそこにいて、自分を見ていることだけは、しっかりと認識していた。

　深い色の髪に、金色に輝いて見える瞳。すらりと伸びた背丈を強調するような、シェイプの利いたジャケットに、カジュアルなパンツ。真っ赤なパンプス。捲まくった袖そでから突き出した細い腕と、節が目立つが長い指。ユリーカを撫でる右手と、そうでもない左手。左の人差し指には、シルバーのごつごつとした指輪がひとつ、はまっていた。

　彼は、よく計算され、セットされた無造作な前髪の下から、ユリーカを見つめた。

「いいかい、ユリーカ。この世界は汚れのないものをどんどん汚していくんだ」彼はユリーカを抱きかかえ、数多あまたの引き出しの前を歩いた。「だから、ほら」

　彼の左手が、ある引き出しを引くと、その中には白く咲いた百合の花が入っていた。

「こうすれば、この花は永遠に『汚れのない』ままでいられる。この世界ではね、『汚れのないもの』だけに価値があって、大切なんだ」

　彼は『箱』が好きだった。『箱』に、『汚れのないもの』をしまうことが。だから、彼は学園のそこかしこに引き出しを持っていた。

「ユリーカはとてもきれいだよ。きみは特別に大切な僕の宝物だ」彼はユリーカを抱きかかえたまま、うれしそうに三回、踵を鳴らす。

　ユリーカは、自分が『汚れのない』特別なものだと自信を持った。だから、それを永遠にするために、彼の望む通り『箱』の中に入った。それは幸福なことだった。安心、安全な『箱』の中で、彼女はずっと、彼の大切な『汚れのない』存在として愛される。つまり、もう、いらない熊ではないのだ。しかし、それは長くは続かなかった。

　ある日、彼は艶つややかな革の旅行鞄を持ち、中折れ帽を被りながら、当然のことのようにユリーカに言った。

「僕は次のものすごく『汚れのない』存在を見つけてしまった。だから行くよ」彼の旅行鞄は思いのほか、使い古されていた。

「私はもう、汚れてしまったの？」まだまだ幼かったユリーカは彼に尋ねた。

「そんなことはないさ」彼は薄く笑みさえ浮かべていた。「でも、もっと汚れのないものが、世界にはあるんだ。だから行くよ」

　彼は、落ち葉の舞う中、ユリーカを見つけたときと同じように軽い足取りで、嵐が丘学園という『箱』を出て行く。ユリーカは必死で彼を追いかけて走った。門の前に停とまったリムジンに乗り込む彼に縋ろうと、小さな手から爪を出し、上等な彼のスーツの裾をひっかけて、ぶら下がろうと思った。

「待って！　私の大切な人、私を捨てて行かないで！　ギャルル───ッ！」ユリーカは、ちょうど学園の門の前、かつて捨てられていたあたりで派手に転んだ。

　その毛並みは乱れ、膝ひざは擦れて血が滲にじんでいた。これでは、『汚れのないもの』とは言えないと、ユリーカは思った。

　ユリーカの声も、爪の先も、このままでは彼に届かない。

　彼は転んだユリーカを気に留めず、リムジンへ向かって行ってしまう。

　彼の愛するもののすべてが『箱』に入っていたとしても、彼自身は、『箱』の外にいる。だから、もっと『汚れのないもの』を求めたり、それを見つけたら、ふいといなくなろうなどと考えるのだ。彼がユリーカを『箱』にしまい込んだように、ユリーカもまた、彼を『箱』の中に閉じ込めなければならない。そのためにはどうすればいいだろう。

　リムジンのドアの前、彼は踵を三回、鳴らした。

　その音を耳にして、ユリーカは、たったひとつ、思い浮かんでいたその方法を実行に移した。もう、それ以外になかったのだ。

　ユリーカは彼のすべて、髪の毛一本、血の一滴から、きれいな音を鳴らしていた赤いミュールまで、残さず『箱』にしまい込んだ。

　それから、学園という大きな『箱』は、ユリーカのものとなった。




　ユリーカは美しく成長したが、その表情は憂いを帯びており、いつも影が付きまとった。彼女は、奇くしくも彼の意思を受け継ぐかのように、すべてのものを箱にしまっていた。

「どうして切ってしまうの？」

　学園の校舎の裏庭、花壇に咲いた百合の花を切り落とす作業をしていたユリーカは、驚いて振り返った。

「『汚れのない』うちに切ってしまわないと、『箱』に入れられないから」ユリーカは、自分と同じくらいの年齢の髪の長い女子生徒をじっと見た。

　彼女は長い前髪を二本の細い三つ編みにして、後ろでリボンでまとめていた。真っ黒なタイツに包まれた脚は細長く真っ直ぐで、清せい楚そな雰囲気だ。

「なぜ『箱』に入れるの？」女子生徒は躊躇ためらわず、なおも聞いた。

　ユリーカは親切に教えてあげる気持ちで答えた。

「『箱』は世界から『汚れのないもの』を守ってくれる。『特別な存在』でいさせてくれるの。『特別』でないものはね」ユリーカは自らの足元に落ちていた、茶色く萎しおれた百合の花に目をやった。「いらないものは、誰にも……」

　誰にも、見つけてもらえないのよ。そこまで言うつもりだったユリーカは、ほんの一瞬、言いよどんだ。

「見つけた」女子生徒は唐突に、笑みを含んだ声でそう言いながら、背中からユリーカに抱きついた。

　背を丸めていたユリーカは、びっくりしてひっくり返りそうになった。

「あなた、何するの？　私を……見つけた？」ユリーカは抱きつかれたまま、彼女を振り返った。

「ええ」ユリーカの柔らかく巻いた髪が、彼女の鼻先をくすぐった。

　彼女はうれしそうにくすくす笑うと、ユリーカから身体を離し、立ち上がった。それから、驚いた顔をして自分を見ているユリーカに、彼よりも小さくて、柔らかな手を差し出した。

「だから、『箱』から出して。『箱』を開けて、中を見て。触って、嗅いで確かめて。そうしなきゃ、どんなに大切なものも、きっと無いのと同じよ」

「無いのと、同じ」ユリーカは、彼女の手に手を置いた。

　彼女の言っていることを、まだ、信じたわけではなかった。でも、わからないわけではない。ユリーカは『箱』にしまったすべての『汚れのないもの』を愛していたけれど、その姿も色も艶もにおいも見えないまま日々を過ごしていると、ときどきそれがどんな風か、わからなくなってしまうのだ。すごく、大切なもののはずなのに。

　彼女はぐいとユリーカを引っ張って立ち上がらせた。

　ユリーカの顔に、屈託なく微笑んでいる彼女の顔が近づく。

「無いのと、同じ？　私は空っぽで、世界は『透明』……」ユリーカが不安そうにして見せると、彼女はそうっと、ユリーカの頬に触れた。

「『箱』を開けて。あなたの大切なものを、私にも見せて」

　彼女の手は柔らかく、温かだった。

　彼を失ってから、ユリーカは空っぽで、その世界は灰色に近い『透明』だった。ユリーカは、もう自分は誰にも見つけられることなく、学園という名の『箱』の中で、永遠に過ごすのだと思い込んでいた。それが、違っていたのだ。

「私はユリーカ。あなたは？」ユリーカは、自分の両頬が熱を帯びて行くのがわかった。

「私、澪愛」

　白い肌と透き通るようなストレートヘアが、明るい光を集めているような女の子だった。

　こうして、ユリーカと澪愛は『友だち』になった。澪愛はユリーカとたくさんの時間を共有し、『透明』だったその人生を、鮮やかに彩った。色とりどりの世界は、明るく、眩しくて、香ばしく、汚れていた。

　澪愛とふたりで食べる昼食の弁当。裏庭の花壇の土に肥料を混ぜること。冷たく青いにおいの土に汚れていく手のひらのように、気持ちよく、心楽しく、ユリーカは汚れていった。澪愛はユリーカと一緒に、躊躇いなく汚れ、生き生きとした時間を過ごした。

　ある日の午後、ふたりは突然の雨に降られ、学園の敷地内にある東あずま屋やに駆け込んだ。

　薄暗くひんやりとした東屋の屋根の下で、ユリーカは息を切らして、灰色の雲が渦巻く空を見上げた。

「はい」

　ふと見ると、澪愛は白いレースのハンカチを通学バッグから取り出し、ユリーカに差し出していた。

　雨に濡れて、白い肌がよりいっそう白く、透き通るようだ。いつも真っ直ぐな髪は額や頬に貼り付いている。

「ほら、風邪引いちゃう」わずかに息を切らしながら、澪愛はささっとユリーカの額や頬についた雨の雫しずくを拭った。

「澪愛」私は、あなたが『スキ』。ユリーカは心の中で言った。

　雨が止んだら、一緒に夕焼けに染まった図書室で読書をする。しかし、居眠りしたり、おしゃべりをしたりしてしまうから、一緒だと全然はかどらないのだ。そのあとは、花壇の様子を見に行く。草花のにおいを嗅ぎ、土の様子を見て、ベンチに座ってジュースを飲む。下校時刻が過ぎて、あたりが暗くなり、空に星が光るまで、ふたりは一緒にいる。

　ユリーカはそれがとても『スキ』だった。

　ユリーカの日々にはもう、澪愛がしっかりと組み込まれていて、外すことができなかった。澪愛も、ユリーカを大切な『友だち』だと思ってくれていることはわかりきっていた。

「澪愛、あなたは私のことが『スキ』？」

　花壇の脇わきのベンチに並んで腰かけて、ユリーカと澪愛は、互いが互いにもたれかかるように、身を寄せ合っていた。

「ええ、『スキ』よ。『大スキ』」

　澪愛がそう答えることが、ユリーカにはわかっていた。

「私たち、ずっと『友だち』よね」

「うん、ずっと、『友だち』」澪愛はしみじみとうれしそうに繰り返した。

「澪愛……お誕生日おめでとう」

　ユリーカは内緒で用意してあった澪愛への誕生日プレゼントを取り出し、その華きゃ奢しゃな首にそうっとかけてあげた。大きな星のペンダントのトップが、きれいにその胸元に下がる。

「……ユリーカ。どうもありがとう」

「これは私たちの『友だち』の証」

「『スキ』を忘れないための誓い」

「『スキ』を忘れなければいつだってひとりじゃない」

「『スキ』をあきらめなければ、何かを失っても『透明』にはならない」

　ユリーカは澪愛が『スキ』だから、ふたりの友情を確認し合うことがうれしかった。澪愛はユリーカを一ミリも疑わず、愛して、いつでも優しくしてくれた。でも、わかっていた。ユリーカの『スキ』と澪愛の『スキ』は、意味が違う。

　ユリーカは澪愛に触れたいし、もっと深くまで知りたいし、皮膚のにおいを嗅ぎたいし、その肌のきめ細かさを確かめたい。でも、澪愛は違う。それでも、友情が続く限り、ユリーカさえこの気持ちを閉じ込めておくことができれば、ふたりはうんと長く一緒にいられるだろう。

　それが、どんなに先の見えない、悲しい関係でも、ユリーカは甘い蜂蜜に溺おぼれるような気持ちで、澪愛と共に過ごすことを選び続けた。




　チャペルの鐘の、大おお袈げ裟さな音色。晴れた空を舞う清楚なブーケ。澪愛の纏ったウェディングドレスの裾すそに揺らめく、天使の羽のようなラッフル。

　それはまるで、天国の景色を見ているかのような、悪夢そのものだった。

　澪愛は無論、何の悪意もなく、一番の『友だち』であるユリーカを新居に招いた。赤ん坊を抱いてリビングのソファに座っている澪愛は相変わらず美しく、ユリーカはチャペルの奥に飾ってある、聖母マリア像のレプリカを連想しながら、持ってきた花束を彼女に差し出した。

「名前は紅羽っていうのよ。紅い羽と書いて紅羽。……この子ったら、ユリーカにもらったペンダントが大好きなの」紅羽と呼ばれた赤ん坊は、澪愛の首から下がった星を両手で掴んだり離したり、端を口に入れたりしながら、無邪気に笑っていた。

「……そう」おめでとうとか、かわいい赤ちゃんねとか、気に入ってもらえてうれしいとか、幸せになってとか、『友だち』として言うべき言葉はたくさんあったけれど、ユリーカは返事をするのがやっとだった。

「ほら、紅羽。ママの大切な『お友だち』にごあいさつは？」澪愛が赤ん坊の顔をユリーカに見せるように抱きなおすと、紅羽という名の澪愛の娘は、彼女によく似た瞳でユリーカに目をやり、にこにこと笑った。

　澪愛が悪いわけではない。澪愛の言う通り、ユリーカは色鮮やかな世界を、つかの間、楽しんだ。しかし、その結果がこれだとしたら、ユリーカの幸せは、いったいどこにあるのだろう。

　大昔、彼のすべてを『箱』にしまって鍵をかけたはずなのに、今さらになって、記憶の彼方から戻ってきて、ユリーカをたしなめる。

　だから、大切なものは『箱』にしまっておかなきゃならない。そうでなければどんどん汚れてしまうし、なくしてしまう。

　彼が踵を鳴らす音が、ユリーカの耳に蘇よみがえってくる。

　ユリーカが『箱』にしまわないから、澪愛の『スキ』は失われてしまった。ユリーカ自身も『箱』から出て、好き放題、汚れてしまったから、『スキ』をもらえなくなったのだ。

　この世界で最愛の、澪愛の『スキ』は、この世で最も『汚れのない』澪愛の赤ん坊、紅羽に奪われてしまった。

　そんな紅羽の小さく柔らかな手が、ユリーカに伸ばされる。ユリーカはまるで小さな赤ん坊に感激して泣き出しそうなふりをして、涙をにじませ、その手に手を重ねた。




　ユリーカはひとり、嵐が丘学園に戻った。ユリーカの居場所はここだけだ。

　かつては彼の部屋だった執務室。絨じゅう毯たん敷きの床を踏みしめ、ユリーカは薄く笑った。

「私は『スキ』をあきらめる。私は空っぽで、『透明』で、誰かの『箱』に入れられるべき大切なものではなかったの。だから私は『箱』になる。虚むなしい空っぽを何かで満たすことだけを願う、ただの『箱』に……」

『箱』には汚れを気にする必要がない。誰かに選ばれることを願わなくても良いし、大切にされない恐怖を味わわなくてもいい。ただ、中に詰めて、満たせればいいのだ。

　ユリーカの世界は『透明』なまま、時は過ぎ、やがて、世界に流星群が降り注いだ。

　激しい雨と雷の中、『断絶の壁』がそびえ立ったその夜も、ユリーカはひとりだった。

　執務室の窓から、初めて『断絶の壁』を見つめたユリーカの瞳には、誰かに愛された記憶も自信も光ってはいなかった。ただひたすらに、抜け殻のように美しくしなやかなその身体だけが『箱』として、ぽつんと立っていた。

　風の音が強くなり、雨粒が窓ガラスを叩たたく。『断絶の壁』は、ユリーカをめがけて倒れ掛かってきそうなほど、不穏で恐ろしかった。

「澪愛、私を満たして……私の隙間を埋めて……。お願い、澪愛。私を助けて……」ユリーカは後ずさって窓を離れ、執務室を飛び出し雨の中を走った。

　誰もいない学園の敷地内、裏庭に広がる木々は森のように鬱うっ蒼そうとして見える。

『壁』によってユリーカの中にわき起こった孤独に対する恐怖は、彼女を混乱に陥れ、眠っていた澪愛への気持ちを爆発させた。

「澪愛、助けて……！」目に入るそこかしこが、澪愛との思い出に溢あふれている。そんな、寂しいものを自分という『箱』には詰められない。そんなものでは、何も埋まらない。

　ユリーカが走り抜けた先には、花壇があった。

　涙で顔をそのままに、ユリーカは肩で息をしながら、しばらくのあいだ、ほったらかしにしていた花壇にそろり、そろりと近づいた。

　そこには、澪愛がかがみこんでいた。ユリーカは、澪愛を見た瞬間、もしかしたら運命かもしれないと思った。ユリーカとは違う『スキ』であっても、澪愛も確かにユリーカを愛して、ユリーカに会いに来てくれたのかもしれないと、希望を抱いだきかけた。

「このペンダントを持って行きなさい」

　ユリーカは、自分の耳に何より甘く響くその声を聞きながら、激しい雨の中の花壇に目を凝らした。

「それは『スキ』のお守り。きっと、あなたを助けてくれる」

　ユリーカは目を見開いた。しゃがみこんだ澪愛と向かい合っている、小さな熊。その首には、ユリーカが澪愛にプレゼントした星のペンダントがかかっていた。子熊の後ろにはドアが開いており、その向こうは真っ白な、雪景色に見える。

　子熊は黒く濡れた目で澪愛を見上げると、ドアの向こうに消えた。すると、ドアはすっかり消えてしまった。

　ユリーカには、希望を抱く間すらなかったのだ。

「ギャルルル……。澪愛、なぜ、あのペンダントをあげてしまったの……？　あの娘が好きなの？」ユリーカはひどく濡れた姿で澪愛の前に現れた。

「違うわ、あの娘は紅羽の……」澪愛はユリーカの姿に驚きはしたものの、慌てて言い訳するふうでもなく、おっとりと立ち上がった。

　雨の粒すら、ビーズのように澪愛の髪を飾っていた。

「……私たちの『友だち』の証を……私の『スキ』を捨てたわねっ！　ギャルルルル……」

　澪愛の『スキ』をもらえなくても、澪愛に『スキ』を捧げていたのに。

　ユリーカは雨の学園中に轟とどろくほどの咆ほう哮こうを上げ、澪愛に飛びかかった。

　ユリーカは、ゴリゴリと歯を鳴らし、自分の中に残された理性が彼女の肉を味わうのを感じた。

　ユリーカは澪愛を食べて、ユリーカという名の『箱』に入れた。そうすれば、彼女は満たされるはずだった。







　ユリーカは澪愛を食べてからも、ずっと飢えたままだった。心と身体のどこも、満たされることはなかった。

「……だから私、思わず百合城さんを問い詰めたんです」

　あれから、何年も経たった。執務室の様子もユリーカの手でだいぶ変わった。

　少し年を重ねたユリーカの向かいには、あのときの赤ん坊、紅羽が制服を着て腰かけている。テーブルにはティーポットと、湯気を上げているカップがふたつ、並んでいる。

「それで、彼女はなんと答えたの？」ユリーカは熱心に紅羽の話を聞いている素振りで彼女と目を合わせながら、ジャケットのポケットに忍ばせた三枚の写真のことを思った。

「それが……お母さんが熊に殺された夜、あのペンダントは消えたのに……」

　なぜ、そのペンダントを持っているのかと紅羽に詰め寄られた銀子は、大きく顔色を変えることなく「今は言えない」と答えたきりだった。

「次の朝、ふたりとも姿を消していました」紅羽は少し、落ち込んでいるようだった。

「そう……。これを見てちょうだい」ユリーカは自分の想定した通りの動きで、写真を取出し、テーブルの上に並べた。

「これは……」紅羽はそれを見て目を丸くした。

　百合城銀子と百ゆ合りヶが咲さきるるの写真。一枚目は、学園の近くの魚屋の軒先で、大きな鮭に目を奪われているもの。二枚目は、ふたりとも熊に変身して、鮭に飛びついている写真。三枚目は、人間の姿に戻り、ふたりで鮭の尻しっ尾ぽを残し、満足げに身づくろいをしているもの。

「あのふたりが人に化けた熊だったという動かぬ証拠よ」

　紅羽は澪愛によく似ている。真っ直ぐな長い髪も、伏せた睫毛まつげの長さも、漂うしとやかな雰囲気も。

「そして、澪愛のペンダントを持っていた百合城銀子こそが……」

「お母さんを、殺した熊……？」紅羽は困り果て、悲しみ、縋すがるような目でユリーカを見た。

「ええ、間違いないわ」

「そんな……」

「あの熊は、幼いあなたに『友だち』だと言って近づいて、あなたの一番大切な人を……澪愛を殺したのよ。やつらに愛や友情を期待してはだめ。『排除』するのよ」

「『排除』……」

　紅羽は、ユリーカの言うことをちゃんと信じているようだった。

　ユリーカは心の中でほくそ笑んだ。胸が痛んだりはしない。ユリーカは、紅羽に奪われた澪愛の『スキ』を取り返そうとしているのだ。当たり前のように『スキ』を得て成長した紅羽の身体で、虚しい日々を埋めるのだ。

　椿輝紅羽は、ユリーカの、『箱』の、花嫁になる。







　銀子とるるは、紅羽の家を出て、学園の敷地内にある東屋にいた。ふたりともどことなく思い詰め、悲しげに顔を伏せている。

「ねえ、銀子。もう『壁』の向こうに帰ろうか」るるは昨日、紅羽の家の台所で何者かに受け取った手紙の内容を思っていた。銀子の犯した罪について、あの手紙は告発していた。「どんなに銀子の『スキ』が本物でも、熊だってバレたら……ガウウ～、クレちん、許してくれないよ」

　今、ふたりで『断絶の壁』の向こう、熊の世界に帰ってしまえば、銀子はこれ以上傷つかなくて済むだろう。

　るるはもう、銀子が怪我をしたり、口に出せない事情のせいで紅羽に嫌われたりする姿を見たくないと思った。

「『約束のキス』は絵本だけのお話。クマリア様は、『壁』の神様だもん。熊と人を分けるのが仕事なんだよ。『友だち』にしてくれるわけないよ……」

　銀子はちらりと顔を上げ、るるの目を見た。

「私はるるに『キス』を捨てさせた。もう後には戻らない。ガウガウ」銀子ははっきりとそう言った。

「……大きな罪を犯しても？」

　るるの答えに、銀子はハッとした。

「ガウウ～、るる、銀子が何をしたか知ってるよ。だから帰ろう。クレちんがあのこと知ったら、もう『スキ』はもらえないよ。だからって真実を伝えずに『約束のキス』はできない……」

　銀子は黙って、目を伏せた。

「帰ろう」るるは強く言った。「銀子が『スキ』をあきらめても、るるは銀子が『大スキ』だよ。……永遠に『キス』できなくてもいいんだ。銀子がそばにいてくれれば……」

　ふたりとも不意に黙り込み、日差しの熱と小鳥の鳴き声だけが感じられる。

「るる、私は……」言葉が続かなかった。銀子だけが願っている紅羽との勝手な希望を、今ここでるるに押し付けることはできない。銀子はもうじゅうぶんにるるを巻き込み、存分に迷惑をかけてしまっている。

　るるが正しくて、銀子とるるは『断絶の壁』の向こうに帰るべきなのかもしれない。でも、一方で、やっとここまで近づけたのだ。銀子は紅羽をあきらめきれない。帰りたくない。




　百合城銀子と百合ヶ咲るるがいなくなった紅羽の家は、耳が痛くなるほど静かだった。ほんのわずかな間だったのに、銀子の存在感とるるのおしゃべりに、紅羽は馴な染じみつつあった。それと同じで、きっとふたりの不在にも、またすぐに慣れるはずだ。

「……もしもし？」

　自室でオルゴールの音色を聴いていた紅羽は、ベッドに寝そべったまま、傍らに置いていた携帯電話を耳にあてた。

「あなたの『スキ』は本物？」

「本物よ」紅羽は身体を起こし、少しだけ乱れた髪を左手でさっさと整えた。

「これは『断絶の壁』からの挑戦です。椿輝紅羽、あなたの『スキ』が本物ならば、屋上へ行くがいい。熊があなたを待っている」

「わかったわ」紅羽は淡々と答えると、地下の射撃場へ行った。

　屋上へ向かう前に、的に向かって銃を構え、ほんの少しのあいだ、忘れかけていた闘志を思い出す。

『大スキ』な『友だち』になりかけていた。それなのに、彼女が母を殺しただなんて。

　集中して狙ねらいを定め、撃鉄を起こし、発射する。

「私は熊を許さない。私は熊を、破壊する！」

　心から、信じてしまってからでは、手遅れになるところだった。




「待って、待って、銀子！　クレちんを好きなままでいいから、ガウウ～、るるを捨てて行かないで！　銀子、銀子！」

　るるは、手を振り払われるのが怖くて、銀子に縋りつくことができなかった。代わりに何度も大きな声で、すぐ後ろから行かないでほしいと頼んだ。しかし、銀子の背中の表情は少しも動かず、るるを振り返りやしなかった。

　銀子は心の中ではるるに謝りながらも、彼女の顔を真っ直ぐに見ることはせず、自分の決めた通り、屋上へ行くため、るるの声を振り切って芝を踏みしめた。

「その身を人に委ゆだねれば、あなたの『スキ』は『承認』される」

　紅羽に何をされても、銀子は自分の紅羽への思いを、『承認』されたいのだった。

「銀子ぉ～～～～～～っ！」

　銀子はるるが、なんだかんだ言って、ずっと自分の後ろについて屋上まで来てくれると、心のどこかで思っていたのかもしれない。るるも、銀子が自分の声に立ち止まり、振り向き、戻ってきてくれるのではないかと、少しだけ希望を持っていた。でも、銀子は屋上に向かって歩き続け、るるは銀子のあとを追わなかった。

　銀子は振り返らず、るるは遠ざかっていく銀子の背中を見つめきれず、うなだれた。

「銀子……」

　ひとり、しっかりと歩いて行く銀子を双眼鏡を覗いて確かめていたライフ・クールは、「フン、なんてクール」とつぶやいた。「ですが、本当にこれで良かったのでしょうか？」

　クールはすぐ後ろでそれぞれマイペースに構えているライフ・セクシーとライフ・ビューティーを見た。冷たい風が、クールの直線的なおかっぱを揺らす。

『断絶の壁』の上に並んで、三人はすべてを見渡していた。

「いいんじゃないのぉ、これで誰の『スキ』が本物かわかるわけだしィ、キラキラァ……」ビューティーは壁の上に器用に寝そべり、胸に飾った桃色の薔ば薇らの花を、もこもこの熊の手で弄んだ。

「しかし、これではあまりにも乱暴なのでは……」

「はい、静粛に」セクシーは両手を二度、打ち鳴らした。「我々、ジャッジメンズは人と熊の狭はざ間まにあるもの。すべてはクマリア様の思おぼし召しのままに……それがセクシー。シャバダドゥ……」

　セクシーが長い前髪を掻かき上げると、遠くに雷が光り、大きな音がジャッジメンズのもとまで響いてきた。

「一雨くるかな」セクシーは目を細め、つぶやいた。




　ユリーカは学園の屋上で、灰色に曇り始めた空を見上げた。

　紅羽と銀子が『断絶のコート』からの挑戦を受けた同じ時刻、ユリーカも執務室で人知れず電話を取った。自分の『スキ』が本物であることを証明するため、ユリーカはここで、紅羽を待っていた。

「さあおいで、椿輝紅羽……」

　澪愛を食べてしまったあと、ユリーカは自らを裁判にかけた。

　ユリーカを前に、ジャッジメンズはちらりとそれぞれの視線を合わせた。

　ライフ・セクシーが木き槌づちを打ち鳴らす。

「それでは被告グマ、箱はこ仲なかユリーカに問います。あなたは『箱』をあきらめますか？　それとも、『スキ』をあきらめますか？」

「私は『箱』をあきらめない。『スキ』をあきらめます」ユリーカは迷わずに答えた。

　ジャッジメンズはそれぞれ驚き、「へえ」とか「ううむ」と口にした。

「私を人にしてください。私はそうして、椿輝紅羽の成長を見届けたいのです。澪愛の『スキ』は、あの娘の中にある。私は彼女で、私という『箱』を満たしたい」

「後悔しませんか？」ライフ・セクシーは静かに尋ねた。「そうすればあなたは永遠に『箱』であることから逃れられなくなりますよ」

「澪愛は……澪愛は私の『スキ』を、いとも簡単にほかの子熊にくれてやった。許せない」

　澪愛を許せないということは、もう、澪愛を信じないということだ。彼女のように、大切なものを『箱』から取り出し、触れることに意味があるなんて、ユリーカにはもう関係のないことなのだ。『箱』にしまわなければ、『大スキ』なものはすべて、どこかへ行ってしまう。重要なのは『箱』なのだ。今は空っぽでも、椿輝紅羽の持つ澪愛の『スキ』で埋められれば、ユリーカは永遠に満たされた『箱』になれる。

「わかりました。判決を言い渡します。……ユリ、承認！」

　大きな声がコートに反響し、いつまでも、空っぽのユリーカの体中に響いた。




「ユリーカ先生……？」息を切らして屋上へ駆けつけた紅羽は、最初にユリーカの姿を見つけて驚いた。

「待っていたのよ、紅羽ちゃん」ユリーカはゆっくりと紅羽を振り返り、おっとりと微笑んで見せた。

「どうしてここに」

「あそこにいるわよ」ユリーカは紅羽の質問には答えず、屋上のもっと奥で風に吹かれている銀子を指差した。

「……百合城銀子……」紅羽はごくりと喉のどを鳴らして唾つばをのみ込んだ。背負ってきた猟銃が、ずっしりと重たく感じ始める。

「あの娘が澪愛を殺した熊。私たちの仇よ」ユリーカは紅羽の横顔を見つめ、淡々と、言い聞かせるように言った。

　紅羽は重たく冷たい猟銃を手に持った。

「百合城銀子はあなたを裏切った。『友だち』だと言ってあなたを騙だました。そして、あなたから一番大切な人を奪ったのよ！」ユリーカは胸の奥に渦巻く黒い感情のままに叫んだ。強い風に乱れた髪もそのままに、銀子に視線を移す。

　紅羽は眉み間けんにしわを寄せ、猟銃を構えた。

「紅羽……」銀子は悲しげに、自分を睨にらんでいる紅羽を見返した。

「あなたは、私のお母さんを……」紅羽は銀子に銃口をはっきりと向け、静かに息をした。

「食べてない、ガウガウ」銀子はどうすれば信じてもらえるのか、考えていた。でも、今はただ、こうして訴えることしかできない。

「だったらなぜ、そのペンダントを持ってるの？」紅羽は銃をおろしはしなかった。しかし、銀子のいつになく潤んで大きな瞳を見ると、集中できない。

「きみのお母さんがくれた。『スキ』のお守りだって」

「『スキ』の、お守り？」

「私は熊。それでも、私たちは『友だち』だった、ガウガウ。だけど、ある日、紅羽は私のことを忘れてしまった」

　強い風と共に、灰色の雲が流れてきて、遠かった雷が近づいてくる。屋上はいっぺんに、暗くなる。

「……熊は人の敵。そう思うようになってしまった」

「当たり前よ。人を……お母さんを殺した熊なんて、みんな敵よ！」確かに紅羽は銀子のことを忘れていた。でも、せっかく過去に『友だち』であったことを思い出せても、相手が裏切り者では意味がないのだ。

「違う……。紅羽はいらない熊だった私を『見つけて』くれた。私を承認し、『スキ』を与えてくれた、ガウガウ」

「でたらめよっ！」紅羽は銀子の声や言葉を振り切るように、銃を持ち直し、構えなおす。油断をしてはならない。自分にそう言い聞かせる。

「私は、あのときもらった『スキ』を忘れない。あのとき感じた『スキ』を、あきらめない」

　銀子と紅羽の頬を、雨が降る前の生ぬるい風が撫でていく。

「だから、『壁』を越えてきた。もう一度、紅羽と本当の『友だち』になるために」

「本当の…………『友だち』…………？」

　熊を許さないという、紅羽の決意が揺らぐ。目の前の銀子は、本当に母の仇なのか。破壊すべき相手なのか。

「だめよ、紅羽ちゃん」ユリーカは焦らず、口を開いた。「そいつは大嘘つきの殺人グマ。あなたのクラスの生徒を殺したのだって……」

「紅羽を」銀子は遮るように言い、大きく一歩、紅羽に近づいた。「紅羽を『透明な嵐』から守るためだ。紅羽を『排除』するものは許さない。……私は熊、それしかできない」

「そんな……」

「だから言ったでしょう。熊には愛も友情もない。汚れた獣。それが熊の本性よ！　さあ、早く撃って、殺してしまいなさい！」

「でも……」

　銀子の罪と友情と愛情、それから自分の常識と愛情と友情。銀子と出会って得たものと、失ったもの、紅羽はすべてをうまく天てん秤びんにかけることができず、戸惑った。

「いいんだ、紅羽。やっとわかった。クマリア様の言った『約束のキス』は、紅羽のその銃のことだったんだ、ガウガウ」自分に真っ直ぐに向けられた銃口を見て、銀子は言った。「罪グマとしてそれを受ける。それが、私の『スキ』が本物である証。紅羽の本当の『友だち』になるための、唯一の方法なんだ」

「ほら、何を迷うの！　今こそ罪グマに罰を！」ユリーカはダメ押しのつもりで、紅羽をけしかけた。

「『約束のキス』を、私に！」銀子は覚悟を決めた。

「……約束の……キス？　私があなたに？」

「私がきみに。それですべてが目覚め、すべてが変わる」

　銀子は、紅羽が自分を撃ち殺すことで新しい重荷を背負わないように願った。熊としての方法でしか紅羽を救ってこられなかった銀子は、紅羽に殺されるという『キス』で、すべてを終わらせるのだ。

　銀子と紅羽とユリーカの頭上、すっかり黒く広がった雲から、静かに雨が降り始めた。雨はあっという間に校舎全体を包む。

　静かな雨音と水のにおいが、冷静になりつつあった紅羽の気持ちを、さらに静かに覚ましていく。

「何をしているの？」

　銃口をおろし、身構えていた姿勢を崩くずした紅羽に、ユリーカは尋ねた。

「撃てない」紅羽はユリーカの質問に答えるでも、かといって銀子に言うでもなくつぶやいた。

「ばかなことを！」

「あの娘を殺してもお母さんは帰ってこない。何も変わらない」

「許してはだめ。この人食いグマに裁きの銃弾を！」ユリーカはあきらめずに言い、焦じれて地面をヒールでぐいぐいと踏みしめた。

「でも、銀子は私を『透明な嵐』から助けてくれた。火の中に飛び込んで、命がけで純花の手紙を守ってくれた」

「罪グマが汚れのないふりをしているだけよ！」

「だけど……」銃をおろした紅羽が見つめる銀子の短い艶やかな髪や強い目。しっかりと結ばれた唇には嘘うそがない。

「クレちん……！」

　その震えた声に、屋上にいた皆が驚き、振り向いた。

「るるちゃん……」

　すっかり雨に濡れたるるは、とぼとぼと屋上へ出てきたが、いつものようにすぐに銀子に駆け寄ったり、話しかけたりしなかった。

「クレちん、私、知ってるよ。銀子が純花ちゃんに、何をしたか」

「純花に……？　なんのこと？」

　ユリーカはひっそりと笑った。

「銀子は大きな罪を犯した。銀子は、純花ちゃんを……」

　るるは、まるで呪のろいの言葉のようにその事実を口にした。紅羽はそれを聞いてからの自分が何をどう考えてそうしたのか、思い出せないくらいだった。

　紅羽はすぐに銀子に向き直り、銃を構えると迷わず、銀子を撃った。弾は急所をそれたけれど、間違いなく銀子に当たった。

　銀子は銃弾の衝撃と痛みに「ガウ─────ッ！」と叫び、屋上から落ちて行った。

　紅羽もるるも、全身が凍りついたように身動きが取れず、息をすることさえ、わすれてしまいそうだった。







　私たちは、最初から、あなたたちが大嫌いで、最初から、あなたたちが大好きだった。だから、本当の『友だち』になりたかった。あの壁を越えて。














　　　９







　屋上から落下していった銀子の姿を思い出し、ユリーカはほくそ笑んだ。

　執務室の窓から眺める空は、昨日の雨が上がってもまだ薄暗い。

「これで邪魔者は片付けたわ。百合城銀子……あの嵐の夜、澪愛が星のペンダントを与えた娘。それなのに、『スキ』をもらえず、奈落に落ちた」ユリーカは後れ毛を撫でつけた。「でも、いけないのは自分よ。百合ヶ咲るるの『スキ』に気付いていながら見て見ぬふり。挙句、彼女を捨てようとした……その罪の報いだわ」

　るるに同情したわけではないが、愛するものに袖にされる気持ちは、痛いほどよくわかる。銀子は報いを受けただけだ。自業自得なのだ。

　ユリーカは机の引き出しの一番上をそうっと開いた。その中には『箱』があり、蓋を開けると澪愛の描いた絵本の続きがしまってある。それを手に取って、表面を撫でる。美しい絵と物語は、ユリーカにとっては、あまりに遠い、かなわなかった夢だ。

「ねえ、澪愛。もうすぐ、あなたの娘、椿輝紅羽は私の、『箱』の花嫁になる。今日、私は椿輝紅羽を食べるわ！　ギャルルルル……」







　学内に再び熊が現れた事実は、すぐに生徒たちの間に噂となって広まった。

「ヤバくない？　昨日また学園に熊が出たんだって」

「でも、すぐに駆除されたって聞いたけど？」

「またあの娘が撃ったんでしょ。ほら、例の『透明な嵐』の……」

　三人の生徒たちがかしましく話し合う声を耳にうるさく感じながら、百ゆ合り園ぞの蜜みつ子こはゆったりとした足取りで、歌うようにその横を歩きすぎた。

「だけど、ここだけの話、まだ生きてるらしいのよ、その熊……」

　蜜子は舞うような足取りを誰にも邪魔されることなく、花壇へ近づいた。そこには待ち構えるように『扉』が立ち現れていた。

　蜜子が開く、そのドアの向こうは熊の世界。一面の雪景色だ。

　かつての人と熊の戦いの痕こん跡せきである戦車の残ざん骸がいが雪に埋もれている。蜜子はその中に踏み入り、振り返って『断絶の壁』を見上げた。

　強い風に煽あおられ、雪の粒が蜜子の肌や長い髪を打つけれど、彼女はびくともせず、制服姿のまま、そこにいる。

「『友だちの扉』へようこそ。おばかさん」蜜子が雪原に向き直ると、その中に大きな天てん蓋がいつきのベッドが現れていた。光沢のある白いリネンを素肌に纏うように眠っているのは、銀子だった。

　銀子は胸騒ぎで目を覚ました。大きなベッドの中には、ほかに誰もいない。すぐそこで降りしきる雪に驚いて身体を起こし、銀子は自分の胸元にいつもぶら下がっていた星のペンダントがなくなっていることに気が付いた。

　屋上から落ちたときに、どこかへやってしまったのだろうか。あれは大切なお守りなのに。

　そもそも、自分は生きているのだろうか。銀子は人の姿のままの自分の身体をあちこち、その目と手で確かめた。

「生きてるわよ。今のところはね」蜜子はおっとりと答え、ベッドの天蓋から下がったカーテンの後ろから姿を現した。「驚いた？」

　銀子は呆然と蜜子を見た。蜜子はそれを見て、いかにも愉快そうにくすくすと笑った。

「きみは死んだはずだ、ガウガウ」銀子はくたびれ、掠れた声で言った。

「そうね、死んだわ。今の私はあなたにしか見えていない」蜜子はベッドの端に腰かけ、改めて銀子の顔を見た。「私は、あなたのここに潜む、欲望という名の幽霊……」ここ、と言いながら伸びてきた蜜子のひんやりと冷たい指は、銀子のむき出しの胸をとんとついた。

　銀子はわずかに身を縮めた。

「そういうことにしておきましょう」

　蜜子は薄く笑うと、ベッドの上に乗り、這って銀子の眼前に迫った。同時にベッドの横に、嵐が丘学園の花壇につながる扉が立ち現れる。

「『友だちの扉』よ。月と森、ふたつの世界を分かつ『空』の真ん中。本物の『スキ』が試される場所……」

　銀子は目の前にある蜜子の顔、その皮膚や表情が本当に生きているものと変わらない調子で動き、光り、声を発するのを凝視した。

「ねえ、教えて。あなたはどうやって、泉いずみ乃の純花を殺したの？」今にも鼻先がふれそうなほど銀子に近寄ると、蜜子は尋ねた。







「花壇は、明日の朝、早く来て改めて直しましょう」

　蜜子は生きていたころ、椿輝紅羽と泉乃純花にクラス委員長の百合園蜜子として声をかけたときのことを、とてもよく覚えていた。

「もちろん、私も手伝うわ」

「ありがとう、百合園さん」純花はすぐに蜜子に笑顔を向けたけれど、紅羽は違っていた。少し強こわ張ばったような表情で曖あい昧まいな返事をして、蜜子を警戒している素振りだった。そして、三人で下校しようとしたとき、上空から煉れん瓦がが落ちてきた。

「だれっ!?」蜜子はめいっぱい驚いたふりであたりの人影を確認したが、実際に感じていたのは、単純な恐怖ではなかった。

　嵐が丘学園内に、自分以外にも椿輝紅羽を狙う誰かがいる。蜜子と百ゆ合り川かわこのみのほかにも、人に化けて紛れ込んでいる熊がいる。それならば、急がないと蜜子の目の届かないところで先を越されてしまうかもしれない。だから、蜜子は打てる手は早く打っておこうと決めた。

　帰宅中の道で、蜜子と紅羽と純花は「また明日」と別れた。紅羽の背中をしばらく見送ると、蜜子は純花のあとを追い、声をかけた。

「泉乃さん」

　純花はきょとんとして振り返った。まるでたんぽぽの綿毛か、か弱いチワワのような少女だ。

「実は、明日のことなんだけど、私たちでサプライズしない？」蜜子はにっこりと笑った。

「サプライズ？」純花は柔らかくウェーブした髪を揺らし、首を傾げた。

「咲きごろの百合の苗をわけてくれるところに心当たりがあるの。今日中に手に入れられると思うわ」

　そこまで話すと、純花はすぐに蜜子の言わんとするところを察し、微笑んだ。

「本当！」うれしそうな高い声。

「ええ、だから明日の朝、椿輝さんより先に学校に行って、花壇を新しい百合の花でいっぱいにしておきましょうよ！」蜜子は自分の美しさと話しぶりが相手を威圧し、ときに黙らせる力すら持つと知っていた。

「……でも、それじゃあ」

　純花は少しだけ戸惑った様子で目を伏せた。きっと、一緒に植え替えるとか、一から育てるとか、心を込めるとか込めないとか、くだらないことを気にしているのだろう。

　蜜子は内心、焦れた。

「まるで魔法のようじゃない？」蜜子はひときわ大きな声で言った。「椿輝さん、きっと喜ぶと思うわ」

　純花は案の定、黙った。戸惑いは見せるものの、紅羽が喜ぶかどうかを思案しているようだった。

「椿輝紅羽のため……そう言えば、あの娘はなんでもしたわ」

　銀子は蜜子の話を聞きながら、だんだんと眩暈めまいを覚え、へばりつくように、真っ白なベッドシーツに突っ伏していた。自分の呼吸の音が、だんだん大きく聞こえてくる。

「ほら。正直に言ってしまいなさいよ」蜜子は銀子を見下ろし、満足げに微笑んだ。

　銀子は無言で、蜜子を睨み返した。

　蜜子は少しだけ身体を起こすと、両手で薄い掛け布団にかかった艶やかなリネンを引っ張り、じわりと汗を掻いた銀子の素足のあいだに、自らの冷たい足を滑り込ませた。

　蜜子を避けて寝返りを打った銀子の肩に、蜜子はすかさず覆いかぶさり、滑なめらかな肌に口をつけ、歯を立てた。

　顔を歪めた銀子を、蜜子は嘲あざけるように静かに笑った。

「あなたは、泉乃純花が私に狙われていることを知った」

　蜜子は純花にサプライズを提案し、彼女にそれを承諾させたあと、再び帰路についた純花を見送りながら、自分より離れたところにある人影を感じ取っていた。

「気づいてたのよ。あなたがひとりでこっそり、泉乃さんのあとをつけていたってこと……」

　純花は移動販売の花屋に並んだ白い百合の花に目を奪われ、店先で立ち止まった。

「その花、スキなの？」銀子は少し距離を取って純花をつけていたが、彼女がひとりになったのを見計らって声をかけた。

「あなた、転校生の……」純花は制服のキャスケットを目深にかぶり、通学バッグも持たずに歩いてきた銀子を不思議に思った。

　銀子は百合の花に近づくと、くんくんとその甘く強いにおいを嗅いだ。

　純花はまるで動物のようなその姿に、思わずくすりと笑った。

「良い香りだよね。あなたも百合の花が好きなの？　私も、この花に大切な思い出があるんだ」

　笑みを浮かべ、うっとりと百合の花を見つめる純花を、銀子はじっと見つめた。

「『大スキ』な『友だち』との、大切な思い出」

　それが、紅羽とのことであるのは明白だった。

「私は『スキ』をあきらめない」純花は自らに言い聞かせるようにつぶやいた。「私がもらった『スキ』は、誰にも奪ったりできないから……」

　銀子は純花のあまりに強く純粋な表情や物言いにどきりとした。なんて、自信に満ち溢れ、幸福そうなのだろうか。

　純花は銀子の視線に気づくと、「ご、ごめんなさい」と小さく謝った。

「私、会ったばかりなのに変なこと話しちゃって……」

　ふわふわと柔らかそうな髪型も、小さな身体も、甘ったるい声も優しげな仕草も、銀子とはまるで違う。

「あなたは、泉乃純花に嫉しっ妬としたのね。あれほど求めた紅羽の『スキ』は、既すでにほかの娘に与えられていたんだもの……」蜜子の長く真っ直ぐな髪が、悲しげな銀子の青白い頬に流れ、触れる。

　銀子は堪こらえるように目を閉じて、じっと動かなかった。

「あなたは相棒にすら本心を伝えず、再び泉乃純花に近づいた。それって、私のことを警告するため？」

　銀子は確かに、そうするつもりだった。

　翌朝、ずいぶん早く目を覚ました銀子は、すぐ隣で、銀子にくっつくようにして眠っていたるるに声をかけず、登校中の生徒たちに紛れて純花を探した。

　彼女は生徒たちの狭間で、ひとりおろおろと探し物をしていた。

「どうしよう……またなくしちゃうなんて……」

「これ……」銀子はすぐに純花の探し物を見つけ、差し出した。

「あ……」純花がすぐに、顔中を笑顔にして、それを受け取った。「ありがとう、見つけてくれて！　よかった、このピンとっても大事なの。誰かに見つけてもらったの、二度目なんだ」

　銀子はじっと、純花の話を聞いていた。すぐに蜜子のことを話すつもりだったけれど、何と切り出したらいいのか、わからなかった。

「入学式の日にもなくしちゃって……そのとき、見つけてくれたのが、昨日話した『友だち』なの！」

「見つけて、くれた……」銀子はぼそりと言った。

「うん。このピンが、私に『友だち』を、『スキ』を、運んでくれたの。だから、大切なお守り。百合城さん、本当にありがとう。じゃあ、約束に遅れちゃうから急ぐね」純花はにこりと銀子に笑いかけると、軽やかに花壇へ向かって行ってしまった。

「待って……」銀子の小さな呼び止める声は、純花には聞こえなかった。「先に見つけてもらったのは、私なのに」

「そう。あのとき、引き止めていれば、泉乃純花は死なずに済んだ。椿輝紅羽は大切な『友だち』を失わずに済んだ」蜜子は身体を起こし、ベッドの上、銀子の足元に両脚をまげてぺたんと座りなおすと大きな声で言った。

「私は……純花が邪魔だったんだ……」銀子は苦労して、『断絶の壁』を越えてきた。それなのに、純花は自分を差し置いて、紅羽の『スキ』をもらい、幸せそうに笑っていた。

　銀子はきつく閉じた目を開けることができなかった。

「邪魔者は『排除』する。それでいいのよ、私たちは欲しいものに正直であるべきだわ」蜜子は銀子の心そのものを揺さぶろうとするように、ベッドのスプリングを揺らした。

「そうか……私は……純花が死ぬことを望んでたんだ……」

　その日、純花は花壇のすぐそばで、蜜子に食べられた。

『いい朝ね。私、お腹なかがペコペコなのよ』

　蜜子が純花にそう言って、人から熊に姿を変えたのを見て、純花は真っ青になって震え、声を上げることすらできなかった。

「あなたは泉乃純花が私に襲われるのを木の陰に隠れて見ていた。それなのに、見殺しにした……助けられたのに助けなかった。あの娘を食べたのは私よ。でも、あの娘を殺したのは……」

「私だ……」

　掠れた銀子の声を聞いて、蜜子は満足そうに微笑んだ。それから、掛け布団をはぎ取り、身を縮め、硬くしている銀子の腕に触れた。

「そう。あの瞬間、あなたは欲望の虜とりこになった。嫉妬に駆られ、大きな罪を犯したのよ」蜜子の冷たい指が、銀子の二の腕をなぞり、腰から太ももに移っていく。

「私は罪グマだ、ガウガウ」銀子は両手で顔を覆った。ベッドを包むように降り続いている雪が、ざっとその強さを増した。

「でも、生きるために罪を犯さない生き物がいるかしら？」蜜子は銀子の横に寝そべり、顔を覆う手を少しずつはがしにかかった。「椿輝紅羽はあなたという『友だち』を忘れ、泉乃純花に『スキ』を与えた」

　両手の下、銀子は涙を流してはいなかった。しかし、瞳は輝きを失って伏せられ、ずっと、歯を強く、食いしばっていた。

「ねえ、いいこと？　この世界で本当に信じられるのは『友だち』なんかじゃない」蜜子は親しげに、銀子の鼻に鼻をすり寄せた。制服の短いスカートから突き出た蜜子の脚が、銀子の真っ白な太ももから、膝の裏に絡められる。「それは『私』という欲望だけ。『スキ』は凶暴な感情、『スキ』は相手を支配すること。ひとつになりたいと望み、相手を飲み込んでしまうこと……」

　蜜子は銀子を強く抱きしめた。両手を背中に這わせ、目を閉じ、首筋に頬を寄せる。

「ひとつ、いいことを教えてあげる。あの学園には私たちのほかにもう一匹、熊がいるわ。とても悪賢い熊よ。私を紅羽に殺させ、百合ヶ咲るるにあなたを裏切らせた。……悔しいけど、私たちはみんな、あの雌めすに踊らされていたってことね」

　銀子は、冷たいはずの蜜子の身体に自分の肉体が馴染み、温かくなっていくのを感じた。目には猛吹雪が映っているのに、生ぬるい誘惑に負けて、目を閉じてしまう。

「あいつが今、椿輝紅羽を狙っているわ。急がないとあなたは今度こそ、あの娘を永遠に失うことになる」

　紅羽を失いたくない。その思いが、決定打となった。

「さあ、私とひとつになって。あなたの『スキ』を証明するのよ！　ギャウギャ─────ウッ！」蜜子の姿が、ふっとベッドから消えて、黒い百合の花びらが舞い散った。

　真っ白な雪の上に落ちた真っ黒な花びらは、甘ったるい香りをまき散らしながら、あっという間に萎れ、霧散していく。

　銀子はさっと起き上がり、『友だちの扉』に目をやった。人の世界に戻るのだ。

「私はあの娘を食べるよ、ガウガウ……」







　翌朝、熊警報の響く中、大おお木き蝶ちょう子こは教室のスクリーンを引っ張り出し、綿密に準備してきたスライドをクラスメイトに見せた。

　無造作で大きなお団子に結った髪に、ピンクの蝶の飾りのついたカチューシャ。きっちりと結んだネクタイに、清潔感のある白いソックス。蝶子は自分が見聞きし、信じてきた正義に自信があった。今こそ、それを行使するときなのだ。

「これは、先日熊に襲われて亡くなった針島薫さんのロッカーから発見された写真です」

　蝶子はスライドを操作しながら話した。

　スクリーンに映し出されたのは、百合川このみの写真だった。制服姿の彼女は、大きな籠かごを背負い、栗拾いをしている。

　写真を切り替えていくと、百合川このみはたくさんのいがぐりを見つけて笑顔になり、目をらんらんと光らせる。そして、それを拾ってはかごに入れ、かごに入れては拾い、を繰り返すうち、いつの間にか熊の姿になってしまっている。

　茶色い毛むくじゃらの身体、髪につけていた葉っぱのモチーフのピンが、頭に留めたままになっている。

「ご覧のように、実は、百合川このみは人に化けた熊だったのです」蝶子の合図で、教室の電気がつけられ、スクリーンがさっさと片付けられる。

「超恐ろしいことです」蝶子は熱っぽく言いながら、拳を握り、皆の前に立った。「熊は人のふりをして『壁』を越え、この学園で『私たち』の『友だち』を次々と犠牲にしていったのです！」

　教室中が、性しょう懲こりもなくざわつく。

　紅羽は教室の後方の席に座り、その様子をぼんやりと眺めていた。

「皆さん、これでわかりましたよね」蝶子はどんと教壇を叩いた。「……そう。この教室の中に熊はいる！」

　クラスメイトは互いの様子を伺いながら、黙った。

　蝶子の発言はめちゃくちゃに思えるが、紅羽は現に、クラスメイトだった銀子やるるが熊であることを知ってしまった。もはや、クラスの誰が熊であっても、もう、さほど驚かないだろう。

「熊は『私たち』から超浮いている！　熊は『私たち』の色に染まらない！　熊は空気の読めない『悪』です！」蝶子は頬を紅潮させ、けたたましく喚わめいた。

「また、アレが始まりましたね」ライフ・クールは呆あきれた調子で言った。

『断絶の壁』の上、細い塀の上に並ぶ猫のように座ったジャッジメンズは、それぞれ双眼鏡を覗いていた。

「うん、でも今回は椿輝紅羽も同席してるよ」ライフ・ビューティーは足をぶらつかせた。

「今さら『友だち』とは……椿輝紅羽への『排除』は解けたのでしょうか？」

「さあ、どうだろう」ライフ・セクシーはときどき、脚を組み替えながら答えた。「いつだって彼女たちは『悪』という名の『排除』の対象を求めている。それが人だろうと熊だろうと関係ない……」

　セクシーは双眼鏡の向こう、学園の保健室の窓辺で、カーテンに隠れるようにして笑い合っている女子生徒ふたりを見ていた。ふたりはやがてうっとりと見つめ合う。

「一致団結して何者かを『排除』するという儀式が、彼女たちに『私たち』という見えないつながりを実感させている。そのつながりがどんなものなのかはさておきね」

　抱きしめあった女子生徒たちを見て、セクシーは口の中で「ふむ……」とつぶやいた。

「……そろそろ、決着がつきそうだ。それがセクシー、シャバダドゥ……」

　セクシーの宣言通り、保健室のふたりはくちづけを交わし、もつれあいながら、窓辺からその姿を消した。

「それでは、『排除の儀』を始めます」教室の蝶子は、自分がクラスメイトを仕切る立場として皆の前に立っていることを誇りに思いながら、そのうれしさは表情に出さないように気をつけつつ、教室を見渡した。「『私たち』の中に潜んでいる熊を指名してください。レッツ・サーチ・ベアー!!」

　無表情の生徒たちは次々に携帯電話を手に持ち、画面の中、次々と切り替わるその名前を見つめ、タップしていく。

　紅羽は携帯電話を取り出してはいたものの、画面を見つめ、タップすることを躊躇っていた。流れていく名前の中に、百合城銀子、百合ヶ咲るるの名前がちらちらと見えて、ドキリとする。

　熊を庇かばいたいわけではない。しかし、『排除の儀』に参加する必要があるのだろうか。この教室にいる以上、逃れられないことは、もういやというほどわかっているけれど、気は進まない。

「熊をかくまう人も同罪ですよ」蝶子は紅羽に向けてというわけではなく、皆に聞こえるように言った。

　同罪。紅羽は熊をかくまう気だってない。熊を憎んでいるし、実際に銀子をこの手で撃った。しかし、それと、この狭い空間からの『排除』は同じことだろうか。例えば、逆に、『排除の儀』で『悪』として百合城銀子や百合ヶ咲るるの名前が挙がったとしても、紅羽の気持ちは治まらなかったはずだ。

　それでは、紅羽は、雨の中、銃弾を受けて屋上から落ちて行った銀子を見て、気が晴れただろうか。その罪に対して、正しい重さの罰を与えたと言えるだろうか。







　真っ暗な空の下、ざあざあと降り続いた雨に打たれ、屋上に立ち尽くしていたるるの姿。栗色の巻き毛も、制服もぐっしょりと濡れて、震えていた。

「クレちん、私、知ってるよ。銀子が純花ちゃんに、何をしたか」

「純花に……？　なんのこと？」

「銀子は大きな罪を犯した。銀子は、純花ちゃんを……」

　あのとき、紅羽の頭は真っ白になってしまった。湧わいてくる感情に任せて、銃を操った。澪愛だったら、どうしただろう。紅羽は、どうすべきだったのだろう。

「銀子は純花ちゃんを見殺しにしたんだ！」

　紅羽はすぐに銀子を見た。

「本当なの？」

　紅羽は、銀子は否定するに決まっていると思っていた。いくらなんでも、ありえないことだと。しかし、違っていた。

「本当だ、ガウガウ。私は、泉乃純花を……殺した」

　母のオルゴールの音色も、紅羽の気持ちを穏やかにしてはくれない。紅羽はゆっくりとオルゴールの蓋を閉め、しんと静かになったオルゴールの正面にある、星のかたちのくぼみに触れた。

　そもそも、純花を殺したのは百合園蜜子のはずだ。それなのに、なぜ銀子は、自分が殺したなどと言ったのだろうか。

「いったい何が真実で、何が嘘なの……？」膝に顔をうずめ、目を閉じる。

　生きることに行き詰まってしまったら、紅羽はどうしたらいいのだろうか。母が生きていたら、きっと紅羽を慰め、落ち着かせて、相談に乗ってくれただろう。でも、澪愛はずっと昔に死んでしまった。

　紅羽は、まだ少女である自分を、どのくらい信用するべきなのだろう。

　携帯電話の着信音を聞いて、紅羽は目を開けた。自分のすぐ横に置いてあった電話をすぐに手に取り、耳に当てる。

「はい」

「あなたの『スキ』は本物？」

　くぐもったその声は、少しだけ、いつもと違って聞こえた気がしたけれど、そのせりふは一言一句、変わらない。

「これは『断絶の壁』からの挑戦です。椿輝紅羽……あなたの『スキ』が本物ならば、百合の花壇へ行くがいい。熊があなたを待っている」

「熊？　『あの娘』……銀子がいるの？」紅羽は電話を手に持ったまま、ベッドからおりた。

「熊にその身を委ねれば、あなたの『スキ』は承認される」

　銀子は生きているのだろうか。花壇で会うことができたら、なぜ、純花を殺したと言ったのか、何が真実なのか、今度こそ、ちゃんと話してくれるだろうか。

　紅羽はみるみる日が暮れて、夜になっていく街を、学校へと走った。

「私たちを装い、偽電話で椿輝紅羽を呼び出すとは……箱仲ユリーカは有罪。ギルティーですね」ライフ・クールは双眼鏡で、走る紅羽の姿を追いながら、大きなため息をついた。

「ん～、でも彼女ぉ、この日のために僕らと契約したんだからさぁ、覚悟の上じゃない？　キラキラァ……」ライフ・ビューティーは双眼鏡で、執務室のユリーカを見ながらのんびりと言った。ユリーカは机に置いてある写真立てを手に取り、かつての澪愛の写真をじっと見つめている。制服姿で微笑む澪愛の腕の中には、熊だったころのユリーカが抱かれている。

　一方、ライフ・セクシーは、学園の大きな門を手を繋つないでくぐるふたりの女子生徒の姿を双眼鏡で追っていた。保健室で結ばれた様子のふたりは、しっかりと手を繋ぎ、ときどき見つめ合いながら、にこにこと下校していく。

「すべてはクマリア様の思し召し……それがセクシー、シャバダドゥ……」

　とっぷりと日が暮れて、空に月がのぼると、ユリーカはその姿を熊に変え、窓から見える明るい月を眺めた。

「澪愛、あの嵐の夜のこと、覚えてる？　私はあなたを食べた。あなたを私という『箱』の中に入れるために。でも、私は満たされなかった。空っぽのままだった。だって、あなたの『スキ』はぜんぶあの娘に捧げられていたんですもの」

　ユリーカは執務室の絨毯の上を四つの足で歩き、真っ暗な廊下に出た。

「だから、私は待つことにしたの。私からあなたの『スキ』を奪ったあの娘が成長するのを。あなたの『スキ』が、あの娘の中で少しずつ花開いていくのを」

　ユリーカは両目を赤く光らせ、校舎の外へ出ると、木々のにおいのする夜気を思い切り吸い込み、改めて月を見上げた。

「私は色を失った『透明』な世界で待っていた。待って待って、待ち続けたわ。そして、ついに美しく花が開いた」夜露に湿った芝を、ユリーカの足が一歩、一歩、踏みしめていく。「私は今夜、あなたの娘を食べる。椿輝紅羽を食べるわ！　ギャルルルーッ!!」

　校舎の裏の花壇まで、もうすぐだ。




「銀子！　どこなの！」紅羽はすっかり息を切らし、掠れた声で銀子を呼んだ。

　いくら周囲を見回しても、熊の気配はない。

「銀子……」紅羽は胸をおさえて激しい呼吸を整え、閑散とした花壇に向かって立った。

　百合の花々が焼け焦げていく音とにおいを思い出す。

　今まで、紅羽が見てきた銀子の中に、本当の彼女はどのくらいいたのだろうか。

「……ギャルルルル……」

　木陰から聞こえてきた唸うなり声に、紅羽はさっと振り返った。

「銀子……？」

　薄暗がりから姿を現した熊を見て、紅羽は違和感を覚えた。

「ギャルルルル」熊はずっと臨戦態勢で、紅羽に近づいてくる。

　深く青みがかった毛並みと、きつく吊つり上がった目。胸元に、何かきらりと光るものがついている。

「……違う。この熊は、銀子じゃない！」銀子の毛の色はもっと暗く、濡れたように艶やかで、目は愛らしく真ん丸で、黒目の大きい印象だ。

　ユリーカは、紅羽が熊を見分けたことについて、何の感想も持たなかった。ただ、紅羽が澪愛にそっくりなにおいを放ちながら、澪愛にそっくりな怯おびえた顔をしてそこにいることにすっかり興奮し、舞い上がっていた。

　今こそ、椿輝紅羽の中にある、澪愛の『スキ』を手に入れるのだ。そうすれば、ユリーカと澪愛はひとつになれる。ユリーカは満たされる。

　ユリーカは咆哮し、大きく飛び上がった。椿輝紅羽に、今こそ、『箱』の花嫁のくちづけを与えるために。

　紅羽は悲鳴を上げ、両腕で頭を庇うようにしてかがみこんだ。

　その直後、大きな銃の音と、ユリーカの悲鳴が同時に響き渡った。

「ギャルルルル～～～ッ！」ユリーカの熊の身体が、どさりと地面に落ちる。

　紅羽は地べたに尻もちをつき、目の前の熊が素早く起き上がり、宵よい闇やみに逃げ込んでいくのを見た。

　火薬のにおいが鼻につき、軽く眩暈を覚える。

「超危ないところだったわね！」猟銃を手にした蝶子が叫んだ。

「大木さん……」紅羽が見ると、暗がりに立っている蝶子が持つ銃の口から、煙が上がっている。

　蝶子の後ろには何人もの生徒がおり、どうやら、学内の見回りをしているようだ。

「熊が逃げたわ！　追うわよ！」蝶子が指示を出すと、生徒たちは一斉に彼女と共に、熊を追って去って行った。

　紅羽はよろめきながら立ち上がり、尻や膝の土を払った。どうやら、怪我をせずにすんだようだ。そして、ふと、足元に光るものを見つけ、拾い上げた。

「これ……」それは、カモメをかたどったゴールドのラペルピンだった。




　ユリーカは重たく痛む身体を引きずり、執務室のドアをぐっと押し、中に転がり込んだ。しかし、あたりは真っ白で柔らかく、水の中のように潤んで見え、とても執務室の中とは思えない。

　ここには胸を抉えぐられるような記憶と共に、最後の大切な愛の夢が、まだ置いてあるのに。

「ユリーカ！　ユリーカ！」

　毛足の長い絨毯に倒れ込んだユリーカの後頭部に、聞き慣れた声と軽やかな足音が、遠く聞こえてくる。

「ユリーカ！」息を荒げ、執務室に駆け込んできたのは、誰でもない、澪愛だった。

　澪愛は絨毯の上に古びたぬいぐるみのように転がったユリーカを優しく抱き起こした。真紅の絨毯にユリーカの血が垂れ落ちて、黒い染みになっている。

　透き通るような澪愛の髪が、ユリーカの顔にかかる。

　澪愛は、泣いていた。

「ユリーカ、ユリーカ。……ユリーカ！　ユリーカ……！」

　涙で潤んだユリーカの瞳に、窓の外の美しい月が映り込む。

「……澪愛、私を見つけてくれたのね……」ユリーカが震える手を伸ばすと、澪愛は白く美しい手で、ユリーカの手を握った。

「……会いたかった……あなたを食べたあの嵐の夜からずっと、この日のことばかり思い描いていたわ……。私、あなたに返さなくてはいけないものがあるの……机の一番上の引き出し、『箱』の中に、『月の娘と森の娘』……あの絵本の続きが入っているわ」

『月の娘と森の娘』の物語は、ユリーカにとって苦々しいものだった。ユリーカの現実に、これほどの愛の夢はない。希望は持てない。そう思うと苦しかったけれど、同時に澪愛の優しい絵と果たされるはずのない物語は、ユリーカの胸の奥にずっと光り続け、月明かりのように美しかった。

　ユリーカは、自分と澪愛には用意されていない筋書きが欲しくて、絵本の最後を盗んでしまった。それを、大切に『箱』にしまっていたのだ。

「長い間、ごめんなさい……」ユリーカはまるで澪愛とずっと一緒にいたころのようにいたいけな気持ちで涙を流した。

　澪愛は微笑み、首を振ると、涙の雫が、ユリーカの頬に落ちた。

「あれは、あの娘たちの運命、果たされるべき未来……」ユリーカがひとり占めして、そのまま、なくなってしまっていいものではない。

「ねえ澪愛、私ね、あなたのことが本当に……」ユリーカは、もう死んでしまいそうだというのに、そこから先をなかなか口に出すことができなかった。喉元がつまり、涙があふれてくる。

「私たち、ずっと『友だち』よね」

　澪愛は深く頷いた。

「大スキ……」

　そのひとことを、澪愛がどのように受け取ってくれてもかまわなかった。でも、きっと伝わったはずだ。そう思うと、ユリーカはほっとして、寝入るように亡くなった。

　握っていた手からふっと力が消えたのを感じて、紅羽は泣いた。

　執務室に澪愛の姿はなかった。ユリーカを追ってここへ来て、その身体を抱きかかえていたのは、紅羽だったのだ。

　紅羽は、その亡なき骸がらを静かに絨毯に寝かせ、しばらくのあいだ、両手で涙を拭い続けた。

　少しだけ気が落ち着くと、ユリーカの身体をソファに移し、彼女が言い残した通り、机の一番上の引き出しの『箱』を開けた。

　澪愛の絵本、『月の娘と森の娘』の続き。

　紅羽はドキドキしながらその数枚を手に取り、すぐに最後まで読んだ。

「これが、私と銀子の未来……？　そんな……」紅羽は言葉を失った。
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　澪れい愛あの亡くなった嵐の夜、幼い紅くれ羽ははひとり、二階のベッドで目を覚ました。近くにいると思っていた母、澪愛の姿がないので、部屋を出て、一段ずつ、階段を下りた。

　一階へ下り立つと、紅羽は大きく一度、あくびをして階段に座り込んだ。まだ眠たい目元を擦こすり、身を乗り出して暗いリビングを見る。

「おかあさーん、どこ？」ごく小さい声で呼びかける。

　浴室にもトイレにも、澪愛がいないことを確認すると、紅羽はすっかり見落としていた台所へ行った。台所は電気がつけっぱなしになっていたけれど、澪愛の姿はなかった。しかし、紅羽はベンチの上に母の書いたメモを見つけた。

『くれはへ　あのこをとびらのむこうへかえしにいきます。しんぱいしないでね。お母さんより』

　紅羽は丁寧に二度、メモを読み返した。

「『あの娘』って、だれ？　扉の向こう？」

　家中の窓硝子ガラスや勝手口やドアに暴風雨がぶつかり、ガタガタと音がする。紅羽は台所の窓の外の激しい雨の様子を見つめた。それから、ベンチに腰掛け、身を縮めていると、嵐の音の向こうから、うっすらと熊警報のサイレンが聞こえてきた。紅羽はすっかり不安になって、早く母が帰って来るようにと願った。

　澪愛は、激しい雨の中、小さな銀ぎん子こをおくるみに包み、抱いて走っていた。台風に髪がなびき、首にかけた星のペンダントも大きく揺れて、今にも飛んで行ってしまいそうだ。しかし、紅羽の大切な『友だち』を、『断絶』によって『排除』させるわけにはいかない。

　澪愛は嵐が丘学園に辿り着くと、わずかな外灯の明かりを頼りに花壇へ向かった。雨が木々の葉に当たり強く軋きしむ音がする。地面がひどく濡れて、急ぐ足がとられる。

　目に入った雨の粒を片手で拭いながら、澪愛は校舎の裏へ出て、花壇の前まで行った。

『友だちの扉』は、既に浮かび上がっていた。

　澪愛は扉の前まで来ると、しゃがみこみ、ゆっくりと銀子を地面に下ろした。四つの足で立った小さな銀子は、地面に膝をついた澪愛を見上げた。

　周囲の木々が、強い風に煽られて大きくざわめく。

「いつかきっと、熊と人がずっと『友だち』でいられる日が来るわ」

　澪愛のおっとりとした声に、銀子は目をぱちくりさせた。

　澪愛は自らの首にかかっている星のペンダントを外し、銀子の首にかけた。

「このペンダントを持って行きなさい。それは『スキ』のお守り。きっと、あなたを助けてくれる」

　銀子が首から下がった大きな星を見下ろすと、それは雨に濡れてきらきらと光っていた。

　澪愛は銀子を扉の向こう、熊の世界へ行かせると、だんだんと閉まっていく扉越しに、その小さな黒い背中を見つめた。

　扉が閉まる直前、銀子はちらりと澪愛を振り返った。澪愛はにこりと笑みを返した。そして、『友だちの扉』はぴたりと閉まって消えた。

　熊の世界で、銀子はひとりで立ち尽くした。熊の世界の空は灰色で、ちらちらと雪が降っていた。







　早朝、学園の正門前には、蝶ちょう子この率いる自警団の装甲車が物々しく停まっていた。その周りを囲む生徒たちは皆、猟銃を肩にかけて武装している。

　彼らは蝶子の指示の下、学園中をパトロールし、熊の姿を探していた。

　蝶子は左腕に憧あこがれていた腕章をつけ、数人の生徒を引き連れてチャペルや裏庭をパトロールしていた。

　蝶子はある茂みがガサガサと音を立てていることに気づき、無言で周囲に合図した。

「ぶはぁっ！」るるが茂みから顔を出すと、四方から銃が付きつけられていた。

「動くな！」

「ガウフッ!?」るるはぎょっとして身を固くした。

　蝶子たちは、るるのその姿を見てふっと息をつき、それぞれ銃を下げた。

「熊と間違えて超撃つところだったじゃない。紛らわしい真ま似ねしないでよ」蝶子は迷惑そうにるるを見下ろしてそう言うと、ふん、とそっぽを向いて見せる。自警団の生徒たちも茂みから散っていく。

「ガフゥ～」るるは冷や汗を掻き離れていく生徒たちを見ながら肩をすくめた。「超バレたかと思ったぁ～」

「え？　何か言った？」蝶子はじろりとるるを睨んだ。

「い、い、言ってないガウ！　え、えっとぉ、それより、あの車は？」るるはこちらに向かって走ってくる装甲車を指差した。

　蝶子はエンジン音を聞きながら、得意げににやりと笑った。

「あれは熊殲せん滅めつのために開発された特殊車両よ。殺熊光線車って言うの」

　ずっしりとした車体が蝶子とるるの前に停まる。

「ゲスッ！　ビリビリ、ゲスゲェースッ！」

　るるは車両から聞こえてくるおかしな声に顔をしかめた。

「死んだ熊をサイボーグ化して、ベルトコンベアを回させて発電するシステムなの。毒を持って毒を制す。熊には熊を」蝶子はなおも得意げにるるに説明した。

「エコクマジカル！　ゲェース！」サイボーグ化された熊は、大きなダミ声で鳴いた。

「へえ……」るるはますます顔をしかめた。

「ところであなた、このへんで熊を見なかった？　今朝、学園付近でまた新たな熊の目撃情報があったんだけど」

「し、知らないガウ……」

「そう」蝶子はじろりとるるを睨む。

「ほ、本当だガウ！　るる、熊なんてぜんっぜん見てないガウ～」るるは思わずくびをすぼめ、茂みに顔を埋もれさせた。

「あなたもこんなところにいると熊にやられるわよ」蝶子は猟銃を背負いなおすと腰に両手をあて、じっとるるの両目を見つめた。「くれぐれも用心することね」

　蝶子は再度、ふんとそっぽを向くと、殺熊光線車を顎あごで動かし、自らもパトロールのためにどこかへ行ってしまった。

「ガウウ～、危ないところだったぁ」るるは小声で言いながら、茂みから飛び出た。「さて、ここにもないとすると、次はどこを探そう……」

　るるは何より大事な探し物のため、きょろきょろとあたりを見回しながら、しばし考え込んだ。

「わかりませんね」『断絶の壁』の上、ライフ・クールは双眼鏡から顔を離すと、首をひねった。「なぜ、百ゆ合りヶが咲さきるるは百ゆ合り城しろ銀子を裏切るようなまねをしたのでしょう。百合ヶ咲るるは百合城銀子の『スキ』が叶かなうことを願っていたはずです。行動が矛盾していますよ」

「わかってないなぁ」ライフ・ビューティーはクールの隣で足をぶらつかせながら肩をすくめた。「それは百合ヶ咲るるが百合城銀子を『スキ』だからさ、キラキラァ……」

「『スキ』には様々なかたちがある。だからこそ、クマリア様は『断絶』を越えようとするすべてのものに、お尋ねになるのかもしれない。……あなたの『スキ』は本物？」

　ライフ・セクシーは『断絶の壁』の上に立ち、遥はるか彼方かなたにいるクマリア様を見ようとするかのように目を細めた。







　クマリア様は大きな手で、娘たちのために、世界を結ぶ長い梯子はしごをそうっとかけてやりました。梯子は目には見えず、しかし、いつも虹色に煌きらめいて、娘たちにその存在を知らせました。

　喜びいさんで、月の娘は梯子を下り、森の娘は梯子を上り始めました。そして、とうとうふたりが空の真ん中までやって来ると、そこにはドアノブはなく、一枚の大きな鏡が、立ちはだかっていました。

　鏡には、自分自身の姿が映し出されています。月の娘は、自慢の長い髪を見て微笑みました。森の娘は、しっかり者の瞳を見て、照れくさそうです。

　クマリア様は言いました。

「それが友だちの扉です。その向こうに、あなたの本当の『友だち』が待っているでしょう。鏡に映る己が身を、千に引き裂き、万に砕けば、『友だち』に『約束のキス』を与えることができるでしょう。ただし、自分を引き裂き、砕いてしまえば、あなたは命を失うかもしれません。さあ、最後にもう一度だけ、聞きましょう。あなたの『スキ』は、本物？」

　娘たちは、それぞれ、鏡の中の自分を見つめました。

　月の娘は、勇気を振り絞って言いました。

「私は『空』の向こうへ行くために、私を千に引き裂きます」

　森の娘も、覚悟を決めて言いました。

「私は『空』の向こうへ行くために、私を万に砕きます」

「私の『スキ』は、本物！」ふたりは精一杯、叫びました。

　ふたりの決意を思い知ると、みるみるうちに、鏡にひびが入っていきました。それから、鏡は大きな音を立てて割れてしまいました。

　月の娘と森の娘は驚いて、ばらばらになっていく鏡を見つめました。そして、その向こうにいる『友だち』を見つけたのでした。

　娘たちは互いのあまりの美しさに挨あい拶さつをすることも忘れ、ゆっくりと歩み寄りました。そして大切な『友だち』に『約束のキス』を与えあいました。

　娘たちにはもう、悩みも、怖いものもありません。

　声高らかに『スキの歌』を歌いながら、娘たちはしっかりと手をつなぎ、もう、離れることはありません。そして、輝く星に導かれ、『断絶』を越えて旅立ったのでした。




　澪愛の描いた絵本、『月の娘と森の娘』の最後の展開を改めて読み直した紅羽は深く息をついた。ユリーカの残した最後の数ページの内容は、これから先の自分たちの運命だとか、果たされるべき未来だと考えるには、あまりにも問題が多すぎる。

　例えば、自分と銀子が『断絶』を越えるなんて、紅羽には全く想像がつかない。

「はーい……」インターホンの鳴る音に、紅羽はしぶしぶ、部屋を出た。とぼとぼと階段を下りて玄関を見ると、ドアが開いていた。

　玄関の鍵をかけ忘れていただろうか。紅羽は妙に思いながらも、玄関から顔を出してさっさと外を見回すと、ドアをグッと引いた。

「待って」

　突然の声に驚いた紅羽が動きを止めると、ドアの隙間からスッと、手が差し入れられた。泥まみれのその手には、銀子が身に着けていた、澪愛の星のペンダントがぶら下がっていた。

「これ、お母さんの……」紅羽が再びドアを開けると、そこにはペンダントを探し回ってすっかり制服を汚してしまったるるが、しょんぼりと立っていた。

「返しに来たガウ～」るるは紅羽が差し出した手のひらの上に、するりとペンダントを乗せた。

「じゃあ、帰るね……」

　るるはかつての銀子のように、表情が読み取れないくらい、制服のキャスケットを目深にかぶり、紅羽にくるりと背を向けた。

「待って！　あの、えっと」るるは、あの雨の夜、屋上での出来事以降、ひとりでどのように過ごしていたのだろう。ずっと、星のペンダントを探していたのだろうか。

　そもそも、帰ると言ったって、彼女には家がないはずだ。

「お風呂、入って行かない？」

　紅羽は、それ以上のことは言えなかった。でも、るるはほんの少しだけ、表情を明るくしたように見えた。




　ずっと、言葉少ななるるを気遣うように、泡だらけの浴室で、紅羽が先に口を開いた。

「昔ね、お母さんが、よくこうして髪を洗ってくれたわ」紅羽の白く大人びた指先が、するりとるるの栗色の髪のあいだに入り込み、頭皮の上を滑っていく。

　るるは紅羽の促すまま、さっぱりと身体を洗い、浴槽に張った湯で、冷えた身体を温めていた。紅羽は暗い表情のるるを放っておけず、るるが良ければ髪を洗うと申し出たのだった。

「あまり俯うつむくと、泡が目に入るわ」紅羽はそう言って、るるの頭をぐいと持ち、正面を向かせた。るるは肩までバスタブの湯に浸かったまま、目の前に浮かぶアヒルのおもちゃを見た。

「お母さんを殺したのはユリーカ先生だった。先生はあなたと同じ熊だったの。……でも、死んでしまったわ」

　るるは驚きはしたけれど、何も言う気が起きず、ただ、頭をマッサージするように動く紅羽の指の力に、かすかに頭を揺らしていた。

「ひとつ聞いていい？」紅羽は捲った袖が落ちてくるのを直し、プラスチックの椅い子すに座りなおした。バスタブから零れ落ちた湯が、タイルに投げ出された素足にかかり、温かい。

「何？」

「純花を殺したのは、確かに百合園蜜子だった。それなのに、なぜ銀子は『自分が殺した』と私に言ったの？」

「それは……銀子がそう思ってるからガウ」るるは小さな声で答えた。「銀子は、純花ちゃんが蜜子に狙われてることを知ってたんだ。でも助けなかった。助けられなかった……」

「どういうこと？」

「銀子はクレちんが『スキ』だから、クレちんの『スキ』が欲しかったけど、純花ちゃんがいたら銀子はクレちんの『スキ』をもらえない。銀子は、純花ちゃんに嫉妬したんだよ」るるの前髪から、顔のすぐ下にぽたり、ぽたりと雫が垂れ落ちた。るるはそれを拭うついでに、目元に滲んできた涙も一緒に拭い取り、浴室に満ちている湯気に紛れ込ませた。

「それは私も同じ。私はクレちんに嫉妬したの。だからあのとき、あんなこと……」

　るるはいつだって、銀子の気持ちを痛いほど、一番に、わかっているつもりだった。銀子はるるに隠し事などできないと、心のどこかで自信も持っていた。銀子がどんなに紅羽を一番に思っていても、いつも隣にいるのはるるだったからだ。でも、るるに届けられた銀子を罪グマだと告発する手紙は、それらをいっぺんに、ぶち壊してしまった。

　銀子はるるに隠していることや思いがあるし、るる以外の誰かが、るるよりも先に、そのことを知っている。それに、いくら一緒にいたって、銀子が強く思っているのは紅羽で、それは動かしがたい事実なのだ。

「るる、クレちんに銀子の『スキ』を奪われた気がして……。おかしいよね、るるはふたりに『約束のキス』を果たしてほしいって、ずっと望んでたのに。ごめんね、クレちん……」

　紅羽はゆっくりとるるの髪についた泡をシャワーで流した。お湯のにおいとともに、ほのかに甘いにおいのする泡がさらさらと排水溝へ向かっていく。

「できた。髪、乾かしてあげるわ」紅羽はるるの謝罪にどうこたえていいのかわからなかった。

　るるがああいう言い方をしなかったとしても、銀子が純花を見殺しにしたことは事実だ。そこにどんな理由があっても、紅羽はさっぱりと銀子を許すことはできない。

　身体にタオルを巻いたるるを洗面台の大きな鏡の前のスツールに座らせ、すっかり汚れが落ちて潤った長い髪に、丁寧にドライヤーをかけていく。それから、ブラシで艶が出るまで梳とかすと、いつものるるのツインテールに結う。

「お母さんのペンダントが戻って来たら、試したいと思ってたことがあるの」

　紅羽は洗面台にブラシを置き、るるの両肩にふわりと手を置いた。

　るるは腰かけたまま、自分の背中側に立っている紅羽を見上げた。




　紅羽とるるは温かい紅茶を淹れて、リビングのソファに並んで腰かけた。

　紅羽は二階から澪愛のオルゴールを持ってくると、おもむろにその蓋を開けた。

　穏やかに流れ始める音色にるるが耳を澄ませているあいだに、紅羽はるるが返してくれた星のペンダントを取り出すと、そのトップを、オルゴールの正面にある星形のくぼみにグッと押し付けた。

　星のペンダントトップはかちりと音を立ててくぼみにぴたりとはまった。すると、ちょうど開いているオルゴールの蓋の裏、写真が入れてある部分のフレームがぱかりと外れた。

「やっぱり、これが鍵になっていたのね」紅羽は驚いて唖あ然ぜんとしているるるをちらりと見て、いつも何気なく眺めつづけてきた、幼い紅羽と澪愛の写った写真を手に取った。

　写真は、きれいにふたつに折り曲げてあった。それを広げると、これまで見えないようになっていた紅羽の隣には、小さな熊の姿をした銀子が、澄ました様子で写っていた。

「ね、ふたりは『友だち』だったでしょ？」るるは写真を見るとにこりと笑った。「銀子はクレちんに嘘はつかないよ。つけないんだガウ。大切な『友だち』だから」

「大切な『友だち』……」古びた写真についた折り目は、まるでひびが入ったように白くなってしまっている。

　紅羽と銀子は小さい頃、こんな風に一緒に過ごしていたのだ。澪愛も三人で、仲の良い『友だち』として。

「何か思い出したの？　クレちん！」るるは、写真を見つめて黙り込んだ紅羽に尋ねた。

「……ダメ。やっぱり思い出せない……」紅羽は息をつき、写真をオルゴールの中にそっと置いた。

「ガウウ～」るるは少しだけ残念そうに肩を落とした。

「でも、お母さんが教えてくれたわ。銀子は私の『友だち』だった。幼いころ、『スキの歌を一緒に歌った『大スキ』な『あの娘』は、銀子。それなのに私は銀子のことを忘れてしまった。どうしても思い出せない。どうしてかしら。銀子に関する記憶だけが消えているなんて……』

「それでも、銀子はクレちんのことが『スキ』だよ。昔も今も、銀子は『スキ』をあきらめない」るるはさっきより大きな声で、紅羽に語りかけた。「クレちん、銀子を……許してくれる？　ガウ、もう一度、銀子と『友だち』になってくれる？」

　紅羽は俯いた。無口な銀子の顔と同時に、もういない純花の笑顔が頭に浮かんでくる。

「銀子を……『スキ』になってくれる？」るるは両眉を下げ、ほとんど願うように尋ねた。

「それはできないわ。人と熊、私たちのあいだには『断絶』がある。それは誰も越えられない」

　銀子は熊だ。だから、熊のやり方しかできないのだと話していた。それは紅羽も同じことなのだ。同じ時間を過ごしていても、仲が良くても、人と熊は別の本能と方法を持つ、別の生き物だ。

「そう、だよね。失われた『スキ』は、もう二度と……」

　黙り込んだ紅羽とるるのあいだを、オルゴールの音色が流れていく。紅茶の湯気の向こう、窓の外は、夕陽の橙だいだいに染まりつつあった。

　突然鳴り響いた乱暴な携帯電話の着信音に、紅羽は顔を上げた。ジャケットのポケットから携帯電話を取り出すと、液晶に表示された名前に小さなため息をつく。

「もしもし？」

「大変よ、椿輝さん！　あなた熊に狙われているわ！」大おお木き蝶子はきんきんと大きな声で叫んだ。

「え？」紅羽は思わず電話を耳から少し離した。

「百合城銀子と百合ヶ咲るるは熊だった。さっき証拠が見つかったの！　あなたが屋上で撃ち損ねた熊はこいつらのうちの一匹よ。超危険だわ。熊はあなたに復ふく讐しゅうしに来るはず。近くに熊の気配を感じたら、すぐに私たち自警団に通報してちょうだい！　いいわね？」

「……ええ、わかったわ」紅羽が答えると、蝶子は何も答えず、ぶつんと通話を切った。

　そのあとだった。「突入」の声とともに大きな音を立てて玄関ドアが開かれた。

　蝶子と自警団の生徒たちは、一気に紅羽の家の中になだれ込み、紅羽とるるの姿を探した。リビングから消えていたふたりを、台所、浴室、トイレ、二階、屋根裏の隅々まで探し回るが、姿が見えない。

　蝶子は憎々しげに顔を歪めた。

「気づかれたか。でも、逃がさないわよ」




　紅羽はるるを連れて、必死に街中を走った。紅羽は出際にジャケットのポケットに突っ込んで持ってきた星のペンダントに触れて、なんとか、気持ちを落ち着けようとする。

　蝶子たちの立てた物音に気付いて庭から外へ出たふたりは、紅羽の家の前に蝶子たち自警団の殺熊光線車が停まっているのを見た。

　冷たく武装した装甲車は、熊を本気で『排除』するためのものに間違いない。紅羽は背筋がゾッとする思いだった。

「ガウウ～、どうしてるるを助けてくれるの？」紅羽は銀子を許していない。それは、熊を許さないというのと同じことだ。それなのに、紅羽はるると一緒に、こうして必死で走ってくれている。

「わからないわ。でも、きっとこれが正しいことなの」紅羽は額の汗を拭いながら、ときどきちらりと後ろを振り向いた。きっとすぐに、紅羽たちが逃げ出したことは蝶子たちに知れてしまっただろう。風呂場にはまだ温かな湯気が残っているし、飲みかけの紅茶の入ったティーカップもそのままだ。しかし、まだ、追いつかれてはいない。しかし、どこに逃げればいいだろう。彼らが車で追ってくるとは限らない。熊のいるかもしれないところは、きっとすべて、探しに来るだろう。

「クレちん、あのね、るる、クレちんの記憶が失われた理由、知ってるかもしれない」

「えっ……」紅羽はるるの唐突な告白に驚いた。

「熊が女の子になるためには、ある取引をするの」るるは走る速度を緩めずに続けた。

「取引？　だれと？」

「熊と人の狭間にあるもの……『断絶の壁』と」

「『断絶の壁』……まさか、あの電話の」紅羽はこれまでに何度か、『断絶の壁』からの挑戦を受けてきた。その結果が、今につながっているのだろうか。

「うん。裁判所で彼らに『ユリ承認』されれば、熊は女の子になれる。だけどそれには一番大切にしているものを手放さなきゃいけないの」

「どういうこと？」

「これはるるの勝手な考えだけど、きっとその取引のとき、銀子はクレちんにもらった『スキ』を、手放したんだ」

「私の『スキ』を？」

「そう、昔、クレちんが銀子にあげた『スキ』。だから、クレちんの記憶から、銀子のことが消えちゃったんだ」

「そんな……」どうやってもはっきりと思い出すことのできない、銀子と過ごした時間のこと。それは、紅羽の気づかないうちに、紅羽の想像もつかない不思議な力によって、遠くに追いやられてしまったということだ。

「ガフフ、るる賢～い！　でしょ？」るるは自分より先を走る紅羽の背中を見つめた。

「え、ええ」

　紅羽とるるは公園付近まで走って逃げてきた。周囲に殺熊光線車の影はないけれど、遠くから聞こえている熊警報の音は、ずっと鳴り止まない。

「だからね、きっと取り戻せるよ」るるは公園の中へ入っていく紅羽のあとにつづきながら、努めて明るく言った。

「何を？」紅羽は思わず、るるを振り返り、立ち止まった。

「銀子への『スキ』を。クレちんは『スキ』をあきらめたわけじゃない。……るるはそう信じるから……」るるは紅羽に『断絶の壁』との取引のことを話すと決めた瞬間から、もう、さよならの準備をしていた。だから、落ち着いた様子で、茶色い毛むくじゃらの小さな熊の姿に戻った。

「るるちゃん？」紅羽は熊姿のるるに駆け寄った。「どうして熊に……」

　熊姿のるるの周囲には、るるが身に着けていた洗い立ての制服や下着、隠し持っていた蜂蜜壺が散らばっている。

「ガウウ～」るるはどことなく悲しげな目をして、力なく唸った。変身の秘密を、本当のことを第三者に話してしまったら、『ユリ承認』が解除されて、人間の少女の姿ではいられなくなってしまうのだ。だから、もう一緒にはいられない。

　るるは紅羽に背を向けて、公園の中を走り出した。きっとしばらくのあいだは、この園内の木々のあいだや茂みの中に隠れていられるだろう。

　紅羽はるるになんと声をかければいいのかわからなかった。ただ、自分から離れていく茶色く小さな姿を追い、後ろからふわりと抱き上げた。

「私は……『友だち』を、『排除』させたりしない！」

　るるは目をぱちくりさせて紅羽の顔を見た。

　紅羽はるるが人目につかないよう、るるの着ていた制服の白いシャツで彼女を包み、蜂蜜壺と一緒に、抱えて逃げることにした。しかし、どこへ行けばいいのだろう。きっと、るるをずっと隠しおおせることはできない。絶対に自警団の手の届かないところなんて、この街のどこにもないだろう。

　そこまで考えて、紅羽は絵本に書かれていたことを思い出した。絶対に自警団の手の届かないところがあるとすれば、それは、人の世界でないところだ。

『たったひとつだけ、願いを叶える方法を教えましょう。大きな空の真ん中に、小さなドアがあります。それは、「友だち」の扉。もしあなたの「スキ」が本物ならば、扉の向こうに「本当の友だち」が待っています。』







　あの日、幼い紅羽は誰かに呼ばれているような気がして、ひとりで嵐が丘学園にやってきた。自分を呼んだ相手をきょろきょろと探しながら敷地内を歩くうちに、辿り着いたのは花壇の真ん前だった。

　その扉は、紅羽の前でガチャリと音を立て、少しずつ開いていった。

「ひとりはいやだ……」そのとき、紅羽の耳に、ずっと彼女を呼んでいた誰かの声が、再び聞こえた。

「だれ？」紅羽はドアの向こうをそうっと覗き込んだ。

　扉の向こうは一面の雪景色だった。

　紅羽は、見知らぬ世界へ足を踏み入れるのが怖かったので、母に教わった『スキの歌』を口ずさみながら行くことにした。

　ためらいがちに歌いながら、扉の向こう、雪の降りしきる熊の世界を、そうとは知らず、歩き出す。

「あなたが私を呼んだの？」紅羽は寒さに肩をすくめながら、雪に埋もれ、倒れ込んでいる小さな銀子を見つけた。銀子の周囲には、こと切れた子熊の遺体がてんてんと転がっている。

　紅羽は子熊の前にしゃがみこみ、かじかんだ手で、幼い銀子の頭の上、黒い毛並みに凍りついている雪を払った。

　幼い銀子はわずかに目を動かし、紅羽の姿を見た。

「大丈夫。ひとりぼっちじゃない。私はあなたの『友だち』だよ」紅羽は銀子に笑いかけた。




「あれが……絵本にあった『友だちの扉』。私はその向こうで銀子に出会ったんだわ……」

「クレちん？」るるは懸命に走る紅羽の腕の中、頭上で声を上げた紅羽を見た。

「そうよ。ここが……すべてのはじまり……」紅羽はるるを抱えたまま、必死で学園の裏、花壇まで走ってきた。そこには、『友だち』の扉が出現していた。

　幼かったあの日、紅羽はこの扉を通じて『断絶の壁』を越え、銀子に出会ったのだ。紅羽は柔らかな黒い毛並みを雪ですっかり強張らせていた銀子を抱きしめた。

「るるちゃん、ここから『壁』の向こうへ行ける。安全に熊の世界に帰ることができるわ」紅羽は抱きかかえていたるるを扉の前に下ろした。

「クレちん……ガウウ～、るるは、クレちんの『友だち』になれたかな……」るるは名残惜しげにその場をくるくると回った。

　紅羽は「もちろん」と答えそうになって、口ごもった。るるを大事な友だちだと言ったら、彼女は人の世界に残ろうとするかもしれない。銀子の所在だって気になるだろう。しかし、今はるるだけでも熊の世界に戻らなければ、またすぐに蝶子たちに見つかってしまう。

　生き抜けなければ、『友だち』とだって、二度と会えなくなる。

「あなたは……私の『友だち』じゃない」紅羽はできる限り静かにそう言うと、るるの大切な蜂蜜壺を差し出した。「言ったでしょう。私は熊を許さない。今度会ったら、私はあなたを撃つ。きっとあなたを殺すわ」

　自分の嘘がどれほどつまらないものか、紅羽にはよくわかっていた。でも、同時にこんなに汚らしい、人の世界や人に関わり続けることのくだらなさも、わかったつもりだった。

「行って。早く。そして二度と戻ってこないで！」

　紅羽はるるに蜂蜜壺を押し付けて、開いた扉の向こうに追いやった。

　扉は紅羽の見ている前で、ゆっくりと閉まっていった。

「これで良かったのよね」

　もうしばらくしたら、あたりは暗くなる。紅羽は自宅に戻るかどうか、考えた。

　そのとき、バチンという音とともに、強く眩しい光が紅羽を照らし出した。

「やっぱり、『悪』はあなただった！」

　紅羽はあまりのまぶしさに目を細めながら、殺熊光線車の上の照明を見た。そのすぐ横には、薄く笑いながら紅羽を見下ろす蝶子が立っている。

　装甲車の周囲には武装した自警団の生徒たちが、紅羽を逃がすまいと睨みつける。

「超見たわよ。まさかそんなところに『断絶』を越える抜け穴があったとは……」

　生徒たちは次々に紅羽に銃口を向ける。

「学園に熊を引き込んだのはあなた。『排除』を受けた仕返しに、熊とつるんで『私たち』に復讐していたのね！」蝶子は自らの筋書きを自信満々に発表した。

「そんな！」紅羽がそれ以上、動くことも、話すことも、向けられた銃が許さなかった。

「償ってもらうわよ、椿輝紅羽。『私たち』が失った『友だち』の命！　さあ、狩りはこれからが本番よ！」

　紅羽は顔を歪め、口をつぐんでいることしかできなかった。やはり、るるを熊の世界に帰して良かったと思いながら。
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　紅羽と初めて会ったとき、銀子は雪のにおいの向こうに、自分の周囲に転がっている亡くなった子熊たちのにおいを感じていた。そして、自分もすぐにこうなるのだと覚悟を決めた。

　生きている仲間たちは、傷を負った銀子を足手まといだと罵ののしり、『排除』すべきだと言い合い、置き去りにして行ってしまった。耳の奥に響く、自らの掠れた呼吸の音も、どんどん薄く、静かになっていく。

　誰にも『見つけて』もらえないまま、終わっていく。

　銀子は絶望すら通り越して、すべてをあきらめつつあった。しかし、終わりはしなかった。

「大丈夫。ひとりぼっちじゃない。私はあなたの『友だち』だよ」

　どこからか現れた人間の少女は、銀子を見つけ、微笑みかけた。小さな手で銀子の頭や身体を冷やす雪をどけて、寒くないように抱きしめてくれた。

　動かなくなった戦車と死んでいった子熊たちの中で、銀子はクマリア様に出会ったと思った。

「私たち、これからはずっと一緒よ。お母さんが教えてくれたの。『スキ』を忘れなければいつだってひとりじゃない。『スキ』をあきらめなければ、『透明』にはならないって」

　少女は銀子の汚れた毛に頬ずりした。しかし、降り続く雪の中に、突然、足を踏み入れた少女は、コートもマフラーも身に着けてはいなかった。熊とは違って、温かな毛皮もない。

「あなたは、私が守るよ……」少女はそう言いながら、雪原に突っ伏してしまった。

「ガウ……」少女の腕の中、銀子は彼女に声をかけたが、やがて自身も気が遠くなり、意識を失ってしまった。

　すべての音を吸収し、静まり返る雪原に倒れたふたり。

　銀子は、たとえこのまま助からないとしても、最後に見つけてくれた、『友だち』だと抱きしめてくれた少女のことを『大スキ』だと思った。少女がクマリア様でなくても、まだ、耳に残っている、少女の口ずさんでいた歌が、銀子を救ってくれる。

「あなたの『スキ』は本物？」

　銀子の頭の中に、そう尋ねる声が聞こえた。

「……ガウ……」銀子は最後の力を振り絞って答えた。

　すると、あたりはぼんやりと光り始めた。銀子はぱちりと目を開けて、紅羽の腕の中から、一生懸命に這い出した。

　銀子はくたびれ果てていたけれど、ついさっきより、身体が軽いし、冷たい空気も思い切り吸い込める。助かったのだ。

　ふと少女を見ると、その手の中に、白く咲き誇る百合の花が握られていた。雪の中で咲く白い花は不思議な光と甘い香りを放っており、銀子にクマリア様の存在を知らせた。

　銀子は意を決して、少女の衣服を咥くわえては、少しずつ、少しずつ、その身体を引きずり始めた。どうにかして、少女を助けたかったのだ。

『スキ』を忘れない。『スキ』をあきらめない。自分たちは『友だち』だ。

　銀子は頭の中でそう繰り返し、少女を引きずって、大きな木陰や穴ぐらを探した。

「紅羽ー！　紅羽ー！　どこにいるの！」

　遠くから聞こえてきたふたり目の人の声を、銀子の丸い耳はすぐにとらえた。銀子はすぐに声のする方へ、少女の身体を引きずって、進み始めた。

『友だちの扉』は、すぐに銀子の前に現れた。ゆっくりと開いたその扉の向こうには人の世界があり、声を響かせていた人間は、扉の前に蹲っていた。

「紅羽っ！」

　紅羽。それが少女の名前だった。

　銀子はそのとき、初めて『断絶の壁』を越えた。

　澪愛に見守られ、銀子と紅羽はたくさんのものを分かち合った。

　紅羽の家は明るく、温かく、紅羽は熊の世界から持ち帰った百合の花の球根を、その庭に植えた。

『スキ』は甘く、優しくて、これまで苦しかったことやつらかったこと、すべてが今、このときのためにあったのだと思えてしまうほどの幸福を銀子にもたらした。

　紅羽との日々の中に、雪のように冷たいものなどなにひとつ存在せず、世界は輝いて、美しい星のようだった。

　銀子は、きっと世界が自分を『承認』してくれたのだと考えた。だから、ずっと幸福でいられるに違いないと。しかし、それは思いちがいだった。

　あるとき、銀子と紅羽は、紅羽の家の外、噴水のある広場に遊びに出かけた。ふたりで波紋の広がる噴水の水面を眺めているだけでも、じゅうぶんに楽しくて、ときどき目を合わせては笑い合った。

　かすかな音を立てながら宙に広がっていく水滴が、陽の光に当たって煌めいていた。

「いたわね、裏切り者！」ふと、紅羽と同じくらいの年の子供、三人が、紅羽を見つけて駆け寄ってきた。

　紅羽は慌てて銀子を抱き上げると、噴水の中、水の帯が流れてくるその奥の台に銀子を置いた。

「出てこないで」紅羽はひっそりとそう言うと、子供たちに向き直った。

「あんた、熊を連れてるらしいわね。見たって子がいるわよ！」

「やばーい」

「な、なんのこと？」紅羽は小さな声で答えた。

「とぼけないでよ！　ママが言ってたわ、熊は私たちの敵だって！」

　紅羽は眉を寄せた。噴水の中心にいた銀子は、聞こえてきた甲高い声に胸を痛めたけれど、紅羽に言われた通り、そこから動かなかった。

「熊は『悪』なんだ、『排除』しなきゃいけないんだよ！」

　三人の子供たちは容赦なく紅羽を取り囲み、睨んだ。

「そんなことないよ。熊とも『友だち』になれるよ！」紅羽は銀子のことを思って、つい、子供たちに言い返した。

「熊を庇うつもり？」

「やばーい」

　子供たちは大袈裟な声を出した。

「じゃあ、お前も熊と同じ『悪』だ！」

『悪』という言葉に、小さな紅羽は怯えた。

　子供たちは両手を叩いて「排除！　排除！」と紅羽をはやし立てた。

「みんな！　この子は熊を庇ってる、『悪』よ！」

　子供たちの大騒ぎに、ほかの子供たちも集まり、紅羽を囲む輪に加わっていく。

「排除！　排除！　排除！　排除！」

　排除の声は増え続け、紅羽と銀子の隠れた噴水を取り囲み、大きく、大きく広がっていく。

　子供たちにとって、紅羽や熊が本当に『悪』であるかどうか、『排除』すべきかどうかは、問題ではなかった。皆でかりそめの団結ができること、皆が多数派であること。それを維持するための、共通の敵が存在することが大切で、正義なのだ。

　紅羽は「キャー！」と叫び、両耳を手で強く塞ふさいだ。

「裏切り者は徹底排除！」

　子供たちは正確な意味すらわからない言葉を叫び続けた。紅羽はあまりの恐怖に両目をきつく閉じ、その場にへたり込んだ。

「やめて……」

　紅羽に、心無い小さな手がたくさん伸びてくる。手は、髪を引っ張り、頭を叩き、身体を突き飛ばす。嵐のように紅羽を巻き込み、傷つけていく。

　子供たちが飽きてその場を去って行った頃には、空に橙の色が混ざりはじめていた。

　銀子はやっと姿の見えた紅羽に駆け寄った。

　紅羽は疲れ切り、石畳の地面に倒れてしまっていた。

　銀子はその頬をぺろぺろと舐めながら、ただひたすら涙を流した。紅羽は銀子のために子供たちに刃向かった。そうして、こんな目に遭ってしまった。

　銀子は考えた。もしも、自分が熊ではなく、人の少女だったら、紅羽と誰より仲良くしていても、誰にもいやなことを言われないだろうか。人の少女だったら、紅羽と一緒に戦い、紅羽を守ってやれるのだろうか。

　クマリア様ならば答えを知っているはずだ。

「あなたの『スキ』は本物？」

　銀子が暮れていく空を見上げると、いつか、熊の世界の教会で見た、クマリア様のステンドグラスを模かたどるように、小さな星がいくつも光っていた。

「私の『スキ』は本物だ！　ガウガウ！」銀子は遠い空に向かって答えた。

　開廷が叫ばれ、木槌が二度、大きく打たれると、銀子はいつの間にか『断絶のコート』にいた。

「ようこそ『断絶のコート』へ」ライフ・セクシーは被告人席に呆然と立っている銀子に言った。「生きとし生けるものすべて。そう、人と熊の彼岸もここなのです。今こそ裁きましょう。人と熊のために……」

　銀子の目の前に現れたジャッジメンズの三人は、それぞれの席に立つと、被告人席に目をやった。

「……ここは、クマリア様の場所なのか？」銀子は三人を見回し、尋ねた。

「クマリア様は既に失われました。流星になって世界中に散らばったのです」そうして、世界は『断絶』された。セクシーは悲しげに目を細め、首を振った。「さあ、それでは、裁判を始めます。被告グマ、百合城銀子。何か申し述べることはありますか？」

「……ガウ……私はずっと紅羽と一緒にいたい！　紅羽を守りたい！　だから、お願いだ。私を、人の女の子にしてください！」銀子の叫びは『断絶のコート』に響き渡った。

「いいでしょう。ですが、ひとつ条件があります。あなたに『スキ』を手放してもらいます」セクシーはきっぱりと言った。

「つまり、彼女はあなたのことを忘れます」クールが続け、眼鏡をぐいと上げた。

「しかもきみは、ここでのことを話しちゃダメなんだ。ああ、まるで人魚姫！　キラキラァ……」ビューティーはうっとりと微笑んだ。

　銀子は戸惑った。自分が人間の少女になれば、紅羽を守ることができるだろう。しかし、紅羽が銀子のことを忘れ去ってしまって、果たして、ずっと一緒にいることができるだろうか。近くにいることに、意味があるだろうか。

「目が覚めたとき、椿輝紅羽はあなたを拒絶するでしょう」

　セクシーの口にした拒絶という言葉が、銀子に重たくのしかかった。

「それでも、待ち続けるのです。やがて、『その時』がきたら、あなたは椿輝紅羽をもう一度、見つけます」セクシーは諭すように銀子に語りかけた。

「そして、きみと椿輝紅羽が再び『友だち』になれたら……キラキラァ……」

「そうしたら、願いが叶う？」銀子は被告人席から身を乗り出した。

「ええ。彼女と、『約束のキス』を交わしてください。そうすれば……」

「人の女の子になれるガウ？」

　またいつか、紅羽と一緒にいられるのならば、銀子はどんなに寂しく、つらくても、その時を待てると思った。紅羽に出会う前は、自分は永遠にひとりぼっちなのかもしれないと、世界に絶望しかけていたのだ。それにくらべたら、時間の区切られた孤独など、何も怖くはない。

「それでは、被告グマ、百合城銀子に問います。あなたは人になりますか？　それとも、『スキ』を、あきらめますか？」

「私は『スキ』をあきらめない。人になる、ガウガウ！」

　銀子はるるの想像の通り、人の少女になるという願いと引き換えに、紅羽の『スキ』を手放したのだ。

　紅羽の『スキ』を手放し、『断絶のコート』から戻った銀子を、紅羽は顔すら見ようとせず、怖がり、拒んだ。

　銀子は紅羽に忘れ去られたまま、澪愛に星のペンダントを渡され、『友だちの扉』から熊の世界に帰された。

「それでも、人の娘が『スキ』だと言うのじゃな？」

　教会の祭壇の前に集められた熊たちの前で、レディ・クマスターは銀子を問いただした。

「私は『スキ』をあきらめない。ガウガウ」銀子は教会中に聞こえるくらいはっきりとそう答えた。

　それを聞いた熊たちが、一斉にざわつき始める。

「恐ろしい……もはやお前はクマリア様の子熊ではない！　この世界を毒するヒトリカブトの銀子じゃ！」叫ぶレディ・クマスターの後ろには、以前にも見た、クマリア様の描かれたステンドグラスが光っている。

「去れ、去れ！　母を裏切る罪の娘よ！」







　銀子は、熊の世界に戻ってきたときから、こうなることがわかっていた。人の世界で熊が受け入れられないように、熊の世界で、人は受け入れられない。

　幼い銀子にとって判然としなかった『断絶』や『排除』されることの意味を、彼女は身をもって思い知ることになった。

　銀子は本当にひとりぼっちになってしまった。しかし、心にともった火が弱ることはなかった。その熱さだけを頼りに、ひとり、熊たちの暮らす土地を離れ、広すぎる森へ足を踏み入れ、その時を待つことにした。

　銀子は大きな木のうろをねぐらに暮らした。

　厳しい冬は小さく身を縮め、枯れて乾いた木の皮を剥はぎ、その中の白く、まだ瑞みず々みずしさの残ったところをかじった。夜には森中が静まり返り、冷たい暗闇に飲まれて泣くこともあったけれど、やがて慣れた。

　春には木の芽や花の蕾つぼみを食べ、蜜を舐めた。甘い朝露で喉の渇きを潤し、飛び交う鳥や、駆け回るうさぎやリスの声に聞き耳を立てて昼寝をした。

　暑くなると木々に成った果物を摂り、森の奥にできた池で水浴びをした。大きな木に蜂の巣を見つけると、蜂の大群と戦って、ときには大量の甘い蜂蜜を手に入れた。

　ひんやりと気持ちのいい森の中。うろの中に寝そべってじっとしていると、銀子は自分が何も持たない、本当に本能だけを持った熊に戻ったような気がすることがあった。しかし、夕暮れになると焚たき火を起こし、少しずつ寂しくなって、色々なことを思い返してしまう。そうして、最後には、紅羽のことを考えている。銀子がただの熊ならば、火を見つめて物思いにふけったりはしない。

　銀子の記憶と想像の中の紅羽はいつだって、母のように優しくて、姉のように頼もしくて、妹のように愛らしくて、恋人のように甘く、世界で一番、楽しい『友だち』だった。

　そんなことを思った夜、銀子は木のうろの中に敷いたたくさんの葉の上で、小さく丸めた身体を何度も伸ばし、寝返りを繰り返してしまう。

『その時』は必ず来るとわかっている。でも、いつのことになるのだろう。いつになったらもう一度、紅羽の笑う顔を見て、自分も笑って過ごせるようになるのだろう。

　澪愛が言っていた。いつか、熊と人がずっと『友だち』でいられる日が来ると。澪愛の表情にも声にも、気休めや迷いは見えなかった。しかし、何をひっくり返したら、そんな世界になるだろう。誰が、それを成すのだろう。

「来ないで！」紅羽の強い『拒絶』の声を思い出すと、胸の奥の一番弱く柔らかいところがひやりとする。怯えた瞳で銀子を見つめる紅羽の青い顔。

　あれが『断絶』だ。

　朝日が昇ると、銀子は心からホッとしてうろから頭を出す。そして、鳥の声を聞き、木々の間から差し込む光の眩しさに目を細める。澪愛にもらったペンダントがきらりと光る。

　まだ、『その時』ではない。

　やがて、木々は茶色くしなびて、冷たい風が吹き始める。森の生き物は少しずつ身をひそめ、秋が来て、冬が来る。銀子はそれを、ひとりで何度も何度も、繰り返した。

　そんな日々を送り続けた銀子は、ある日、突然に『その時』に近づき始める。

　森のうんと向こうから飛んできた蜂蜜壺。それは銀子の目の前、ふかふかの芝の上に落下してごろりと転がった。それが、るるとの出会いのきっかけだった。




「あなたの『スキ』は本物？」ライフ・セクシーは携帯電話の向こうで薄く微笑んだ。

「本物だ、ガウガウ」銀子ははっきりと答えながら、着慣れない制服の窮屈さに辟へき易えきしながら、『友だちの扉』の前に立った。

「『透明な嵐』が吹きました。今が『その時』です」

「知ってる。私は『スキ』をあきらめない」これまでの、永遠にも思える長い時間を、あきらめずに過ごしてきたのだ。これから、扉の向こうでどんなことがあっても、銀子は『スキ』をあきらめない。人の少女として、紅羽の『友だち』になる。

「私も『スキ』をあきらめないよ！　銀子の『スキ』、るる、応援するからね！」銀子の隣には、るるが立っていた。

　銀子と同じ制服の色違いを身に着けたるるは、何もかもを置いて、銀子についてきてくれた。彼女は最初から、銀子の『友だち』だった。ずっとそばにいて、銀子に『スキ』を与え続けてくれた。

「るる、ありがとう」銀子は希望に満ちた気持ちでるるに言った。

「え？　うん」るるはかすかに頬を染めた。「大丈夫だよ、銀子はるるが守るから！　んじゃ、レッツ、人の世界へ～！　ガウガウ～！」るるはにっこりと笑い、扉の前でぴょんぴょんと飛び跳ねた。

『友だちの扉』は、ゆっくりと、人の世界への入り口を開けていく。ふたりは今日、人の世界の学校へ、転校生として侵入するのだ。人の女の子として、もう一度、椿輝紅羽に出会うために。







　嵐が丘学園。蝶子たちに捕まった紅羽は屋上へ連れて行かれ、熊をおびき出すための餌えさとして、どっしりと大きな布張りの椅子に座らされ、両手首を縛られていた。

　自警団に抵抗するうちに、帽子はどこかに落ちてしまった。空は青かったけれど、吹く風は生ぬるく、紅羽の額や頬を不ぶ躾しつけに撫でていく。

　銀子が自分のもとへ来なければいいと、紅羽は思っていた。この共同体で、この世界で『悪』とされ、『排除』されるのは自分だけでじゅうぶんだ。もはや、るるも熊の世界へ戻った。もう、人と熊の『断絶』を越えようとさえ考えなければ、蝶子たちから逃れられるはずだ。何かを踏みにじられるような目には、遭わなくてすむ。

　紅羽の目の前、屋上には蝶子がひとり、他の自警団の生徒たちと連絡を取り合っている。自警団は学校中に散らばって、銀子を待ち構えている。手が自由に動かせないけれど、立ち上がり、走り出すことはできる。しかし、蝶子は猟銃を肌身離さず、紅羽ひとりを注意深く監視している。

　銀子が屋上にやって来ず、例えば、このまま二度と会えないことを考えると、途方もなく寂しいし、恐ろしい。でも、まったく違う世界の空の下でも、生きていると思えれば、それだけでいい。純花のように死んでしまっては、もう、胸の奥にささやかな希望すら残らない。

　紅羽は銀子に生きてほしいのだ。

　生ぬるい風が再び紅羽の髪を乱し、紅羽は目を閉じた。そのとき、学園内のどこかから、銃声が聞こえた。

　紅羽は咄とっ嗟さに顔を上げ、周囲を見回したが、屋上からでは何も見えない。どちらの方向から聞こえてきた音なのかもはっきりとはわからない。

　銀子が現れたのだろうか。彼女は、元気なのだろうか。




　銀子は銃弾がかすめていった二の腕を押さえ、茂みの陰に座り込んだ。その隙間から、狙撃した自警団の生徒が、なおも銀子を狙い、じっとこちらの方を見ているのが確認できる。

「その傷、舐めてあげましょうか？」蜜子は身を隠す銀子の後ろに背中合わせに座り、おっとりと尋ねた。

「いらない、ガウガウ」

「あら、今日はガードが固いのね」蜜子はにやりと笑った。「いいこと？　私はあの娘、椿輝紅羽が食べたいの。それは私たち共通の欲望。だから、早く見つけて食べましょう。ああ、におうわ。こんな火薬臭い中でもちゃんとわかる。『スキ』をあきらめない娘のにおい。デリシャスメル……」

　蜜子はわずかに顎を上げ、くんくんと鼻を動かした。

「デリシャスメル……」蜜子の嗅ぎ分けた紅羽のにおいが、そのまま、銀子の鼻孔を刺激する。銀子はゴリゴリと歯ぎしりを始めた。だんだんと、その両目が赤く光り出す。

　蜜子はゆっくりと立ち上がる銀子の後ろに立ち、満足げに微笑んだ。

「きゃああああっ！」銀子を狙撃した生徒は、突如として襲いかかってきた熊の姿の銀子の前ではひとたまりもなかった。構えていた猟銃を取り落とし、その場に倒れ込む。

「そう。それでいいのよ」蜜子は銀子のあとについてきて、ぐったりと倒れた生徒を見下ろし、言った。「あの娘たちは知るべきよ。狩るものは、狩られる危険もあるのだと……！」

　銀子は目を真っ赤に光らせたまま、校舎の周りを走り、銃を携えて銀子を待ち構えていた生徒たちを次々に倒していった。

　生臭い血肉と、火薬と煙のにおい。

　銀子は人の姿に戻ると、息を切らして、その中に立ち、改めて紅羽のにおいを嗅ぎ分けた。

「こちら殺熊光線車、ターゲットαを確認。エコクマジカル砲発射準備を開始します」亜あ依い撃うち子こは車内のモニターに映る銀子の様子を確認しながら、マイク越しの蝶子に言った。

　撃子が発射準備のボタンを押すと、すぐに、搭載されている発電システムが作動する。

「ビリビリ、ゲスゲースッ！」サイボーグ化された熊、メカこのみが鳴き、ベルトコンベアの上を走り始める。

「ネガクマエネルギー充じゅう填てん、フルパワーまであと10、９、８……」

　やがて、猛スピードでメカこのみが走るベルトコンベアが火花を散らす。

「ゲスゲースッ！」

　撃子は順調にエネルギーが充填されていくのを確かめてから、モニターに視線を戻す。

「発射！」

　一瞬の間を置いて、激しい爆発音とともに、すべてのモニターの映像が真っ白な煙だらけになる。メカこのみはベルトコンベアに突っ伏し、なおも火花を散らした。

「ゲスゥ……」

「大変！」撃子は思わず、メカこのみに駆け寄った。

　サイボーグだというのは重々承知しているのだけれど、常々、発電するメカこのみを見ている撃子には、どうも、目の前で倒れ、ひいひい言っているサイボーグが、生き物らしく見えて仕方がないのだった。




　外灯の明かりの届かない屋上は、すっかり暗くなっていた。

　蝶子は投光機のスイッチを入れ、紅羽を中心に屋上全体を照らした。その直後、エコクマジカル砲の爆発音と大きな煙が光の中でよく見え、思わずにやりと笑う。

　紅羽は爆発音のした方を見て、その大きな煙にゾッとした。

「やっぱり獣ね。餌につられてのこのこやって来るなんて」蝶子は猟銃を背負い直し、くすくすと笑った。

　紅羽は蝶子に向き直り、彼女を睨む。

「ねえ、どうやって熊を手なずけたの？」蝶子は尋ねながら、紅羽に近づいた。紅羽は疲れ切った顔をしてはいるけれど、こうして改めて見れば美しい生徒だ。皆の言うことに逆らわず、熊と仲良くなどしなければ、もっと教室の中で生きやすい道がいくらでもあったはずなのにと、蝶子は呆れる。

「『スキ』だと言って、キスのひとつもしてやった？」

　蝶子はかがみこみ、紅羽の顔を覗き込む。紅羽は怯ひるまず、蝶子を睨み続けた。

「ふん。汚らわしい！」熊とキスだなんて、蝶子には考えられないことだ。

「もしもし」消えていく煙を見ながら、蝶子は電話を取った。

「こちら殺熊光線車。ターゲットαを狙撃。軽傷を負わせるも逃げられました！」撃子が慌てた様子で報告する。

　蝶子は舌打ちで返し、ほかの生徒からの着信に応答する。

「こちらＤ５、百合花壇の扉が開いているとの情報を得ました。これから確認に向かいます」

「やはりあそこを出入り口に使っていたのね。超小賢しい」蝶子は苛いら立だちながら電話を切った。紅羽がじっと蝶子の様子をうかがっていることにも腹が立つ。

　百合城銀子は例の扉から、熊の世界へ逃げてしまったのかもしれない。

「そうだ、椿輝紅羽。いいものがあるの。あなたの家を捜索したら、こんなものが」蝶子は投光機の陰に置いてあったそれを手に持ち、ひらひらとして見せた。

「それは！」紅羽は椅子から立ち上がりかけたが、下手なことをすべきではないと思い直す。

「お母さんが描いた絵本ですって？　熊と人が『友だち』？　こんな話を描いてるから、熊にやられちゃうのよ」蝶子は絵本を両手で持ち、紅羽の見ている前で、思い切り破き、すべてのページをビリビリと引き裂いた。

「クマリア様？　ばっかじゃないの。この世界に神様なんていない。『透明な空気』だけが、世界を支配するのよ」蝶子は生ぬるい風に乗せて、次々と絵本の紙片を手放していく。

　紅羽は呆然とそれを眺めた。

　世界でたった一冊、澪愛が愛するものたちに残した物語。

　紅羽だって、きっと、ユリーカだって、『月の娘と森の娘』の物語のようになる未来を想像できないと感じたはずだ。人と熊が仲良くできる世界。神様が、それを許す世界。でも、想像できないほどの理想的な運命を、『スキ』を、紅羽たちは信じるべきなのだ。

　風に舞っていってしまう紙片を見ながら、紅羽は自分に失望した。

「熊、早くおいで……お前の餌はここにある……」蝶子は口を歪め、微笑んだ。




　殺熊光線車の狙撃から逃げた銀子は、屋上へ続く階段の裏手に逃げ込んでいた。紅羽のにおいはだいぶ近づいている。

「危ないところだったわね。いつに間に、あんな趣味の悪い武器を……」蜜子は階段に腰かけ、脚を組んだ。「さあ、早く紅羽を食べに行きましょう」

　蜜子は紅羽のにおいを吸い込み、暗い空を見た。

　銀子は呼吸を整えながら、じっと傷の痛みに耐えている。

「銀子、あなたは負けない。だって誰かを独り占めにしたいっていう欲望は、何より強いもの」

　蜜子が話している間に、銀子は覚悟を決めて立ち上がり、階段の表側に出てくると、階段に足をかけた。

「私は『スキ』をあきらめない」自らを励ますようにそう言って、銀子は階段を上り始める。

　蜜子は銀子の表情を見て、怪け訝げんな顔をした。

「やっと見つけた、本物の『スキ』……」銀子は蜜子の脇をすり抜け、階段を上がる。

「何を言ってるの？」蜜子は立ち上がり、銀子の背に向かって尋ねた。「あなたは私を受け入れた。そうでしょ？」

「本物の『スキ』は、嵐に負けて折れたりしない」銀子は蜜子を振り返らず、階段を上がる。「本物の『スキ』は……私をひとりぼっちにしない！」

　銀子の視界には、屋上へ続く暗い階段と、空に浮かび始めたわずかな星々が見えていた。それから、紅羽の清廉なにおいが、夜気に紛れて流れてくる。

「聞こえる……紅羽が私を呼んでる！　私がはぐれてしまったあのとき、紅羽だけが見つけてくれた！　命を与えてくれた！　だから、今度は私が紅羽を助けるんだ！」

「だめよ！」蜜子は小さく叫び、銀子の背中まで、階段を一気に駆け上がり、しがみついた。

「だめよ。私たちは熊。忘れたとは言わせない」蜜子の両手がするりと銀子の腰に回される。蜜子の冷たい吐息が銀子の耳にかかり、唇が、首筋に寄せられる。

　銀子は身体を強張らせた。

「私はあなたの『欲望』。『スキ』そのものなのよ。それを、無視できるわけがないわ」

「違う！」銀子は蜜子の両腕を振り切るように、もう一歩、階段を上がった。「本当の『スキ』は、私を嵐に飛び込ませる！」

「私を捨てるって言うの？」銀子が腕からすり抜けると、蜜子の身体はみるみるうちに、凍えそうなほど冷たくなった。ついさっきまで、腹の底から湧き出ていた強い力が消えていく。

「できっこない。私は、あなたの『欲望』なのよ！」ほんの数分、前よりも、声が痩やせてしまう。

　銀子はもはや、蜜子の言葉を耳に入れず、必死で屋上へ向かっていく。

「『欲望』を失った獣は死ぬわよ！」蜜子は食い下がったが、もう、銀子には声が届かないとわかっていた。自身の存在が、どんどん薄くなっている。

「さようなら」銀子は振り向かず、ごく小さな声で言った。

　蜜子はもう、遠ざかっていく銀子を、ただぼんやりと見送ることしかできなかった。

　屋上まで、階段はまだまだ続いている。

　姿の見えない紅羽のにおいを頼りに、まるで夜空へとつながっているかのような階段を迷いなく上がっていく。

　銀子は、『欲望』を失うわけではない。ただ、それに振り回されることをやめるだけだ。そのほうが、きっと、人に近いから。紅羽に近いから。

　紅羽と一緒にいるためならば、銀子は自分自身をも切り裂いて進んでいく。




　クマリア様は大きな手で、娘たちのために、世界を結ぶ長い梯子をそうっとかけてやりました。梯子は目には見えず、しかし、いつも虹にじ色いろに煌めいて、娘たちにその存在を知らせました。

　喜びいさんで、月の娘は梯子を下り、森の娘は梯子を上り始めました。そして、とうとうふたりが空の真ん中までやって来ると、そこにはドアノブはなく、一枚の大きな鏡が、立ちはだかっていました。

　鏡には、自分自身の姿が映し出されています。月の娘は、自慢の長い髪を見て微笑みました。森の娘は、しっかり者の瞳を見て、照れくさそうです。

　クマリア様は言いました。

「それが友だちの扉です。その向こうに、あなたの本当の『友だち』が待っているでしょう。鏡に映る己が身を、千に引き裂き、万に砕けば、『友だち』に『約束のキス』を与えることができるでしょう。ただし、自分を引き裂き、砕いてしまえば、あなたは命を失うかもしれません。さあ、最後にもう一度だけ、聞きましょう。あなたの『スキ』は、本物？」




　階段を上がりきった銀子の目の前に、大きな鏡が立ち現れた。その中には、銀子とは別人のような顔をした、銀子自身が映っていた。

　大好きで大嫌いな銀子自身の姿は、頼りなく、小さく、しかし、どこか動物特有のしぶとさを感じさせる。

「私は私を引き裂く…………！」もしも、これから顔を合わせた紅羽が銀子を嫌いでも、銀子は紅羽が『スキ』だ。もしも、紅羽の『スキ』が、銀子の知らない誰かのものになってしまっても、銀子は紅羽が『スキ』だ。もしも、紅羽自身が紅羽のことを大嫌いだと言っても、銀子は紅羽が『大スキ』だ。

　もしかしたら、最初から、銀子は孤独に怯える必要などなかったのかもしれない。紅羽を『スキ』だと思ったあのときから、銀子はひとりぼっちになど、きっと、なりようがなかったのだ。

　銀子の頭に、小さな王冠がきらめき、両手と両足が熊のそれに変わる。膨らんだスカートの後ろに飛び出た丸い尻尾がふりふりと動く。

「ガウガウ───ッ！」銀子はその大きな爪で、鏡を引き裂くように、粉々に割った。その向こうには、きっと本当の『友だち』が、紅羽が待っていてくれる。

　ずっと下の方から銀子のその様子を見ていた蜜子は、思わず小さく笑った。

「そういうところ、好きよ」吐息と一緒に、苦々しい気持ちも、一緒に空気中に溶けていく。「おバカさん……」

　蜜子の身体は今度こそ、静かにその存在を薄くしていった。少女の姿の頭のてっぺんから、真っ直ぐの長い髪も、結わいた飾りつきのゴムも、長い睫毛も、もはや、白すぎる肌も、制服に包まれたまま消えていく。

　クラス委員長と書かれた腕章だけが、階段の途中にぱたりと落ちた。蜜子は一度、死に、二度目の死を迎える今になって、初めて少しだけ、誰かを『スキ』になりかけたのだった。

「紅羽、見つけたよ！」

　真っ暗な屋上へたどり着いた銀子は、目を凝らし、捕らわれ、椅子に腰かけた紅羽を見つけると、真っ直ぐに彼女へ向かって歩き出した。

「来ないで！」紅羽は銀子の声に気付き、顔を上げるなりそう言った。

　銀子は静かに歩みを止めて、紅羽を見た。

「それ以上、私に近づかないで。今さらなんのつもり？　あなたのせいでこんなことになったのよ」紅羽は大きな声で言いながら、ちらりと投光機の向こうから様子をうかがっているはずの蝶子の影を追おうとしたが、できなかった。

　これは銀子を仕留めるための罠わななのだ。銀子が餌である紅羽に近づいて来たら、きっと、蝶子が銀子を傷つける。

「最初から、あんたなんか『友だち』じゃない！　人と熊は『断絶』されてるの。何をしたって、一緒になんかいられない！」

「知ってるガウ」銀子はわずかに眉根を寄せたが、紅羽から目を逸そらさなかった。「だから、どんなに拒まれても、私はきみと、もう一度『友だち』になる。きみと『友だち』になって『約束のキス』をする。そうすれば、人の女の子になれるから」

　紅羽は銀子のはっきりした物言いに圧倒されて、言葉を失った。

「『スキ』を忘れなければいつだってひとりじゃない。『スキ』をあきらめなければ、何かを失っても、『透明』にはならない!!」銀子は叫ぶと、再び紅羽に向かって、力強く歩き始めた。

「やめてっ！　あなたのせいでみんな死んだわ！　純花も死んだ！　私は、あなたを！　熊を、許さない！　だから来ないで！」紅羽は大きく首を振って見せるが、銀子は歩みを止めてない。足音と一緒に、夜空の星の明かりが増えていくみたいに、目が少しずつ暗闇に慣れ、銀子のシルエットを紅羽に見せる。

「消えて。壁の向こうに帰って。百合ヶ咲さんも私が帰したわ。行って、二度と戻ってこないで！　お願い…」

　銀子は顔を歪めながらも、紅羽の姿を目指して歩く。

「やめて……だめ、来ないで……お願い……お願い……」

　蝶子は銀子の影が紅羽のすぐ近くまで来たのを見とめると、すぐに猟銃を構えた。

「紅羽、私は『スキ』をあきらめないよ」

　そう言った銀子の、どこか悲しげに揺れながらも揺らがない、優しい声は、純花を思い出させた。それは、純花と同じかそれ以上に甘く、紅羽の胸の奥、心の芯を強く揺さぶった。

　紅羽は両目に滲ませていた涙を、ぽろりと頬にこぼした。その雫は顎を伝い、制服の白いスカートにぽたぽたと落ちていく。

「いや、もう失いたくない」紅羽は小さくつぶやいた。「もう誰にも、いなくなってほしくないの」

　銀子は微笑みながら、紅羽の前まで来ると、涙に濡れた紅羽の頬に手を伸ばした。

　もう少し、近づけば、互いの顔がはっきりと見える。

「銀子！」紅羽の声と、どちらが早かっただろうか。

　蝶子は銀子の視界をくらませるため、投光機でパッとふたりを照らすと、その後ろから、スコープを覗き、銀子の頭部に狙いを定めた。

「だめーっ！」

　蝶子はにやりと笑い、引き金を引いた。しかし、その銃弾は銀子を撃ち抜くことはできなかった。

　るるの持っていた蜂蜜壺が地面に落ち、大きな音を立てて割れた。

　るるはその横に、熊姿のまま、ばったりと倒れ込んだ。

「るるっ！」

　銀子はすぐにるるに駆け寄り、膝で立ってるるを抱き起こした。るるのどこからか流れ出した血が、ぬるりと銀子の手のひらを濡らす。

「ごめんね、クレちん、戻ってきちゃった……」るるは苦しげに声を絞り出した。

　紅羽は喉がつまり、何も答えられなかった。椅子から動くこともできず、涙で曇っていく目を伏せる。

「キシシ……クレちんは嘘が下手だね……」るるは無理矢理に微笑んだ。

「るる、るるっ」銀子はるるの顔を覗き込み、必死で呼びかける。

「クレちんがるるを逃がしてくれたんだ。るるのこと、『友だち』じゃないなんて言ってたけど……嘘、バレバレの助だよ」るるの喉の奥から、息が掠れる音が聞こえる。「だから、クレちんは銀子のこと、許してくれる。ううん、もう、許してくれてるはず……」

「るる……」

「銀子はクレちんと『友だち』になれるよ。『スキ』……叶えてね……『約束のキス』できるよ……銀子なら…………ほら、ふたりの未来、集めてきたよ……」

　るるは自身の身体を支えている銀子の手に、自分の毛むくじゃらの手を滑り込ませ、ぎゅっと握った。

　銀子がその感触に気付くと、るるは最後の力を振り絞って、明るい声で言った。

「ね！　るる、賢ーい、でしょ？」

　るるは、銀子がるるの気持ちを痛いほど知りながら、知らないふりをしていることをわかっていた。だから、意地悪な気持ちになることもあったけれど、本当に銀子を傷つけたいと考えたことなど、一度もなかった。

　るるはいつも、冗談めかして、銀子に自分の気持ちを伝えてきた。冗談めかすことが、銀子とるるの関係における作法のようなものだったからだ。

　銀子はるるの甘い冗談を、気軽に受け取る。小さな痛みも一緒に、腹の底まで飲み込む。

　るると銀子は、出会った時から掛け値なしの友情で結ばれていた。それを守るためには、るるから銀子への愛情は、時には邪魔だった。それでも、銀子と一緒にいられる方がよかったのだ。

「銀子、クレちん……ありがとう……るる、ふたりのこと『大スキ』だよ」

　るるの胸が大きく上下して、手から、ゆるゆると力が抜けていく。

　銀子の手の中には、るるが必死で集めた、破れた絵本の紙片がすっかり集められ、握らされていた。

「るる？　るる！　るるーっ!!」銀子は大声を上げ、べたりと地面に座り込んだ。抱き抱えていたるるの身体を揺らしても、もう、明るい声は返ってこない。

　紅羽は泣くことも忘れて、呆然と銀子とるるの姿を見ていた。

　蝶子は小さく舌打ちして、銃を下ろした。

「心配いらないわ。あなたもすぐ、『排除』してあげるから」
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　夜が明けると、屋上からは『断絶の壁』がそびえ立っているのがよく見える。

　ほんのりと明るくなっていく街には熊警報が鳴り続け、自警団の生徒たちは、お揃そろいの腕章をつけ、猟銃を携帯して、休みなく悪の『排除』のために立ち働いている。

　紅羽はあきらめかけていた。

　紅羽が座らされている椅子の傍らには蝶子が立ち、自警団の生徒たちがその周囲を囲んでいる。昨夜、銀子に向けて撃たれた光線を放つ武器、エコクマジカル砲も屋上に運ばれ、いつでも発射準備に入れるよう、亜依撃子によって準備されている。

　紅羽が顔を上げた先、屋上の端のフェンスは取り払われ、木製の板が取り付けられている。

　銀子は手足の自由を奪われ、その板の先端に、紅羽のほうを向いて、立たされていた。

　昨日の夜とは違い、清すが々すがしい新しい日のひんやりした風が吹いてきて、銀子の前髪や頬をなぶっていく。

「私たちは『透明な存在』であらねばなりません」蝶子はおもむろに、集まった自警団の生徒たちを見回した。「さあ、『排除の儀』を始めましょう」

　生徒たちはじっと蝶子を見て、彼女の言うことに耳を傾けている。

「『友だち』は何より大切ですよね。今ここに集う『友だち』。それが、『私たち』です。その『私たち』の気持ちを否定するものって最低ですよね。『私たち』から浮いているものって、だめですよね。『私たち』の色に染まらないものは、迷惑ですよね」蝶子は息つく間もなく畳たたみかけた。「それなのに、その『壁』を越えようとするものたちがいます。今こそ私たちは、私たちのために、『排除』する『悪』を決めねばなりません！」

　蝶子も自警団の生徒たちも、各おの々おの、携帯電話を取り出す。

「レッツ・サーチ・イーブル!!」

　皆、一斉に画面をタップし、次々と表示される文字を見つめた。こんな儀式にもはや意味はない。ただ、この茶番を経ることが、蝶子や皆を、『私たち』を何より安心させるだけのことだ。

　紅羽は顔を上げ、風に吹かれてじっと立っている銀子を見た。

　硬い表情の銀子は、板の上に突っ立って呆然として見える。

　生徒たちが再度、携帯の画面をタップしていく。皆の画面に踊る、『悪は排除』の文字。

「セレクト！」蝶子はにやりと笑い、目を輝かせて叫んだ。「『悪』が決定しました。皆さん、準備はいいですね？　では、これより『悪』を『排除』します！」

　蝶子はちらりと撃子をみやり、片手を上げた。

　コンピュータを置いた机の前で待機していた撃子は、静かに頷くと、自分のすぐ脇に置かれたベルトコンベアと、その上に置かれたメカこのみの様子を確認し、コンピュータに向かった。やがて、撃子の操作の通りに、メカこのみが走り、ベルトコンベアが回転を始める。

「ネガクマエネルギー、充填開始！」

「ビリビリ、ゲスゲースッ!!」メカこのみの鳴き声と共に、コンピュータの画面に表示されたメーターが上昇していく。

　撃子は銀子に照準を合わせ、メーターがいっぱいになるのを待った。

「あれで撃てば木こっ端ぱ微み塵じん！　あっという間に熊は消滅するわ！」蝶子は腰に手を当て、満足げに言った。

「待って！　『悪』は私でしょう？　それなら、私を『排除』すればいい！」

「そうね。もちろん、そのつもりよ」蝶子はにやついたまま答えた。「これは、椿輝紅羽。あなたへの罰。あなたのせいで、あの熊が死ぬ。あなたが、『友だち』を殺すのよ！」

「え……？」

「この世界のルールを守れないあなたは『悪』よ。私たちは透明であらねばならない」蝶子は椅子に座った格好のまま、悲しげに蝶子を見上げる紅羽に笑みを返した。

「透明になってしまったら……誰が、あなたを見つけるの？」

　紅羽の問いかけに、蝶子は表情すら変えず、答える気など起きなかった。

「『友だち』……？」銀子はぽつりと口を開いた。

　熊警報に掻き消えてしまったその声に、紅羽も蝶子も、ほかの生徒たちも思わず目を向ける。

「バカ言うな、ガウガウ！」銀子は今度は、屋上中に届くほどの大きな声で叫んだ。「その娘は私の『友だち』じゃない！　私は、椿輝紅羽を食べに来た。それだけだ！　紅羽は私の獲物、『友だち』だと思ったことなど……一度もない」

「銀子」

　蝶子も生徒たちも怪訝そうに銀子を見ている。しかし、紅羽には、銀子が自分を庇おうとしているのがわかった。

「椿輝紅羽は、私の『友だち』じゃない！」銀子は顔を上げ、ダメ押しをするように、大きな声で言いきった。

　蝶子は何か言い返そうと口を開いたが、すぐに、紅羽の声に制された。

「嘘よ！」紅羽は自分の身体を縛る縄を引っ張り、無理矢理に身を乗り出した。「そんなの嘘よ！　それならどうして、あなたは『壁』を越えてきたの？」

「お前を食べるためだ。ガウガウ」銀子はできる限り平然と答えて見せる。

　蝶子たちはまだまだ、訝しげに銀子を見ている。

「それならどうして、私のそばにいてくれたの？」紅羽は銀子を見つめ、いつの間にか立ち上がっていた。両の手首は縛られたままだ。「あなたたちは『透明な嵐』から私を守ろうとしてくれた」

　銀子に向かって歩き始めた紅羽を、蝶子たちはぎょっとして見つめた。

　紅羽は、自分の気持ちに驚いていた。昨日からずっと、蝶子たちが自分や銀子を傷つけることに怯えていた。でも、今はそれよりも、銀子の本当の気持ちが知りたい。

　紅羽が抱いていたはずの恐怖は、少しずつ薄れてそのかたちを変えていく。

「食べる前に『透明』になられたら、おいしくないからだガウ」銀子はかろうじて紅羽と目を合わせて答えた。

　紅羽はゆっくりと歩き、蝶子たち全員を背にして、屋上の端、銀子の立たされている板の手前までやってきた。

　すべてを投げ出そうというわけではない。でも、もう、『悪』とされることや『排除』され、傷つくことを怖がって、思いを捻ねじ曲げたくない。自分の『スキ』を押し殺して生き続ける世界に、どんな価値があるというのだろう。

「もういいの、銀子。あなたは最初から、私の『友だち』だった。『壁』を越えて、『透明な嵐』の中、私を『見つけて』くれた。私に『スキ』を与えてくれた」その事実があれば、紅羽はこれから何を失っても、孤独にはならないはずだ。

「違う！」自分に微笑みかける紅羽を、銀子は無理矢理に睨み返した。「私はお前の敵だ！　お前を、食べに来たっ！」

　紅羽の視線に耐え切れず、銀子は熊の姿に戻った。すると、それまで銀子の両手を縛っていた縄が外れ、足首を固定していた拘束具と共に落下していく。

「私は……熊だ！」

　そう、銀子は熊なのだ。だから、『排除』されてしまう。それならば、と幼かった紅羽は考え、願ってしまったのだ。

「熊が正体を現したわ！　さあ、『排除』よ！」蝶子が金切り声をあげると、自警団の生徒たちは我に返り、一斉に猟銃を構えはじめた。

　るるが話していた。裁判所、『断絶のコート』で『ユリ承認』されれば、熊は人の少女になれる。しかし、その取引では、一番、大切にしているものを手放さなければならない。

　銀子が人になるために手放したのは、紅羽の『スキ』なのではないか。

　それは、本当は違っていた。自分の願いを叶えるために『スキ』を手放したのは、そもそも、銀子ではなく、紅羽だったのだ。







『排除』を叫ぶ子供たちに取り巻かれ、幼い紅羽は悲鳴を上げた。

　子供たちが去ると、傷つき、くたびれ果てて地面に倒れ込んだ紅羽のもとに、噴水に隠れていた銀子が駆け寄ってきた。

　銀子の小さくてザラザラした舌が、紅羽の頬を静かに舐なめてくれる。

　なぜ、銀子が熊であると、『排除』されなければならないのだろう。なぜ、熊は『承認』されないのだろう。

　熊であることが問題になるのなら、もしも、銀子が人の少女になれば、紅羽とずっと一緒にいられるのだろうか。そうすれば、銀子が守られるだろうか。

　紅羽は目を閉じて、クマリア様を思った。クマリア様ならば、答えがわかるはずだ。クマリア様ならば、きっと、銀子を人の少女にすることができるはずだ。

　夕暮れの空に流れたひとつの星が、きらりと光り、紅羽の瞼の裏を明るくした。紅羽は眩しくなって、少しずつ、目を開けた。すると、そこは『断絶のコート』だった。

「それでは、ユリ裁判を始めます。被告人、椿輝紅羽。申し述べることはありますか？」

　被告人席に立った幼い紅羽は、呆然とライフ・セクシーを見上げた。

「私は銀子とずっと一緒にいたい。だからお願い、銀子を人の女の子にしてください！」その表情は真剣だったけれど、願いはあまりに無邪気だった。

　ライフ・クールは顔をしかめた。

「裁判長！　被告は『傲ごう慢まんの罪』を犯しています。有罪、ギルティーです！」

「ゴウマン？　なんのこと？」紅羽はクールに尋ねた。

「つまりぃ、百合城銀子の姿を変えちゃおう、ってわけだよね？」ライフ・ビューティーは肩をすくめた。

「仕方ないわ。だって、熊は『排除』されてしまうもの」

　紅羽の言葉に、セクシーはじっと黙った。

「それに、銀子だって、人になったほうが幸せだわ」

「うわぁ、自信あるんだねえ。キラキラァ……」ビューティーが目を丸くして被告人席を見下ろした。

「だから、それが『傲慢』だと言っているんですよ」クールはぐいと眼鏡めがねを上げた。

「ゴウマンだっていいわ！　お願い、銀子を人の女の子にしてください！」

「……いいでしょう。ですが、ひとつ条件があります」クールはゆっくりと、紅羽に言って聞かせた。「あなたに、『スキ』を手放してもらいます」

「要するに、きみは銀子を忘れちゃうってことさ」ビューティーが微笑みかける。

「目が覚めたとき、あなたは彼女を拒絶するでしょう」

「拒絶……？」

　幼い紅羽は、自分の『スキ』が本物だと信じて、願ってはいけないことを願ってしまった。

「待つのです。やがて、『その時』が来るでしょう。『透明な嵐』が訪れたとき、あなたは百合城銀子を『見つけ』ます。再び彼女と『友だち』になり、『約束のキス』を交わすことができれば、ふたりはずっと一緒にいることができるでしょう」

「本当！」紅羽は『約束のキス』があれば、『スキ』を手放しても大丈夫だと思った。自分の『スキ』は本物に違いないと、思い込んだのだ。

「それでは、被告人、椿輝紅羽に問います。あなたは、百合城銀子を人にしますか？　それとも、『スキ』をあきらめますか？」

「私は『スキ』をあきらめない。銀子を人の女の子にして！」

『スキ』を手放すことの重大さがわからないまま、紅羽は一番、大切なものと引き換えに、銀子を人にしたいという願いを通してしまった。







「すべて、私が望んだことだったのよ」

　紅羽は、幼い自分が確かに見た、『断絶のコート』の景色やジャッジメンズの姿、小さな足で立った被告人席の感触や、ひんやりと冷たい木のにおいが次々に蘇ってくるのを感じた。

　紅羽の制服のジャケットのポケットに入っていた携帯電話が、けたたましく鳴り響く。

　自警団に銃を向けられたまま、紅羽は銀子を見つめながら、電話を取り出し、耳に当てた。

「椿輝紅羽。これは、『断絶の壁』からの挑戦です。あなたの『スキ』は本物？」

「ええ、本物よ」紅羽ははっきりと答えた。裁きを受けるべきなのは、自分だったのだ。

　紅羽はゆっくりと目を閉じた。

「それでは、ユリ裁判を始めます」

　紅羽は木槌の打たれた音を聞いて、目を開けた。『断絶のコート』の被告人席に立つ自分の手を見ると、手首にしっかりと手錠がはめられていた。

　あのときと同じ、冷たい木のにおい。背筋のピンとするような、ひんやりとした空気。広い空間に響き続ける、木槌の音。

　紅羽は顔を上げ、ジャケットの左のポケットに忍ばせたままの星のペンダントを思った。

　きっと、すべてがつながっている。これから紅羽にまつわる未来がどうであれ、紅羽に迷いはない。

「被告人、椿輝紅羽。あなたは自らの罪を認めますか？」ライフ・セクシーは尋ねた。

「認めます。私はかつて、『傲慢の罪』を犯し、銀子を人の女の子にしてほしいと願いました」

　ライフ・クールとライフ・ビューティーは、あっさりと罪を認めた紅羽の大人しい様子に驚いたが、じっと黙り、セクシーの言葉を待った。

「それで……『透明な嵐』の中、あなたの望むものは見つかりましたか？」セクシーは紅羽を静かに見下ろしながら、ごく薄く、微笑んだ。それを見て、クールとビューティーは不思議そうに目を合わせる。

「はい。ある女の子が、私に教えてくれました」

　泉乃純花。紅羽はいつ、どんなときでも、純花の柔らかな笑顔を思い出すことができる。

　純花が紅羽を『大スキ』だと言うたびに、紅羽は自分がとても良いものになっていくような気がした。純花と同じように美しい生き物だと、認めてもらえているような、誇らしい気持ちになれた。だから、強くなれたし、優しくなれた。

　純花は、子供だった紅羽に本物の『スキ』の力を教えてくれたのだ。それは、まるで魔法だった。

「私は私の望むもの、本物の『スキ』を見つけました」

　セクシーは黙ったまま、木槌を大きく一度、打った。コート内にその音が響き渡ると、紅羽の手首にはめられていた手錠が音を立てて割れ、百合の花びらとなって、紅羽の足元に舞い散った。

「純花、ありがとう」紅羽は静かに目を閉じた。瞼の裏側に、純花のふわふわと揺れる髪や細く丸い眼鏡のフレーム、その中で微笑む優しげな目元が浮かぶ。知らないうちに、熱い涙が一筋、頬を流れていった。

「もう怖くない」真っ直ぐに前を向き、目を開けた紅羽は、屋上にいる全員に聞こえるようにはっきりとした声で言った。「『スキ』を忘れなければ、いつだってひとりじゃない。『スキ』をあきらめなければ、何かを失っても、『透明』にはならない。だから、私は『嵐』の中に飛び込む！」

　紅羽の背後で、銃を構えたまま立っていた自警団の生徒たちが、気け圧おされ、銃口を下げる。

「な、何なのよ！」蝶子は生徒たちの様子に苛立ち、紅羽を睨んだ。

　撃子とメカこのみは、それぞれ紅羽と銀子の様子に見入り、撃子はコンピュータの操作を忘れ、メカこのみはベルトコンベアの上、足を止めてしまった。

　紅羽はポケットの中の星のペンダントを取り出し、強く握りしめた。今度こそ、本物の『スキ』を、銀子に受け取ってもらうためだ。

「来るな！」熊姿の銀子は、板の上に立ったまま、威嚇するように叫んだ。

　紅羽は銀子に向かって、ゆっくりと歩き始めた。今度は紅羽が、銀子に、彼女がどれだけ大切か。自分の気持ちがどれほど大きいか、きちんと伝えねばならない。

「あなたは私の『友だち』」

「違う！　お前は『友だち』なんかじゃない、ガウガウ！」

　紅羽は銀子の言葉にかまうことなく、銀子の立つ板の上に上がっていく。

「私は人食いグマ、ヒトリカブトの銀子！　お前を食べに来たんだ！」銀子は唸り、鋭い歯をむき出して見せたが、紅羽は歩調を緩めない。

　自警団の生徒たちは互いに目を見合わせた。

「早く私を撃て！　でないと、みんな食ってやる！　私は罪グマだ、ガウガウ！」

　必死に吠ほえる銀子の前まで来ると、紅羽はかがみこみ、間近でじっと、銀子の目を見た。黒目がちな、熊の、獣の瞳の中に、紅羽の穏やかな顔が映る。

「銀子」

「だめだ……紅羽……」銀子は紅羽が何をしようとしているのか、うすうす、勘付いていた。それが、目の前の紅羽の表情を見て確信に変わってしまう。

　紅羽のしようとしていることは、すべてをひっくり返すことだ。

「やっと『見つけた』」紅羽は安心したように笑顔を浮かべた。

　紅羽の両手が銀子の首に伸びて、その左手に握っていた星のペンダントを、銀子の首につける。

　銀子は紅羽の強い決意に観念したように、首から下げられた大きな星を見下ろした。

　紅羽は銀子の頭の黒い毛並みをするりとひと撫ですると立ち上がり、天を仰いだ。

「お願いがあります、クマリア様！」

　紅羽の呼びかけに、屋上の向こうに見える『断絶の壁』の隙間から、ぼんやりとした光が漏れ始めた。

　蝶子たちは目を白黒させ、ぽかんと口を開けてその様を見つめることしかできなかった。

　光はどんどんと強くなり、その眩しさに皆が目を細めた。

「おお、クマリア様が……」

『断絶の壁』の上、ライフ・クールは気をつけをして、巨大な光の反射する眼鏡を持ち上げた。

「お姿を取り戻される！」ライフ・ビューティーは嬉うれしそうに笑って、クールの肩をどんと叩いた。

「それでは、我々も行くとするか…………これぞセクシー、シャバダドゥ！」

　ジャッジメンズはクマリア様の光に引き寄せられるように浮かび上がると、半分が人、半分が熊の姿から熊へ変わり、やがてそれぞれが溶けるように光の塊になって飛び上がった。晴れた空を越え、大気圏を越え、星ほし屑くずのきらめく宇宙までやってくると、三つの光はクマリア様が宇宙に広げていくたくさんの光をじっと眺めた。

　ひとまず、役目が終わった。

　三つの光は流れ星となって、宇宙の彼方まで、自由に飛び去っていく。また、必要になるときまで、『断絶のコート』は閉じられ、三人は誰も裁いたりせず、ただ、広大な宇宙を泳ぐのだ。




　強い光は高い高い壁の上よりもっと高く上り、地球全体を包んでしまいそうなほど、その光を大きく宇宙へ広げた。それから、地上へ降りるべく、静かに呼吸をはじめ、広い光を畳んでひとつの生き物の姿に変化した。

　星々の広がる、果てのない宇宙から、ゆっくりと地上へ向かいながら、たくさんの星屑や衛星を見て、大気圏を抜け、青い空の中、クマリア様は紅羽の待つ屋上へ、光の粒を振りまき、自身も木漏れ日のように軽やかに煌めきながら下りて行き、その小さな足を地面につけた。

　紅羽は引っ張られるように振り向いて、光を纏ったクマリア様を見た。

「あなたの『スキ』は本物？」クマリア様は紅羽に尋ねた。

　紅羽の目に、クマリア様はとても懐かしく映った。これまで、紅羽が愛してきたたくさんの生き物。紅羽をこの世界に産んでくれた母、澪愛。銀子やるる。そのすべての愛情や優しさが調和した姿。

　とりわけ強く思い出されるのは純花のことだった。

　クマリア様は、純花の身体が消えてしまっても、紅羽の心身に刻まれた純花の存在は揺るがないものだと、その表情で語っているようだった。

「本物です」紅羽がそう答えると、目の前に大きな鏡が音もなく現れた。その風圧で、紅羽の長い髪が揺れる。

　鏡の中には、これまで、紅羽が鏡を覗いたときには見たことのない顔をした、紅羽自身が映っていた。

　清潔だけれど、どこか弱々しかった紅羽の顔に、今は意志の力と、生命力が感じられる。

「私は、私を砕く！」

　紅羽はさらにその先へ進むことを願った。だから、光と共に腕の中に現れた猟銃を構え、その銃口を鏡の中の自分へ向けた。

　この鏡が割れた先に、本当の『友だち』がいて、果たすべき運命があるのだ。

「クマリア様……どうか私を熊にしてください!!」

　紅羽は鏡から目を逸らさず、銃を発射した。その弾丸は宙を切り裂いて鏡へ当たり、紅羽の姿もろとも、鏡の硝子を粉々に砕いた。

　輝く塵ちりとなって消えていく鏡の向こうに、銀子の姿が見えて、紅花は思わず微笑んだ。

「ユリ、承認！」クマリア様は片手を空へかざした。すると、青空を流れる真っ白な雲の間から、小さな光の玉がこぼれるように、屋上に降り注ぎ始めた。

　蝶子たちは空を見上げ、その様子を見て唖然とした。

　紅羽は空に両手を伸ばし、降ってくる光の玉のうちのひとつを受け取り、口づけた。

　蝶子は紅羽の全身が、その光に包まれるのを目の当たりにし、あまりの眩しさに目を細めた。

　紅羽の髪が光に撫でられ、ふわふわと持ち上がる。紅羽は目を伏せ、自分の身体がじわじわと変わっていくのを感じ取り、不思議な喜びを覚えた。

　手足が柔らかな毛に覆われた熊のそれになったのがわかると、紅羽はもこもこと自分の新しい指を動かした。

「なっ……何なの………………？」蝶子はそれを見て青くなった。周囲にいる自警団の生徒たちもざわざわと騒ぎ始める。

「紅羽、なんてことを…………」銀子は熊に変わっていく紅羽の背中を見つめ、つぶやいた。

　紅羽の『スキ』を全身に浴びているように暖かく、幸福を感じる。しかし、紅羽が自分のために人であることを捨てたと思うと、胸の奥がちりちりと痛み、複雑な思いが湧き出てくる。

　紅羽の頭には、熊の丸く大きな耳が生え、椿の花びらを模したティアラが乗っている。手と足はすっかりミルクティー色の毛皮に覆われている。身体にぴたりと沿うミニのワンピースにガーターベルト。丸い熊の尻しっ尾ぽにはリボンが結わかれ、そこから美しいラッフルが広がって、熊の女王様のようだ。

　紅羽はどこか不安そうな銀子を見つめ、にっこりと笑った。

「銀子。『スキ』を忘れないで……あきらめないでいてくれてありがとう」

　銀子は自身も半分が人、半分が熊の姿で、紅羽に向かい合った。うれしさと、恥ずかしさと、もう、人間の女の子であった紅羽がいなくなってしまった寂しさで顔が熱くなる。

「あなたに、『約束のキス』を」紅羽はそう言うなり、顔を傾け、瞼を閉じて、銀子の唇に唇を押し付けた。

　これまで、紅羽にとっては、うんと遠いものに感じていた銀子の唇は、薄く、柔らかく、ひんやりとして、青々とした木々や豊かな土の香りがした。

　銀子の瞳から、ぼろぼろと涙が溢れ、零れ落ちる。紅羽はそれを、もこもことした熊の手で拭った。

　銀子はその手に頬ずりして、今度は自分から、紅羽にくちづけた。

「私たち、これからはずっと一緒よ」

「ずっと一緒だ、ガウガウ」

　ふたりとも、小さかったころの自分たちの姿を思い出していた。お下げの紅羽と、弱かった子熊の銀子。ずっと仲良くしていたかった健気な気持ちが、やっと報われたのだ。

　空から降り続く光の玉がすべて、真っ白な百合の花に変わり、くるくると回りながら、ふたりを祝福するように舞い落ちてくる。

「ユリぃ─────しょおおおにいいいいいん！」ふたりは声を合わせ、叫んだ。

　銀子と紅羽は微笑みあい、何度もキスを交わすうちに、すっかり、熊に姿を変えた。

「ちょ、超信じられない!!　……人が熊になるなんて、なんておぞましいの……」蝶子は百合の花を両手で払いのけ、真っ青な顔をして自分で自分の肩を抱いた。

　ふと見ると、光は屋上だけでなく、街全体に降り、満ち満ちている。とりわけ『断絶の壁』にはたくさんの光が貼りつき、本来の不穏な雰囲気がすっかり消えている。

「すごい……」撃子は口の中だけでつぶやき、光る『壁』を眺めていた。不意に、メカこのみの声がしたので目をやると、メカこのみはベルトコンベアの上に立ち、銀子と紅羽の姿を見て、涙を流していた。

「ゲスッ、ゲスッ……」

「メカこのみ……」撃子は驚き、その姿に胸が締め付けられた。

　サイボーグ化されたのだから、機械であることはわかっている。しかし、生きている熊と変わらない姿や仕草は、撃子の心に強い違和感を覚えさせてきた。

　メカこのみが、死んでしまう前は、熊でありながら、人の姿で撃子のクラスに紛れていたのだ。

　撃子の手元、コンピュータの画面に表示されたネガクマエネルギーのメーターは、もうずいぶん下がってしまっている。これで良いのかもしれないと、撃子はうなだれた。

「私たち、もう、撃てません」

「撃子、何言ってるの？」蝶子は撃子を責めたけれど、撃子は何も答えられなかった。

　周囲が何も言い出さないことに気付き、蝶子が自警団の生徒たちを見回すと、彼女たちも銃を下げて、気まずそうに下を向き、蝶子を見もしない。

「ちょっと、何してるの!?　あれはもう人ではない、熊よ！　悪だ!!」蝶子は紅羽たちを指差した。

　生徒たちの何人かは銃を構えなおしたが、もたもたした動きで戸惑うばかりで、誰も紅羽たちを撃てない。

「迷うなっ！　考えるなっ！」蝶子は必死になって、自分たちの目的を皆に思い出させようと発破をかけた。しかし、心のどこかで迷い、もやもやと考え始めているのは自分自身であることにも、気が付きつつあった。

　紅羽が熊になり、もともと熊である銀子と、ふたりでどこに行こうが、行くまいが、どうだっていいのではないか。

　自分たちが守ろうと懸命になっていたものは、たった今、目の前で繰り広げられた光景より美しく強いものだろうか。

　蝶子はいったい、何を目指していたのだろう。狭い教室の中、次々と変わっていく、力を持つ生徒。美しく聡明で、常に壇上に立ち、注目を浴び、導く役目を担う生徒。一度でいいからそうなりたかったのだ。教室で、一番えらい生徒になってみたかった。それはもうじゅうぶん叶えられたのではないか。

『私たち』が求めているのは、本当はその程度のものなのかもしれない。

　蝶子がいなくなれば、また誰かがその場所に立ち、『私たち』をまとめ、『悪』を決めて『排除』することで、その安心な塊を維持していく。

「考えるなっ!!」蝶子は金切り声を上げ、生徒たちを見回し、叫んだ。

「撃てぇ─────っ!!」

　蝶子のあまりの迫力に、生徒たちは改めて銃を構えた。蝶子はそれを引っ張るように、背負っていた猟銃を構え、紅羽たちに向けて発射した。皆、それに続く。

『悪』を『排除』するために。

　凄まじい数の薬やっ莢きょうが、地面に落ちて転がっていく。

　甘いにおいを漂わせる白い百合の花と、真っ黒な焦げ臭い薬莢は、屋上をいっぱいに埋めてしまった。その光景はまるで焼け野原だった。







　壇上に立ち、チャペル内に集まった生徒たちを見渡して、蝶子は満足げに微笑んだ。

「そして、『私たち』は力を合わせて、ついにやり遂げたのです。そう、そうです。『私たち』はこの嵐が丘学園にはびこっていた恐るべき『悪』の『排除』に成功したのです！」

　蝶子の声はぼうぼうとチャペルの中に反響した。

　ぎゅうぎゅうづめに座っている生徒たちが一斉に拍手する。

「『友だち』は何より大切ですよね。今、この場所にいる『友だち』、それが『私たち』です。『私たち』の気持ちを否定する人って最低ですよね。『私たち』から浮いてる人ってだめですよね。『私たち』の色に染まらない人って迷惑ですよね。そういう、空気を読めない人は『悪』です」

　蝶子は満面の笑みで続けた。

「やはり、『私たち』は『透明な存在』であらねばなりません。皆さん、次に『排除』する『悪』を決めましょう」

　真っ先に携帯電話を取り出した蝶子に倣い、生徒たちは皆、携帯電話を取り出した。

　しかし、撃子は携帯電話の液晶に視線を落とす生徒たちの中、蝶子の話が耳に入らず、ずっと、ぼんやりとしていた。

　あの日、目撃した椿輝紅羽と百合城銀子の姿。そして、自警団の一斉射撃。

「撃てぇ─────っ!!」

　銃声は鳴り止まず、撃子は火薬臭い煙にまみれ、咳せき込みながら、熊の姿の紅羽と銀子を見た。自分がエコクマジカル砲を撃たなくても、これだけの銃弾を受けたら、もうひとたまりもないだろう。

　紅羽と銀子は銃弾を避けようともせず、しっかりと手を繋いで立っていた。それどころか、ふたりの後ろに大きな扉が現れた。

　ふたりは蝶子たちに背を向けると、ゆっくりと開いていく扉の向こうへ歩き去った。

　扉の向こうからはまばゆい光が溢れており、紅羽と銀子の熊のシルエットは、撃子に強い衝撃を与えて、扉ごと消えてしまった。

　あとに残された百合の花と、ゾッとするほどの数の薬莢の中、撃子は騒ぎ立てる蝶子も慌てふためく自警団の生徒たちも目に入らず、白い煙の向こうで光り続ける『壁』に、思いを馳せていた。

　今現在、蝶子の取り仕切る『排除の儀』は、彼女の演説によってなかなか開始されなかった。

　撃子は律儀に携帯電話を手に演説に聞き入っている生徒たちを尻目に、チャペルを抜け出し、ずっと気にかけていた裏庭の花壇を目指した。

　晴れた空の下、すっかり荒れ果てた花壇の土はすっかり乾いてしまっている。

　撃子はその脇の茂みの奥を探した。

　メカこのみは、きちんとベルトコンベアの上を走り続けなかったことで動作不良とされ、このあたりに捨てられたはずなのだ。

「ゲスゥ……ゲスゥ……」

　聞き慣れた泣き声に、撃子は耳をそばだてた。

「見つけたよ」撃子が顔をのぞかせると、頭に「動作不良」と書いた張り紙をされたメカこのみが、めそめそと泣いていた。「泣き虫なのね」

　撃子は微笑み、不名誉な貼り紙を剥がしてやると、メカこのみを抱きしめた。メカこのみは温かく、少しだけ錆さびた鉄のにおいがした。













　　　エピローグ






「娘たちにはもう、悩みも、怖いものもありません。

　声高らかに『スキの歌』を歌いながら、娘たちはしっかりと手をつなぎ、もう、離れることはありません。そして、輝く星に導かれ、『断絶』を越えて旅立ったのでした。」

　るるは、柔らかな芝の上に寝そべり、読んでいた絵本を閉じた。

　るるは高めに結ったツインテールに白いフリルのカチューシャ。胸元にはグリーンの大きなリボン。エプロンのついたミニスカートに黒いニーハイソックスを身に着け、熊の耳と手、尻尾のある。半分が人、半分が熊の姿で、そこにいた。

「ねえねえ、おねえたま。それからふたりはどうなったの？」るるにくっつくようにして芝に転がっていたみるんは、起き上がって尋ねた。熊の耳がぴょこぴょこと動き、愛らしい巻き毛が揺れる。

「どうなったのかな。みるんはどう思う？」るるは小首を傾げ、みるんの大きな瞳を見た。

「ん～」みるんは少しの間、考えたけれど、首を振った。「わかんないや。でも、ひとつわかったことがあるよ」

「なあに？」るるは楽しげに身体を起こし、頭上に広がる大きな木の枝葉が、気持ちの良い風にさらさらと音を立てて揺れるのを見た。

　木漏れ日がるるとみるんの栗色の髪を照らし、きらきらと光る。

「ちゅっ」みるんは身を乗り出し、るるの頬にキスをした。「『約束のキス』、僕からすればよかったんだ。ね？」

「みるん……」無邪気なみるんの笑顔に、るるは照れくさそうな笑みを返した。「ずっと一緒だよ」

「うん。おねえたま、『だーいスキ』！」みるんは思い切り頷うなずくと、跳ねるようにるるに抱きついた。

「見つけてくれて、ありがとう」るるはみるんの柔らかな髪に鼻先をうずめ、その小さな身体を抱きしめ返した。みるんからは、香ばしい日向のにおいがする。

　小さな蜜蜂が、るるとみるんの周りを、かすかな羽音をさせながらくるくると舞うように飛ぶ。

　るるは自分の腕の中にすっぽりと入ってしまう小さな弟と、いつか一緒に、銀子や紅羽にもう一度、出会う運命を想像した。そのときには、『壁』どころか、すべてが混ざり合ってしまえることを願いながら。




　大きな月と地球を同時に眺めることができる、遠い遠い、新しい世界。紅羽と銀子はやっと、すべてを始めることができる喜びに打ち震えながら、互いの手をしっかりと握り、見える分の宇宙を、端から端まで眺めた。

　これから、どこへ行き、何をして生きていくのにも、紅羽と銀子は一緒だ。今、ふたりが立っている場所がいったいどんなところなのかも、これから、確かめることになる。

　紅羽は遠い母を思い出す。でも、母が自分に触れていたころが、もう、うんと昔に感じる。今、見えるのは未来と、隣にいる銀子だけだ。

　ずっと、思い出せなかった『あの娘』。その姿を見ると、心はいつもざわつくのに、『スキ』なのか、憎いのか判然としなかった相手。紅羽は、子供だった自分を微笑ましく思う。

　銀子の黒く艶やかな前髪の下からのぞく瞳が、宇宙からの光を受けて輝き、じっと紅羽を見ている。

　紅羽は銀子に向き直ると、にっこりと笑った。それから、銀子にくちづけをした。紅羽から銀子へ、銀子から紅羽へ、そのくちづけのすべてが『約束のキス』だ。

　みぞおちから湧き出る愛情を、紅羽と銀子は遠慮なく与えあい、容赦なく慈しみあう。どんなに混ざり合っても、相手が自分とは違う生き物だとわかると、涙が出そうになる。しかし、だからこそ、自分を引き裂いてでも、砕いてでも大事にしようと思えるのだとわかる。

　紅羽は銀子を抱き、銀子に抱かれながら思う。

　自分の心の中にある世界と、これまで見て、体験してきた世界の違いはなんだろうか。紅羽の感じられる世界は、宇宙は、心の中のそれよりも広大なのだろうか。だとしたら、紅羽と銀子が分かたれていたあいだ、いったいどれだけの『友だち』が『断絶』されて、或いは本当の『スキ』を見つけてきたのだろう。

　自分たちはきっと、ほんの一例に過ぎない。

　たくさんの『友だち』の『スキ』によって、世界は何度も目を覚まし、塗り替えられていく。明日にはもう、昨日の銀子とは二度と会えないのと同じように、世界は日ごと、育ち、変わっていく。

　いつかまた、誰も知らなかった惑星が星の屑になり、世界に降り注ぐ。そのときまで大人しく待っている必要などない。

　ふたりは何度でも、その『壁』を越えていく。
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